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この報 告 書 は 日本 自転 車 振 興 会 か ら競 輪 収 益 の 一部 で あ

る機 械 工業 振興 資 金 の補 助 を受 け て,昭 和54年 度 に 実施 した

「マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの応 用 に関 す る調 査 研 究 」の 一環 と

して と りま と め た もの で あ りま す 。
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.当 協会 は,「 マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ振 興 セ ン ター 」に お い て,マ イ ク ロ コ ン ピ

ュー タの普 及促 進 と マ イ クロ コン ピ ュー タの 利用 お よび シス テ ム開 発 に係 る関 係

業 界 の 振興 を図 るた め,実 務 に結 び つ いた 諸 問 題 の 調 査 を し,逐 次 可能 な もの か

ら解 決 して い くた め の努 力 をい た してお ります 。

本 年 度 は 昨年 度 に 引 き続 き,マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ応用 製 品 市 場 が拡 大 を続 け

る傾 向 に あ る我 が国 の マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ産 業 に お い て存在 意 義 が 明確 化 され

た シス テ ム ハ ウス の業 界 形 成 の諸 条件 に つ い て調 査 研 究 を い た しま した 。

その結 果,シ ス テ ムハ ウ スの業 界 形成 に お い て種 々の利害 得 失 が浮 きぼ りされ

ま した 。 これ らの利 害 得 失 が シス テ ム ハ ウ スの み な らず マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ産

業 に と って も影 響 を与 え るか ど うか今 後 検 討 して い か な けれ ば な らない 点 で あ り

ます 。

これ らの 点 を踏 ま え て,本 調 査 が 今後 の マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ産 業 の 発 展 に 貢

献 で きれ ば幸 甚 に 存 じます 。

終 りに本調 査 に ご尽 力 ・ご協 力下 さい ま した各位 に 対 し,深 く謝 意 を表 わ す 次

第 で す。

昭和55年3月

財団法人 日本情報処理開発協会

会 長 上 野 幸 七
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序 論

本年 度 は 昨 年 度 に 引 き続 き,マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ関連 業 界 の 基 盤 整 備 に関 し

て基 本 的 資料 を提供 す る とい う見 地 か ら,「 基 本 問 題委 員 会 」を設 け,マ イ ク ロ

コ ン ピ ュー タ産業 の 現状 に つ い て分 析 ・検 討 を継 続 した 。特 に本 年 度 は シ ス テ ム

ハ ウスの業 界 形成 に 関 与 す る諸 要 因 の 分 析 と考 察 に 重 点 を置 き ,昨 年 度 よ り もさ

らに具 体 的 に 問題 を取 り上 げ,密 度 の 高 い検 討 を行 うこ とが で きた 。

第1章 で は 「シ ス テ ム ハ ウスの 企 業 活 動 」と題 し て,知 識 産 業,経 営 上 の 問

題,金 融 上 の 問題,シ ス テ ムハ ウスの位 置 付 け と将 来展 望 に つ い て検 討 を行 い,

第2章 で は 「シス テ ム ハ ウスの 現 状 分 析 」と題 して,シ ス テ ムハ ウスの 内部 の 現

状 お よび外 部(チ ップ メ ー カ,ユ ー ザ)か ら見 た 場 合 の現 状 分 析 を行 い,シ ス テ

ム ハ ウス と外 部 との関 係 に つい て,外 部 の シス テ ム ハ ウスに 対 す る期 待 お よび シ

ス テ ム ハ ウス業 界 形 成 に よ り得 られ る効 果 等 の検 討 を行 った 。 さ らに,こ れ らの

検 討 の結 果 を踏 ま え,第3章 では 「シス テ ム ハ ウ ス業 界 形 成 の諸 条 件 」 と題 して,

シス テ ム ハ ウス業 界 の 組 織 形 態 の 分 析 お よび 産業 的位 置 付 け を行 い,か つ シス テ

ムハ ウ ス業 界 の 形 成 に よ る産業 的 な らびに経 済 的波 及効 果 に つい て考 察 した 。

最 後 に,シ ス テ ムハ ウス業 界 を 形成 す るに あ た って は,当 然,各 種 の 利 害 得 失

あ るい は 「 トレー ドオ フ 」の発 生 が 予想 され る。本 報 告 書 に お い て シス テ ム ハ ウ

ス業 界 形 成 に伴 う 「 トレ ー ドオ フ 」の検 討 に適 用 され た主要 な基 準 を示 せ ば 次 の

とお りで あ る。

(1)個 々の シス テ ム ハ ウスか ら見 た場 合 に考 え られ る利得

② チ ップ メー カ側 か ら見 た場 合 に考 え られ る利 得

(3)ユ ー ザ(OEMも 含 む)側 か ら見 た場 合 に考 え られ る利 得

(4)マ イク ロ コ ン ビ。ユ一 夕振 興 セ ン タ ーか ら見 た場 合 に考 え られ る利得

㈲ 金 融 面 か ら見 た場 合 に考 え られ る利 得
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(6)国 際 交流 面 か ら見 た 場 合 に 考 え られ る利 得

(7)損 失(デ メ リ ッ ト)と して特 に留 意 す べ き点

以 上 の諸 基 準 を用 い て検 討 を重 ね た結 果,基 本 問題 委 員 会 は,シ ス テ ム ハ ウス

業 界 形成 に係 わ る 「 トレー ドオ フ 」の バ ラ ンス シー トは,業 界 の 形 成 に対 して概

ね 有 利 で あ る との結 論 に達 した 。 しか しなが ら,現 状 に お け る個 々の シ ス テ ムハ

ウス企業 は,財 政 基 盤,経 営 能 力,人 材 の獲 得 な どに関 して,全 く問 題 な し とは

い いが た い 。

次年 度 に お い ては,こ れ らの問 題 の 除 去 に関 して 具体 的方 策 を検 討す るほ か シ

ス テ ムハ ウス業 界 形成 に伴 って発 生 す る と予 想 され る利害 得 失 の マ イ ク ロコ ン ピ

ュー タ産業 全 般 に及 ぼ す影 響 に つ い て引 き続 き さ らに詳 細 な考 察 と評 価 を行 い,

あ わせ て シス テ ム ハ ウ ス業 界 形 成 が マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ産業 全 体 に と って いか

な る利 得 を持 つか を具 体 的 に検 討 す る計 画 で あ る。
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第1章 シ ス テ ムハ ウ スの 企 業 活 動

1.1知 識 産 業 と して の マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ産 業 と シス テム ハ ウ ス

(1)は じめ に

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タほ ど,知 識 と情 報 の 生 産 ・流通 に 深 く関 与 す る製 品 は,

他 に その 例 を 見 な い 。 これ ま で,知 識 産 業 の 代表 的 存在 と し ては,ミ ニ コ ンを 含

む コ ン ピュー タ産 業 が,し ば しば と りあげ られ て きた とこ ろで あ るが,こ とマ イ

ク ロ コ ン ピ ュー タに 関 す る限 り,コ ン ピ ュー タ産 業 で すで に 確 立 した と思 わ れ る

常 識 で は律 せ られ な い 新 局 面 に遭 遇 す るこ とが 多 い 。

これ は,知 識 産 業 と して の根 本 命 題 で もあ る知 識 とは何 か 。 そ の 対 価 はい くば

くなの か 。 その 付 加 価値 の算 出基 準 は ど うなの か 。 その流 通 ・再 生 産 過 程 は?

ま た,そ の た め の財 産 権 確立 と保護 は ど うあ るべ き なのか?な どの 問 題 が,未

解 決 で あ るま ま な の に,産 業 的活 動 実 態 は,は るか に 先行 しつ つ あ るか らで あ る。

ど りわ け マ イ ク ロ コ ン ピュー タで は,大 量 生 産 商品 として の量 産 型 工 業 製 品 の

側 面 と,高 度 知 的付 加 価 値 商品 と しての 知 識 産 業 型 製品 の 側 面 が,そ れ ぞれ 複 雑

にか らみ あ って お り,こ の 問 題 の 明 快 な解 答 を,そ れ だけ 複 雑 か つ 困 難 化 な ら し

め てい る とい え よ う。 ま た,そ の 困 難 さが,マ イ ク ロコン ピ ュー タに 関 与 す る企

業 群,た と え ば,本 体,関 連 デバ イ ス を生 産 す るチ ップ ・メー カ ー と い われ る半

導 体 製 品 製 造 業,そ の 高度 応 用 をは か るシ ス テ ム ・ハ ウス,そ れ らの 成 果 を 実用

途 に滲 透 させ るエ ン ド ・ユ ー ザ な どが,そ れ ぞれ 産 業社 会 的 構 造 の なか で,ど の

よ うな 位 置 ず け に あ り,ど の よ うな役 割 と責 任 をに な い,ど の よ う な産 業 目標 の

も、とに 結 集 して い くかの 見 とお しを得 が た く してい る理 由 で もあ る。

こ こで は,そ う した 困難 さを,あ る程 度 の ケ ー ス ・ス タ デ ィを ま じえ な が ら分

析 整 理 してみ る と と もに,知 識 集 約 型 社 会 と,そ の 産 業形成 過 程 の なか で,マ イ

ク ロ コン ピ ュー タ 関連 分 野 が は たす べ き役 割 とは何 なの か 。 と りわ け シ ス テ ム ・
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ハ ウスの 実 態 と その理 想 像 に主 眼 をお い て,若 干 の 試 論 を展 開 して み よ う。

(2)知 的量 産 製品 と して のLSI

マ イ ク ロコ ン ピ ュー タは,本 体 その もの の生 産 流 通 形 態 で み る限 り,大 量 生 産

社 会 の 申 し子 的 な性格 を持 って い る。 い や,む しろ,典 型 的 な マ ス プ ロ ダ クシ 。

ン生 産 物 で あ る とい え よ う。半 導 体 メー カに お け るその 生 産過 程 で は,完 全 自動

化 の プ ロセ ス ライ ン制 御 が 可能 で あ り,事 実,多 くの メ ー カが,ほ とん ど無 人 に

近 い生 産 工 場 を実 現 し てい る。

ま た,集 積 回路 生 産 の 特 有 の 悩み と し て,こ れ ま で最 終 工 程 の 組 立 パ ッケ ー ジ

ン グの省 力化 が 問題 とされ てい た が,こ れ も最 近 は,自 動 ボ ン デ ィン グ ・マ シ ン

の 採用 で,大 幅 な省 力 化 が 可 能 とな った。

実 際 に 半導 体 工場 の 生 産 ラ イ ンに 立 ってみ る と,こ の ス ケ ー ル ・メ リ ッ ト効 果

の 絶 大 さ を,し み じみ と味 あ うこ とが で きる 。い まか りに,新 しい 機 能 を有 す る

半 導 体能 動 素子,つ ま りマ イ ク ロ コ ン ピ ュー タな どの開 発 投 資 に10億 円 を 投 じ

た と し よ う。 この場 合,そ の10億 円 が,ま るま る知 的付 加 値 で あ る とす る 。 こ

れ を一 千 万 ユ ニ ッ ト生 産 した と す る と,末 端価 格 に 占め る知 的 コス トは,わ ず か

1ユ ニ ッ トあ た り100円 に しか す ぎな い 。

この マ イ ク ロ コ ン ピュー タ開 発 過 程 に似 た よ うな ケ ー ス と して,大 型 コ ン ピ ュ

ー タの 開 発 過 程 をあ げ る こ とが で き る。 大 型 コ ン ピ ュー タの 場 合,本 体 シス テ ム

の 論 理 設 計 や,オ ペ レー テ ィ ン グ ・シス テ ムの開 発 投 資 に は,数 億 円,と き と し

て数 十 億 円 を要 す る こ と もあ る。 それ で い て,同 一 機 種 が1000シ ス テ ム 以 上 の

市場 独 占 に成 功 し た こ とは,コ ン ピ ュー タの 普 及 と発 展 の歴 史 の な か で も,数 え

るほ ど しか な い。 最 終 価 格 で の この 種 の 知 的 コ ス ト負担 比 率 が,き わ め て大 きい

もの で あ る ことは,い ま さ ら指 摘 す る まで もない 。

現 在,内 外 の 市 場 で,最 も占有 率 の 高 い マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの2・3の 種 類

は,す で に して総 出荷 高 一 千 万 ユ ニ ッ ト以 上 を マ ー ク して い る。 これ らの 開 発 投

資 額 は,試 算 の基 準 に もよ ろ うが,そ れ ほ ど巨額 な もの で な い こ とは確 か で あ る。

せ い ぜ い 数 億 円 どま り と推 定 され るが,こ の 場 合,最 終 価 格 で の知 的 コ ス ト負担
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は,数 十 円 ど ま り とな る。

マイ ク ロ ・コン ピ ュー タの 開 発 は,ま さに以 上 の よ うな量 産効 果 に よ る知 的 コ

ス トの 低 減 を意 図 した こ とに よ る。 本来 な らば,今 日,マ イ ク ロ ・コン ピュ ー タ

を採 用 しな け れ ば な らな い 理 由,あ るいは,マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タで な け れ ば

な らない理 由 は存 在 しな い 。

た とえ ば,マ イ クロ ・コン ピュ三夕の 出現 以 前 に,い わ ゆ る カ ス タムLSIと い

う製 品の 普 及 発 展 が は か られ た こ とが あ った 。 これ は,個 別 的 な 製品 や シ ス テ ム

組込みの ため,個 別 目的の専用 制御機能 を集積 回路化 した ものであ る。従 って,

純技 術的 に見 た 場 合,そ の 性 能 は,マ イ ク ロ ・コ ン ビ〉ユー タ を は るか に 上 まわ る

もの であ り,か つ,内 部 構 成 もまた 簡 素化 され る こ とが 多 い 。

しか しな が ら,カ ス タ ムLSIは,そ の こ とば どお り,特 注 仕 様 のLSIで あ

る。要 求 され る仕 様 ・性能 を実 現 させ るた め,LSIメ ー カで は,そ の つ ど内部

構 成 や,そ の 論 理 回路 を設 計 しな け れ ば な らない 。 その 間 に投 じ られ る開発 費 用

の コ ス ト負 担 者 は,い うま で もな く,そ のLSI発 注 者 で あ る。最 終 製 品 価 格 が,

巨額 な もの とな る こ と もま た,指 摘 す る まで もな い こ とで あ る。

今 日,カ ス タ ムLSIは,特 別 な高 性能 を要す る分 野 と か,あ るい は 高度 信 頼

性 を要 求 され る分 野 に の み 需 要 が と どめ られ て い るの も,そ う した理 由 に よ る。

カス タ ムLSIの 個別 的用 途 需 要 とい う特 性 を考 えれ ば,こ れ は,至 極 当然 の こ

ととい って よ か ろ う。

これ に対 し,マ イ ク ロ ・コ ン ピュー タは,そ の汎 用 性 とい う特 性 か ら,き わ め

て特 異 な量 産 性 を有 して い る。 カス タムLSIと 異 な り,マ イ ク ロ ・コ ン ピュー

タで は,内 部 に ス トア ド ・プ ロ グ ラム制 御 方式 の コ ン ピュー タ ・プ ロセ ッサ を有

し,要 求 され る機 能 の 実 現 は,プ ログ ラム を付 加 す る こ とに よ って与 え られ る。

この こ とは,LSIメ ー カに と って,ど の よ うな シ ス テ ム 目的 で,ど の よ うな

使 わ れ 方 をす るか とい う,カ ス タ ムLSIの よ うな 個 別 設 計 の 労 苦 か ら,全 面 的

に 解 放 され る こ とを意 味 す る。 つ ま り,自 社 製 品 が,市 場 の な か で の 個 別 的 な用

途 に 適 合す るか ど うか とい う こ とに は と らわ れ ず,マ イ ク ロ ・コ ン ピュ ー タ ・チ
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ップの内部構成の技 術開発だけに 目を向ければ よい とい うことにな る。

これは,い わば知 的生産手順の標準 化による知識集約商品の大量生産成功例 と

して評価 す ることがで き る。工業製品のなかで,高 度に知 識集約化 した商品 を,

ほ とん ど無人に近 い生 産 プロセスでゴ 量産 かつ量 産に よる価格低減効果 を如実 に

実肌 た 製 品 は,マ イ ク … ン ピ_タ.チ 。プ や,そ の 関連 デバ イ転 外 に,

あ ま り例 を見 ない の で は あ るま い か。

従来,知 識 産 業 の な か で の マス プ ロ ダ クシ ョン製 品 とい え ぱ,マ ス コ ミュニケ

ー シ ョン企業 か ら産 出 され る ,お び た だ しい 量 の 情 報 パ ッケ ー ジ をあ げ る こ とが

で き る。LSIメ ー カの 生 産 ・流 通 プ ロセ スは,出 版 物,放 送 番 組 な どの 流 通 ・

生 産 プ ロセ ス と近似 し てい る点 もあ る。 す なわ ち,良 質 の 知 識 ・情報 パ ッケ ー ジ

とな る評 論 や論 文,あ るい は 放 送 番 組 内容 を高 速 輪 転 印 刷 機 や,放 送 送 信 受 信 シ

ス テ ム を経 て複 製物 を大 量 生 産 し てい くプ ロセ スで あ る。

この場 合,出 版 業 で の 印 刷版 下 や,放 送 局で の ビデ オ ・テ ー プに相 当 す る もの 。

それ がLSIメ ー カに お け る マ ス ク ・パ ター ンで あ るとい うこ とが で き る。 もち

ろん,知 識の 生 産過 程 で のLSIメ ー カ と既 存 の 出 版 業 な ど とは,大 い に異 な る。

た とえ ば,知 識 生 産 の リ ソー スは,出 版 業 な どでは 外 部 に 求 め る こ とが 多 い 。生

産物 と しての 書 籍 の 最 終 価 格 に 含 まれ る,い わ ゆ る稿 料,印 税 な どが,知 識 生 産 、

者 側 で の 収 支 均 衡 が リ ー ゾナ ブル な もの で あ るか は別 と して,社 会 慣 習 的 に,

出版物 中 に含 まれ る知 的 生 産 価 値 は,最 終 価格 の10%前 後 と定 め られ てい る。

これ に 対 し,た と え ば,LSIメ ー カの マス ク ・パ ター ン製 作 コス トは,完 全

に 自社負 担 で あ る。 出 版 業 の よ うに,生 産 プ ロセ ス,す な わ ち,そ の 内容 の 形成

を他 に 求 め る ことは で きな い。 従 って,そ の 開発 コス トは,マ ス ク ・パ タ ー ンの

複 製 物,つ ま り同 一 デ ザ イ ンのLSIが,市 場 に よ って,ど れ だ けの 量 が 販 売 さ

れ るか とい う需要 量 次 第 に よ って吸 収 比 率 が 大 幅 に変 動 して く る。

こ うした 局 面 を観 察 す る と,LSIメ ー カは,必 然 的 に大 量 生 産 ・大 量 販 売 志

向 を強 め ざ る を得 な くな る。 ま た,そ の生 産 プ ロセ ス も日進 月 歩 で あ る。 生 産 関

連 機 械 や,生 産手 法 そ の ものの 技 術 革 新 もまた 夜 を 日に つ い で 進展 して お り,一
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瞬 の油 断 が,た ちま ちに して,生 産 プ ロセ ス その もの を陳 腐 化 し て し ま う危 険 に

さ らされ続 け てい る。

こ う した状 況下 で は,LSIメ ー カ が,資 本 集 約 的 に な らざ る を得 な い宿 命 を

背 負 わ され て い る と もい え る。別 の 見 方 で い えば,投 入資 本 の 能 力 次 第 で,市 場

その ものの 支 配 力 を左 右 す ることに もな る。一 ・二の例 外 を除 けば,諸 外 国 で の半 導

体 関連 メ ー カに は,比 較 的 に小 資 本 形 成 の もの が 多 い 。 これ に対 し,総 合 エ レ ク

トロ ニ クス ・メー カ を 主体 とす るわ が国 の 半 導体 産 業 の資 本 動 員力 に対 し,諸 外

国 が神 経質 に な るの も,理 解 で きる点 もあ る。

(3)専 門知 的 商品 と して の一 石 コ ン ピ ュー タ

以 上 の よ うなLSIの 量 産特 製 を,巧 み に応 用 した製品 と し て,い わ ゆ る ワ ン

チ ップ ・マ イ ク ロ コ ン ピュー タを あ げ る こ とが で き る。 ワ ンチ ップ ・マ イ ク ロ コ

ン ピ ュー タは,そ の 特 色 と して,コ ン ピュー タ ・シ ス テム と して必 要 な機 能 を,

ほ ぼ標 準 的 に完 備 し,そ の シス テ ム機 能 は,内 部 に 存 在す るROM(ReadOn-

1yMemory)へ の プ ロ グ ラム書 き込 み に よ って規 定 され る 。

ハ ー ドウ ェ ア的 な構 成 は,す べ てLSIメ ー カで の 開発 段 階 で 規定 され て お り,

品 種 別 に は 汎用 マ イ ク ロ コ ン ピュー タ ・チ ップや,そ の関 連 デバ イス と同 じ く,

完 全 な 大 量生 産 プ ロセ ス で あ る。 この と き,内 蔵 のROMに は,当 然 の こ とな が

ら,発 注 者 か らの ソ フ トウ ェアに よ って マ ス ク ・パ ター ンが 作 成 され, ,製 造 工 程

内 で プ ロ グ ラム 内蔵 の マ イ ク ロ コ ン ビ。ユー タ とな る 。

この マ ス ク ・パ ター ン作 成 費 は,別 に プ ログ ラ ム書 き込 み 料 と もい わ れ,コ ン

ピ ュー タ化 に よ る生 産 性 向 上 の結 果,数 十 万 円 程 度 の 額 に と どま って い る。 単 純

な算 術計 算 をす れ ば,も し も,カ ス タ ムLSIな み に,わ ず か 数 個 しか発 注 し な

い とす るな ら,1個 あ た りの ソ フ トウ ェ ア搭 載 費 は約10万 円 に もな る。

と ころ が,か りに 同一 シス テ ム機 能 の一 石 マ イ ク ロ コン ピ ュー タ を一 万 個 発 注

した と しよ う。 その と きの ソ フ トウ ェ ア搭 載 費 用 は,1個 あ た り数 円 に しか つ か

ない 。現 在,家 電 製 品 に続 々 と して マ イ ク ロ コン ピ ュータが 搭 載 され,さ らに は,

ポケ ッ ト ・ゲ ー ム機 器 や電 子 制御 模 型 自動 車 な どの お もち ゃに ま で,マ イ ク ロ コ
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ン ピュー タが 大 量 消 費 され る よ うに な ったの は,こ の よ うな 理 由 に よ る。

と ころ で,そ の 一 石 マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タに搭 載 す る ソフ トウ ェアは,発 注 者

側 の 開 発 分担 と な る。 つ ま り,発 注 者 の シス テ ム仕 様 に応 じて,そ れ を具体 化 す

る ソ フ トウ ェア機 能 を準 備 しな け れ ば な らな い わ けで あ る。

この よ うな ソフ トウ ェアは,そ の一 石 マイ ク ロ コ ン ピ ュー タ を家電 製 品 な り玩

具 に応 用 す る家 電 メ ー カや 玩 具 メ ー カに よ って用 意 され る。'多 くは 自社 開発 に よ

る もの で あ るが,そ れ らの 企 業 群 の 過 去 に お け る情 報 処 理 関係 の技 術 蓄積 を考 慮

す る と,必 ず し も容 易 な もの で ない こ とは,だ れ に で も推 察 で きる と こ ろで あ る。

そ う した難 点 を解 決 す る もの とし て,急 速 に ク ロー ズ ア ップ され て きた の が ソ

フ トウ ェア ・ハ ウス や シ ス テ ム ・ハ ウスの 存 在 で あ る。 つ ま り一 石 マ イ ク ロ コ ン

ピ ュー タの応 用 に あ た っての 知 識 生 産 力 提 供 者 と しての シ ス テム ・ハ ウス,ソ フ

トウ ェア ・ハ ウスの 企 業 的存 在 が 重 要 な意 味 を帯 び て く るの で あ る。 その 点 で,

シ ス テ ム ・ハ ウス,ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウスが,マ イ ク ロ コ ン ピュー タ時 代 の 知 識

集 約 化 中 枢 と して評 価 で き るの で あ る。

よ
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1.2経 営 上 の諸 問 題

マ イ ク ロ コ ンピ ュー タ産 業 の なか に あ って ,マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ応 用 シス テ

ムの 開 発 に 高 い技 術 力 を バ ックに特 異 な企 業 活動 を展 開 して い る シス テ ム ハ ウス

の 活躍 が ク ロー ズ ア ッ プされ て い る。

マ イク ロ コ ン ピ ュー タの 出現 とほ ぼ時 を同 じ く して 誕生 した と言 わ れ る シス テ

ムハ ウスは,社 歴 も浅 く ,経 営 基 盤 も確 固 た る もの とは い えず,そ の経 営 上 に は

諸 々の 問 題 をは らん で い るのが 偽 らざ る と ころで あ ろ う。

そ こで本 項 で は シス テ ム ハ ウスの抱 え る経 営 上 の諸 問 題 に つ い て,以 下 順 を追

って考 察 を試 み る 。

1.2.1シ ス テム ハ ウス業 の 立 地 条件

企 業 の成 功 の 最 も重要 な条 件 の 一 つ に立 地 条 件 に恵 まれ て い るか が 挙 げ られ る。

立地 条件 が 良 い とか悪 い とか は,今 日社 会環 境 の変 動 の激 しさ を考 えれ ば ,そ

れ を判 定 す る こ とは難 しいが,こ こでは シス テ ムハ ウスが 業 と して成 長 して い く

た め に支 え とな る条 件 に つい て述 べ てみ た い。

現 在 我 が 国 に は大 小 さ ま ざ ま な シス テ ム ハ ウスが 存 在 して い るが,小 屋 が け産

業(コ テ ー ジイ ンダ ス トリー)と か,ガ レー ジ産 業 といわ れ る個 人 企 業 レベ ルの

シス テ ムハ ウスで さ え も,立 派 に経 営 を維 持 し ,成 長 の 可能 性 を十分 も ってい る

とみ られ る と ころ も少 な く ない 。

シ ス テ ム ハ ウ スが 大 小 に か か わ らず,立 派 に ビ ィジ ネス を展 開 で き る理 由 と し

て以 下の 事 柄 が 指 摘 で きよ う。

(1)ス モ ール セ フテ ィーの 考 え方 の認 識

② 社 会 に お け る価 値 観 の 多様 化

(3)産 業 社 会 の知 識 集 約 化 に よ る変 化

(4)技 術 の 高度 化 に よ る回帰 的 な技 術 転 位

(5)高 齢 化 社 会 での 雇用 問題

(1)ス モ ー ル セ フテ ィーの考 え方 の認 識

高 度成 長経 済 下 に あ って は,'消 費 は美 徳"の ス ロー ガ ンが 息 づ い てお り,
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経 済 規 模 の 拡 大 に 追 い つ くた め,企 業 は設 備投 資,人 員 の増 員 を絶 えず 行 ない,

"大 きい ことはよい ことだ"と い う考 えに立
って ス ケ ー ル メ リ ッ トを追 求 で きた。

貿 易 立 国 で あ る我 が 国 は 良質 の 資 源 を広 く海 外 か ら輸 入 し,加 工 して海 外 に輸

出 す るパ タ ー ンを新 鋭 の 設 備 と"優 秀"な 労 働 力 に よ って増 幅 し,メ イ ドイ ン

ジ ャパ ンの 製 品 を世 界 中 に あ ふれ さす よ う1とな った 。 日本 が 世界 中 か らエ コ ノ

ミック アニ マル とひ ん し ゅくを買 ったの も高度 成 長 経 済 下 の 日本 に あ って は む

しろ誇 りと受 け とめ る企 業 人 は多 か った。 ドル シ 。 ック,オ イ ル シ ・ ック,資

源 ナ シ ョナ リズ ム,発 展 途 上国 の 急 迫,公 害 問 題,円 だか は,高 度 成 長 経 済 に

ス トップをか け,構 造 不 況 とい う新 語 を生 み 出 し,企 業 の拡 大戦 略 に 終 止 符 が

打 たれ た。 一 部 上場 の 大 企業 の 倒 産 な ど もあ って ス モ ー ル セ フテ ィーの 考 え方

が認 識 され た 。

企業 は 肥 大 化 した 部 門 を減 量 経 営 とい う名 目 で縮 少 し,"ぜ い 肉"を 落 と し

身軽 に な る こ とで生 き残 りをは か らね ば な らな い程,高 成 長 か ら低 成 長 へ の切

り換 え は 企業 に と って厳 しい もの で あ った 。 これ は企 業 に リス ク分 散 とい う知

恵 が あ る こ と を思 い知 らせ る こ とな り,な に か らなに ま で 自社 でや らね ば 気 が

す ま ない とい う考 え方 をあ らた め るこ とに つ な が ってい る。

この よ うな ス モ ー ル セ フテ ィーの 認 識 が 高 ま った情 勢 下 に お い て,シ ス テ ム

ハ ウスは,企 業 の新 製 品 開発 の た めの 社 外 ス タ ッフ的存 在 と して その 意義 が理

解 され るよ うに な った 。 ス モ ー ル セ フテ ィーの 考 え方 は"寄 らば大 樹 の 陰"と

い う雇用 意 識 も揺 るが す こ とに な り,ひ い ては技 術 者 の ス ピ ンオ フを招 き.,ス

ピ ン オ フ した技 術 者 は シス テ ム ハ ウス な どの技 術 者集 団 的 企 業 を設 立 して独 立

す る トリガ ー に な って い る 。

② 社 会 に お け る価値 観 の 多 様 化

社 会 に お け る価 値 観 が 多様 化 す る こ と に よ って,企 業 は 次 々 と新 製 品 を 市場

に 送 りだ さね ば な らな く な った 。 この こ とは それ だ け 製 品の 市 場 での ライ フ サ

イ クル を短 縮 す る もの で,企 業 は 新 製 品 の 開発 は で き る だけ短 期 間 で や らざ る

を得 な い こと を物 語 る もの で あ る。従 来,企 業 は オ ー トメー シ ョンの推 進 に よ
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って省 力 化 を は か り,生 産 性 の 向 上 を(1)標 準 化(Standardization),(2)単 純

化(Simplification),(3)専 門 化(Specialization)の い わ ゆ る"3S"に

よ って実 現 しよ う と し,そ れ に よ って画 一 的 な 製 品 を造 り,コ ス トを引 き下 げ

る こ とに よ って市 場 での優位 性 を維 持 す る とい うこ とが で きた と い え る 。 しか

し社 会 の 高 度 化 が進 ん で,消 費 者の 嗜好,趣 味,価 値 観 な どが 多様 化 した 結 果,

消 費者 の 幅広 い選 択 に耐 え る多 機 能 化 と選 択 的 機 能 を付 加 した 多様 な 製 品 ライ

ンナ ップを そろ え る こ とが 企 業 が 市 場 での 優 位 性 を保 つ 上 で必 須 条 件 と な った

とい って もよい 。 その 意 味 で,製 品 設 計 は ハ ー ドウ ェァオ リエ ン テ ッ ドな考 え

に 立 った 物財 を造 る とい う こ とで な く,効 用 を生 みだす ソ フ トウ ェア オ リエ ン

テ ッ ドな 製 品 設 計,い い か えれ ば メ ー カオ リエ ンテ ッ ドか らユ ーザ オ リエ ン テ

ッ ドな 製 品開 発 に な らざ る を得 な い こ とを指 摘 す る もの で あ る。

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タは ソ フ トロジ ックで あ り,安 価 な人 工知 能 素 子 とみ ら

れ,こ れ を応 用 す れ ば ソ フ トウ ェァ オ リエ ンテ ッ ドな製 品開 発 が で きる こ とか

ら,マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの 応用 が あ らゆ る企 業 に よ って注 目 され た こ とは至

極 く当 然 で あ る 。

研 究 開 発 あ るい は デ ザ イ ン開 発 とい う よ うな創 造 的 な知 識 や技 術 は マ ス プ ロ

が で きず,い か に大 企業 とい え ど も,い や大 企 業 であれ ば あ るほ ど,新 製 品 の

開 発 に は慣 性 が 大 きい 。 マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの アプ リケ ー シ ョ ンの 開 発 を専

業 とす る シス テ ム ハ ウスは,大 企 業 が新 製 品 を開発 す るた め に この慣 性 を減 少

す る ブ ー ス タ的 な役 割 りが認 め られ,社 会 の 多様 化 す る価 値 観 に 即 応 す る新 製

品開 発 請負 業 と して 活躍 の場 が 与 え られ た 。

㈲ 産 業 社 会 にお け る知 識 集 約 化 に よ る変 化

従 来 一 とい うよ り も現 在 で もその傾 向 は い まだ根 強 い と言 わ ね ば な らぬが

一 我 が 国 に お け る生 産 形 態 は す べ て 自社 で賄 い たい とい う願 望 が強 く
,他 か

ら購 入 すれ ば安 くて優 れ た もの が あ る場 合 で も,あ え て 自社 で な ん とか生 産 す

る とい うこ とが 多 か った 。そ の た め類 似 品 の氾 濫 を招 く結 果 に な って い る。

現 在 で は あ ま りその よ うな こ とは無 く な った よ うであ るが,一 昔 前 は 特 に 大
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企業 の 製 品 に は個 々の 部 品 に至 るま で 自社 の ブ ラ ン ド名 を入 れ,そ れ 以 外 の も

の は使 お うとす る こ とは しなか った 。 しか し海外 の 製 品 には,ユ ー ザの 目 につ

きや す い よ うな箇 所 に も堂 々 と ラィ パ ル会 社 の 製 品 を しか も ライ バ ル会 社 の名

入 り(マ ー ク)で 使 ってい る もの が 多 い 。分業 化 が徹 底 して い る左 証 であ る。

我 が 国 に お い て は,良 くい え ば企 業 の プ ライ ド,悪 くい えば 見 栄 が 先 行 し,

ラ イ バ ル会社 の製 品 を使 う く らい な ら当 り障 りの ない輸 入 品 に しろ とい う風 潮

が ない とは い え ない 。

また我 が 国 で は 大企 業 を頂 点 に系 列 化,グ ル ープ化が 徹 底 され,こ の グル ー

プが連 合 して 一 つ の企 業 体 と して 行 動 す る た め,他 の グ ルー プの 企 業 は,す べ

て ラ イ バ ル会 社 とみ な され が ちで あ る。

い ず れ の グ ルー プに も属 さな い中 立 の 企 業 で あ って も,あ る特 定 の グル ー プ

との結 びつ きが強 けれ ば,そ の 中立 の 企 業 で さ え他 の グ ル ー プは取 り引 きを避

け る とは い か ない まで も,積 極 的 な取 り引 きを行 うこ とは な い 。

この よ うに 我 が国 は決 して オ ー プ ンイ ンダ ス トリー とは い え ず,力 関 係 や そ

の 他 の理 由 で 中立 企 業 もなん らかの 形 で あ る グル ー プの 中 に系 列 化 され て行 く

こ とに な る。

企業 規 模 の 大 小 に よ って歴 然 と した上 下関 係 が 決 ま り,特 に 大企 業の 下 請 け

に 甘 ん じる中 小 企 業 の生 殺 与奪 は大 企 業 に握 られ て い る。 しか し最近 で は,繊

維 会 社 と フ ァ ッシ ョ ンデ ザ イ ナー,レ コー ド会 社 とタ レ ン ト,運 動 用 具 メ ー カ

とス ポ ー ツ選 手 な どが タ イ ア ップ し,企 業 側 に持 ち あわ せ て ない特 殊 な技 能,

技 術,ノ ウハ ウを あた か もコ ンサ ル タ ン トの よ うに企 業 に 提供 し,対 等 あ るい

は それ 以 上 の 関係 で仕 事 を協 同 で進 め る よ う なケ ース も目立 ち始 め た 。

国 際 情 勢 の 激動,特 に エ ネ ル ギ ー,資 源,発 展 途 上 国 の 追 い 上 げ,貿 易 の 不

均 衡 な どか ら招 く海 外 で の不 評 は,物 資 消 費型 の 産 業 か ら知 識集 約 型 の 産 業 に

転 換 せ ざる を得 なか った 。

知 識 集 約 化 が 物 資 消 費型 産業 に優 先 す る産業 社 会 で は,前 述 の よ うな企 業 規

模 の 大 小 に よ る ラ ンク付 け ば もは や 通用 せ ず,企 画 力,技 術 力,開 発 力 な どの
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知 的 パ ワーが もの を い う時 代 で あ り,閉 鎖 的 な企 業 体質 で はつ い て行 け る はず

の ない もの で あ る。

先 見 性 の あ る企 業 は 過 去 の専 制 的生 産 形 態 か ら一 早 く脱皮 し,自 社 製 品 と競

合 す る もの で も良 い もの は た とえ ラ イバ ル会 社 の もの で も購 入 し,必 要 な らば

そ の分 野 か ら戦 略 的 に撤 退 をは か り,未 開 で有 望 な マー ケ ッ トを セ グ メ ン トし

シ ェア率 を高 め よ うと努 力 して い る。

この よ うな知 識 集 約 化 が急 が れ る機 運 の盛 り上 が りは,い や応 な しに,従 来

の 大 企業 の 行動 パ タ ー ンを変 化 させ よ う として い る。

シス テ ム ハ ウス は企業 規 模 は微 少 で も,特 殊 な技 術 を修 得 した技 術 者集 団 型

の 企 業 と して,あ る意 味 で は,こ の 大企 業 の 行動 パ ター ンの 変 化 に 乗 った もの

で あ り・見方 を変 えれ ば,知 識 集 約 化 の先 兵 と して その存 立 意 義(レ ー ゾ ンデ

トー ル)が 認 め られ つ つ あ る よ うに思 われ る 。 なぜ な らば,知 識 集 約 産業 では

頭 脳 労 働 が 主 た る業 務 で あ り,頭 脳 集 団 を構成 す る要 員 が 不 足 して い る こ とか

ら,そ れ を外 に 求 め ざ るを得 な い こ とに その理 由の 一 つが あ る。

(4)技 術 の 高度 化 に よ る回帰 的 な技 術 転位

人類 は 昔 か ら鳥 の よ うに 自由 に空 を飛 ん でみ たい とい う願 望 が あ った 。 イ タ

リア ル ネ ッサ ンスの 代表 的美 術 家,科 学 者,技 術 家 であ った レオ ナ ル ド ・ダ ・

ビ ィ ンチ の ス ケ ッチ に あ る飛 行 体 の 構 想 は,鳥 に な って空 を はば た い てみ たい

とい う願 望 そ の もの の よ うに思 わ れ る。

ア メ リカの 飛 行機 製 作 者 で あ る ラ イ ト兄弟 は1903年 世 界 最 初 の動 力飛 行 に

成 功 した 。以 来,飛 行 機 は プ ロペ ラ式 か ら ジ ェ ッ ト化 され,人 間 が 鳥 の よ うに

空 を 自由 に飛 ん で み た い とい う願 望 をは るか に越 えた 交 通 の 輸 送 手 段 あ るい は

兵 器 と して究 極 化 して い る。

ダ ・ビ ィンチの 考 え た飛 行 体 と一 見 して あ ま り変 哲 の な い ハ ン グ ラ イ ダ ー

が,飛 行機 の 究 極 に近 い と い うまで に 発達 し,ロ ケ ッ トが 人間 を月 に送 り込 む

よ うに な って,や っ とお 目見 え し人 間 の 夢 をか な え る とい う この よ うな ケ ース

は技 術 の 発達 の 過程 で よ くみ られ る こ と であ る。
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技 術 は先 へ 先 へ と発 達 して行 く もの で あ るが,必 ず し も古 い ア ィデ ァを全 面

的 に切 り捨 て る もの で は な い。 古 い ア ィデ ァが新 しい技 術 に よ って蘇 る現 象 を

技 術 の 回帰 現 象 と筆 者 は み て い る。

コン ピ ュー タ技 術 が 発 達 し,コ ン ピ ュー タが 次第 に大型 化 して 行 く流 れ の な

か に,論 理 素子,特 に半 導 体 技 術 の発 達 はLSIに 到 達 し,コ ン ピ ュー タ その

もの の チ ップ化 を実 現 した 。

チ ップ化 され た コ ン ピ ュー タは あ た か も部 品 の 如 くみ な され るよ うに な り,

従 来 コ ン ピ ュー タ とは 縁 もゆ か り もな さそ うに み えた製 品 に さえ応用 され る よ

うに な った こ とは,す で に 周知 の とお りで あ る。

コ ン ピ ュー タ技 術,半 導 体 技 術 の 高度 な発 展 が もた らした マ イ ク ロ コ ン ピ ュ

ー タは ,コ ン ピ ュー タ技 術 を他 の 分 野 に 回帰 させ る もの で,こ れ を マ イ ク ロ コ

ン ピ ュー タ技 術 に よ るテ ク ノ ロ ジー トラ ンス フ ァ(技 術 転 位)と い って い る。

この テ ク ノ ロ ジー トラ ン ス フ ァを行 う企業 と して,シ ス テ ム ハ ウス は最 も顕

著 な役 割 りを果 た し,今 日,そ れ が 次第 に 認 め られ るよ うに な って きて い る。

シス テ ムハ ウ スは技 術 のStateoftheartに あ るの で は な く,Stateof

theartか ら もた らされ た技 術 の 回帰,即 ちテ クノ ロ ジ ー トラ ンス フ ァを 行 え

る企業 で あ る とい え な く もない 。

(5)高 齢化 社 会 で の雇 用 問 題

戦 後 出生 率 の 低 下 と,平 均 寿 命 の伸 びに よ って 我 が 国 で は65才 以上 の 高 齢 者

が全 人 口の10.6%を80年 代 後 半 には 占 め る とい う高 齢社 会 を迎 え よ う と して い

る(表 ・1参 照)

特 に我 が 国 に は,戦 後 経 済 の 高度 成 長 を もた ら した理 由の 一 つ と して挙 げ ら

れ る終 身 雇 用 制 度,年 功 序列 の慣 わ しが あ り,こ れ が 高 齢 化 社 会 を迎 え よ う と

してい る今 日,か つ て の よ うに経 済 成 長 の プ ラス要 因 と して働 くか ど うか,は

な は だ疑 問 で あ り,む しろ危 惧 と さえ な ろ う と して い る。

マ イク ロコ ン ピ ュー タの よ うな一 つ の技 術 革 新 は,雇 用 機 会 を奪 う気 念 もあ

るが,終 身 雇用 制 度 の根 強 い我 が 国 で は,即 座 に不 要 の 労 働 力を,パ ー ジす る
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とい う訳 に は い か な い理 由 が あ る。

そ こで企 業 に お い て はVocationaltrainingな どを行 って,人 的 再 配 置 を

せ ざ る を得 ない こ とに な った。

単 純 に い えぱ,こ の よ うなVocationaltraining即 ち職 業 訓 練 は,シ ス テ

ム ハ ウス に対 し,企 業 に お け る新技 術 の教 育 とい う事業 機 会 を創 出す る。

加 えて,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ な どの新 しい技 術 に タ ッチ し第 一線 で活 躍 す

るの は若 い 頭脳 であ り,シ ス テ ムハ ウ スは若 い企 業 であ る こ とか ら人的 構 成 は

比較 的若 い層 で 占 め られ てい る 。社 会 の高 齢 化 が 進 む とい うこ とに よ って,若

い知 能 労 働 の価 値 評 価 が 高 ま る こ とは ご く自然 で φ り,あ えて こご で その 理 由

を述 べ る こ との必 要 の ない ほ ど,自 明の 理 で あ って,シ ス テ ム ハ ウスの若 さが

重 宝 され るゆ え ん で あ ろ う。

逆 に い え ば,今 後 シス テ ムハ ウ スを支 え る 人達 の高齢 化 が 心 配 され,シ ス テ

ムハ ウス の活 力 が 高 齢 化 に よ って衰 弱 す る こ とに な る とす れ ば また何 をか い わ

ん や で あ る。

い ずれ にせ よ,高 齢 化 が 進 む我 が 国 にお い て,シ ステ ムハ ウ スの若 さが,知

識 集 約 化 が最 大 の 課 題 で あ る我 が 国 産業 社会 に お いて,受 け 入 れ られ な い とい

う理 由 は な い 。

表 ・1高 齢 化 の 予 測

西 暦 人 口
65歳 以上

構 成 比

労働年齢
人 口

F

労働力率
老 齢 化

指 数

1975年

1990

2000

2050

112百 万 人

126

135

145

79%

106

13.9

18ユ

53百 万 人

58

61

629%

57.5

56.3

33%

53

71

93

注)1.労 働 年 齢 人 口 とは,15～64歳 の 男 子 労 働 人 口で あ る。

2.労 働 力率 とは,全 人 口に 占 め る労 働年 齢 人 口の割 合 で あ る。

3.老 齢 化指 数 とは,65歳 以 上 の 人 口の15歳 未 満 の 人口 に対 す る割 合 で あ る。

資 料)人 口問題 研 究 所,労 働 白 書
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1.2.2シ ス テ ムハ ウ スの行 動 パ ター ン

システ ム ハ ウスの 企 業 活動 を展 開 す る上 で み られ る行 動 パ タ ー ンは,も ちろん,

シス テム ハ ウス と しての 共 通 す る もの と,個 々の シス テ ムハ ウスに よ って独 特 の

もの が あ る こ とは い うま で もない 。

個 々の シス テムハ ウスの独 特 の 行動 パ タ ー ンに つ い ては,こ こで触 れ る こ とは

で きない が全 体 に共 通 す ると思 わ れ る行 動 パ ター ンの み に つい て 述べ る こ とにす

る。

一般 的 に い って企 業 の 行 動 パ ター ンは ,企 業 の経 営,即 ち企 業 の経 済行 為 に よ

って決 って くる。 経 済 行 為 は次 の よ うな四 つ の特 徴 を もつ行 為 で あ るとい わ れ て

い る 。

(D意 識 的努 力 性

② 日常 性

(3)計 量 性

(4)社 会 性

以 上4つ の点 か らシス テ ムハ ウス の行動 パ ター ンを眺 め て み よ う。

まず 意 識 的努 力 性 で は,や は りマ イク ロ コ ン ピ ュー タ との か か わ りあい に お い

て,シ ス テ ムハ ウス は他 の企 業 との違 い を顕 著 な もの に し よ う と努 力 して い る こ

とが うか が え る。確 か に シス テム ハ ウスは マ イ ク ロ コン ピ ュー タの 登 場 以 前 に,

我 が 国 にお い て も存 在 して い た が,そ の 数 は極 めて少 ない もの で あ った 。

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの普 及 に 比例 して シス テ ム ハ ウスの 数 は増 大 し,今 日で

は,関 東地 区 に約100社,近 畿 約70社,中 部 約30社,そ の 他 を入れ れ ば,全 国

に約300社 の シ ス テ ムハ ウ スが存 在 して い る とい わ れ て い る。 シ ステ ム ハ ウス と

マ イ ク ロコ ン ピ ュー タは密 接 な関 係 に あ り,シ ス テ ム ハ ウ スは 当 然 の こ となが ら

意 識 的 努 力 性 は,企 業 規 模 の小 さ さ をいか し,マ イ ク ロコ ンピ ュー タの 応 用 シス

テ ムの 開 発 を技 術 集 約研 究 開 発 型 企業 と して,一 種 の シ ス テ ム オ ル ガナ イザ 的役

割 りを果 す こ とか ら出 発 して い る。

現 在 の 低 成 長 経済 下 に お い て 企 業 が生 き る道 は,造 る製 品 の 差 別 化,細 分 化,
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あ る いは 個 性 化 ば か りで な く,企 業 その もの が特 徴 の あ る企 業 と して 他 との 差別

を強 調 して い く努 力 が 必要 であ る。 シス テ ム ハ ウス も単 な るマ イ ク ロコ ンピ ュー

タの応 用 シ ス テ ム製 造業 だけ に と どま らず 各社 特 徴 を打 ち出 す べ く時 化 策 を構 ず

る姿 勢 が み られ る。

ソ フ トウ ェ アハ ウスが ソ フ トウ ェアの開 発 を専 業 とす るの と は違 って,シ ス テ

ム ハ ウスは,も と もと マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの 応 用 製 品 を設 計,製 作 す る こ とを

専 業 と し てお り,あ る程 度 の 製 造 設 備 を保 有 し,ハ ー ドウ ェ アの 設 計 技 術 者 を比

較 的 多 く擁 してい る こ とか ら,プ ロ トタ イ プや,量 産 品 一 もの に もよ るが,P

OS端 末程 度 の機 械 は 月産 数10台 程 度 一,を 中堅 シ ステ ム ハ ウス で は こ な して

お り,ハ ー ドウ ェアの生 産能 力 が あ る とい うこ とか らシス テ ム ハ ウ スは 多 か れ少

なか れ メー カ志 向 を して い る。最 近 で は,パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ,オ フ ィス コ

ン ヒ。ユ一 夕,POS端 末,ワ ー ドプ ロ セ ッサ,ゲ ー ム マ シ ン,血 液 分 析 装 置 な ど

の 医療 機 器 の専 門 メー カを 目指 す と ころ も目立 ち始 めた 。

メ ー カ志 向 を積 極 的 に進 め る シス テ ムハ ウスが あ る一 方,シ ス テ ム オー ガ ナ イ

ザ と して マ イク ロコ ン ピ ュー タの 応 用 技 術 を シー ドに,カ ス トマ ー の新 製 品開 発

に積 極 的 に参 加 し,カ ス トマー の ベ ンチ ャー ビ ィジネ ス化 を本 業 とす る シス テ ム

ハ ウス もあ るが,シ ス テ ムハ ウスの 意 識 的 努 力 性 に基 づ く行 動 パ ター ンは ,シ ス

テ ムハ ウスが 未来 産 業 の 一つ と して位 置 づ け され てい る認 識 か ら,卒 直 に い って

い まだ流 動 的 に展 開 され て い る とい った方 が よ か ろ う。

次 は 日常 性 を もとに した シス テ ムハ ウスの行 動 パ タ ー ンで あ るが,こ れ は 日常

の営 業 活動,生 産活 動 を ベ ー ス と して行 動 パ ター ンとみ な せ よ う。

シ ス テ ムハ ウスは,も と もと技 術 者集 団 と しての 色彩 が 濃 い こ とか ら,営 業 力

が 強 い とい うこ とが社 の 強 み で あ る,と 豪 語 で き る シス テ ム ハ ウスは 今 の と ころ

皆 無 に等 しい とい って もよ い。 シス テ ムハ ウスの 営業 は設 立 者 の 交 際 範 囲 の なか

で行 わ れ る のが 通 常 で あ り,社 長 自 らが 営 業 マ ン と して飛 び 回 らざ る を得 な い と

い うの が 大 方 の 実 情 で あ る。

シス テ ム ハ ウス に は この よ うに 設 立 者 のか つ て 自分 達 が 籍 を置 い た 会 社 の上 司
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や同 僚,そ の 会 社 の 取 り引 き先 で知 りあ った 人達 や業 界 で の知 人縁 故 を頼 りに,

仕 事 の 糸 口 を見 つ けて い るの が実 情 で あ ろ う。

シス テ ムハ ウスの創 業 時 にお け る仕 事 は,企 業 対 企業 とい うこ と よ り も人 対 人

の 関 係 で な され る とい って もよ い。

シス テ ム ハ ウス を設 立 す る人達 は,高 度 の技 術 を身 に つ け た有能 な技 術 者 で あ

るこ とが 多 く,昔 自分 達 が 所属 した会 社 で も,即 座 に そ の 人達 の抜 けた 穴 を カバ

ーす るこ とが で きな い場 合 が 多 く ,も との会 社 か ら仕 事 が 回 って くる とい う こ と

もあ るが,こ れ は 退 職 が 円 満 に行 わ れ た場 合 であ る。 有能 な 人材 が 会 社 を辞 めて

とい うよ りも飛 び だ して,も との 会社 で 身 に つ け た技 術 を使 って会 社 を設 立 す る

となれ ば,ま ず 円 満 退 社 といか ない の が普 通 で あ り,両 者 に少 なか らず"シ コ リ"

を残 してい る とい う こ とは 否 め な い。 そ こで シス テ ムハ ウ スの 設 立 者 は も との 会

社 の ユ ーザ とか,ラ イバ ル会 社 に アプ ロー チす る こ とが行 われ る。

いず れ にせ よ,シ ス テ ム ハ ウスの 営 業 は 不特 定 多 数 の ユー ザ を狙 う とい う形 態

で は な く,小 数 特 定 の ユ ーザ との 取 り引 き に な ってい る とい う こ とが で き る。

そ の理 由 と して設 立 者 の交 際 範 囲 に 加 えて,仕 事 の 性 格,生 産 能 力,地 域 性,

守 備 範 囲,系 列 化,機 密 の 保 持 な どが挙 げ られ る。

。仕 事 の 性格'

開 発 業 務 を引 き受 け,プ ロ トタ イ プが 依 頼 者側 で 量 産 化 され て も,仕 様 変 更,

モ デル チ ェン ジが 頻 繁 に発 生 し,プ ロ トタ イプ を完 成 した か らとい って も仕 事

が なか なか 収 束 しに くい。

。生 産 能 力

シス テ ム ハ ウ スの生 産 能 力 は保 有 設 備,要 員,外 注 先 な どに限 りが あ り,引

き合 いが あ って も,客 先 か らの 納期 の指 定 が シ ビアで あ る こ とが 多 く,全 部受

注 す る こ とが で き ない 。

・地 域 性

シス テ ムハ ウ ス もあ る程 度 成 長 した と こ ろは全 国 的 な ス ケ ー ルで 営 業 活 動 を

展 開 して お り,営 業 所,支 店 な ど も各地 に配 して い るが,ほ とん どの シ ス テ ム

一18一

●



ハ ウ スは その 所在 地 の近傍 の地 域 に あ る企業 を"お 得 意 さん"と してお り ,地

場 産 業 の 一 つ とみ られ る こ と もあ る。

。系 列化

特 定 の ユ ー ザ との 資 本 的 つ なが り,人 的 つ なが りに よ って,系 列 化 され 常 時

その ユ ー ザ か らの仕 事 が 入 り,他 か らの 仕 事 を受 け るに は営 業 政 策 上 まず い こ

と もあ る。

o守 備 範 囲

自社 の 得 意 とす る分 野 の仕 事 を優 先 的 に 引 き受 け,技 術 的,資 金 的 リス クが

あれ ば,や りが い の あ る仕 事 で も回避 し な けれ ば な らない 。

。機 密 の 保 守

A社 か ら依 頼 され た仕 事 がA社 の 企 業 機 密 で あれ ば,同 業 他 社 と同種 の 仕 事

を や る訳 に は い か な い 。

系 列 化 と も関 係 す るが,あ る特 定 のLSIチ ップ メー カとの 関係 が 強 けれ ば

他 のLSIメ ー カあ る いは その系 列 会社 よ り敬 遠 され る。

シ ス テ ム ハ ウスの 日常 の 活動 に は,そ れ な りに 行動 を制 約 す る要 因 が つ きま と

って い る。 特 に 研 究開 発 の性 格 を帯 び て い る新 製 品開発 の 依 頼 は必 要 以 上 と思 わ

れ る機 密 保 持 が強 い られ る場 合 も少 な くな い 。 よ って,シ ス テ ムハ ウスの 自 由 な

営業 活 動 を抑 止 す る原 因 とな って お り,シ ス テ ムハ ウスが 脱 下 請 け を は か るべ く,

メー カ志 向 を強 め る遠 因 の一 つ と もみ る こ とが で きよ う。

次 に 計 量 性 か ら眺 め る と,シ ス テ ム ハ ウ スの 行 動 パ ター ンは は っき りした もの

が つ か め な い といわ ざ る を得 ない 。

一 口 に シ ス テ ム ハ ウス とい
って も生 い立 ち,社 歴,規 模,業 務 内容,業 績,志

向 す る と こ ろ と さま ざ まで あ り,よ くい えば 未 来型 産 業 と して現 在 は その 過 渡 期

で あ り,あ るい は 暗 中模 索 の段 階 で あ る とい え よ う。

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの発 展 とと もに多 くの シス テ ムハ ウ スが輩 出 し ,特 徴 あ

る企 業 と成 るた め に それ 相 当 の 努 力 を して い るが,ベ ンチ ャー ビ ィジ ネ スに み ら

れ る よ うな,そ の 企 業 を特 徴 づ け る技 術 と い う もの が み られ ず,大 同 小 異 の もの
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が 多 い 。

シ ス テ ムハ ウス も企 業 で あれ ば,営 利 会 社 と して 利益 をあげ,年 率 何%と い う

成 長 を とげ る こ とが 必 要 で あ る こ とは い うま で もない 。 しか し特 徴 性 が 稀 薄 であ

る とい う ご とか ら競 争 も激 し く,ユ ー ザに 対 して ヘゲ モ ニー を と り,自 社 の 提示

す る価 格 で仕 事 を 請 け負 うこ とが で きず,極 端 に い えば ユー ザ の指 値(見 積 りを

値 引 き され る こ とは結 局 指値 と変 らない)を 甘 ん じて受 け る こ とに な る。

それ で もシス テム ハ ウスの ほ とん どの 企業 が 利益 を あげ,か な りの成 長率 を示

して い るの は,福 利厚 生 費,広 告 宣 伝 費 な どの営 業 コス トや間 接 部 門 の 人件 費 の

切 りつ め,そ れ に人 的 構成 が 比較 的若 年 層 であ る こ とに よ る人件 費 支 出 の低 さに

よ って カバ ー され てい る とみ るべ き もの で あ る。 シス テ ムハ ウス は もと もと減 量

経 営 な どで きな い,ぎ りぎ りの 企 業 資 源 しか もち合 わ せ て い な い軽 量 級 の カ ンパ

ニ ー で あ る とい うこ とが で き よ う。

最 後 に 社 会 性 か らみ た シス テ ム ハ ウス の行 動 パ ター ンで あ るが,マ イ ク ロ コ ン

ピ ュー タの 社 会 的 な イ ンパ ク トが 引 き金 とな って,シ ス テム ハ ウスの 存 在 が 社 会

に お いて に わ か に認 め られ るよ うに な った 。 それ には マ ス コ ミ関 係 の シス テム ハ

ウス に つ い て の頻 繁 な報 道 に もよ る とこ ろ大 な る もの が あ るが,や は りシス テ ム

ハ ウ スが,業 界 を形 成 しよ う とす る地 道 な努 力 とシ ス テム ハ ウス個 々の 企業 努 力 ,

実績 が 少 しず つ社 会 に評 価 され てい った もの と思 わ ない訳 には いか ない 。

シ ス テ ムハ ウスは新 しい 企業 集 団 で あ り,い まだ確 固 た る シス テ ム ハ ウスの業

界 は形 成 され て い ない が,東 京 に は 日本 マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ シ ス テ ム工業 会,

大阪 に は近 畿 シス テム ハ ウス協 会 が 存在 し,名 古 屋 に は中 部 シス テ ム ハ ウス セ ン

タ ーが あ り,シ ス テ ム ハ ウスの業 界 形 成 の機 運 は 高 ま ってい る。

1.2.3経 営 の組 織 化 と管 理 体 制

シス テ ムハ ウス は若 い 企業 であ り,経 営 の組 織 化 と管 理体 制 の 充 実 は シス テ ム

ハ ウスの 今 後 の成 長 の 上 に 最 も重要 な課 題 で あ ろ う。

技 術 者 集 団 の企 業 にみ られ が ちな技 術 さ え優 秀 で あれ ば とい う考 えが,企 業 を

危 機 に陥 し入 れ た ケ ー スは 実 に 多 い。
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シス テ ム ハ ウスの 経 営 者 に み られ る特徴 的 タ イ プ は,仕 事 は バ リ'バリや るが,

組織 には馴 じま な い 一匹 狼 的 な人 が 多 く,そ れ ゆ え組織 を飛 び で て独 立 す るに至

った もの と思 わ れ る。

自分 の専 門 外 の 経 理,労 務,資 材,販 売 となん で もこ なせ る器 用 さ もあ り,特

に創 業 時 に は 社 長 自 らが 一 人何 役 もの 活躍,を してい る 。 シ ステ ムハ ウス に集 ま

る技 術 者 も,多 か れ 少 なか れ 社 長 と同 様 の タ イプが 多 く,寄 らば 大樹 の陰 を否 定

し仕 事 を 自由 に や れ るか ら小 さ な企業 を選 ん だ とい う人達 が マ ジ ョ リテ ィー とな

ってい る。

創 業 時,企 業 の 規 模 が 小 さい うちは,こ の よ うな プ ロ フ ェシ 。ナ ル な技 術 集 団

の 同志 的結 束 が あ れ ば,仕 事 も大 い に は か ど り,何 事 もうま ぐ行 くが,規 模 が 大

き くな るに つ れ て,同 志 的結 束 だけ で は 限界 を迎 え,い や応 な しに遅 かれ 早 か れ

組 織 化 に着 手 し なけ れ ば な らない 。

この場 合,大 手 企 業 の組 織 の縮 少盤 の よ うな組 織 化 をは か って も巧 く行 く もの

で は ない 。

以下 に その 理 由 を示 す 。

(1)創 業 時 に お け る人的 構 成 の ア ン バ ラ ン ス即 ち技 術 者 集 団 的 企 業 体 質 が 中庸 の

とれ た組 織 化 を阻 害 して い る。

② 少 数 精 鋭 主義 を維 持 す るた め,間 接 部 門 の役 割 りを過 少 評 価 しが ちであ る。

㈲ ラ イ ン とス タ ッフ部 門 を明確 に分 離 で きず,そ の 役 割 りを明 確 化 す るこ とが

難 しい 。

(4)人 の移 動 が 他 の 企 業 に比 べ激 し く,中 途 採用 者 が 多 くな り,幹 部,管 理 者 が

育 ちに くい 。

㈲ 管理 者 とい え ど も,プ レ ー イ ン グ マネ ー ジ ャー と して 直接 業 務 の担 当 をせ ざ

るを得 ず 生 産業 務 に忙 殺 され,マ ネー ジ ャー と しての責 務 が 十 分果 せ ない。

(6)企 業 の 業 績 拡 大 が必 ず し も組織 の 拡 大 に な らず,ポ ジ シ 。 ンに制 限 が あ り,

社員 の昇 格 が難 しい 。

(7)若 年 層 に む く仕 事 の 内容 で あ るた め,高 齢 化 した社 員 に不 満 が つ の りや す い。
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(8)有 能 な人 材 ほ ど組 織 化,管 理 強 化 に反 発 す る。

(9)組 織 化 を進 めれ ば,管 理 者 層 が 増 え,い わ ゆ る頭 で っか ちな組 織 とな る。

㈹ 個 人 の業 績 評 価 が 組織 中 心 で は行 えず,能 力 主義 が正 し く評 価 で きな い 。

即 ち,シ ス テ ムハ ウスの 業 績 の 良 し悪 しは 頭 脳労 働 者 の仕 事 へ の 意 欲 に よ って

左 右 され てい るた め,い た づ らな組 織 化 は期 待 す る効 果 を もた らさ ない 。 シ ステ

ム ハ ウスの個 々の体 質 に最 もマ ッチ す るや り方 で組 織 化 をは か らな けれ ば な らな

い。

企 業 の組 織 には 次 の三 つ の 形態 が あ る とい われ る。即 ち,

(1)ラ イ ン組 織

(2)機 能 組織

(3)ラ イ ン ・ス タ ッフ組 織

であ る。

(1)の ラ イ ン組 織 は 権 限 が トップダ ウ ン式 に トップか ら直 属 の下 部 機 構 に,さ ら

に これ か ら現 場 レベ ルの 労 働 者 に降 りて行 く組 織 で一般 の 企業 に み られ る形 態 で

あ る。

大 企 業 にお いて は職 務 の細 分 化 の必 要 性 か らライ ン と専 門 ス タ ッフを 区別 し組

織 化 してい る 。 シス テ ム ハ ウスの 企 業 と して の組 織 は,仕 事 の 性 格,規 模,経 営

基盤 の浅 さや その他 の理 由 に よ って,ど ち らか とい え ば,② の 機能 本位 の組 織 が

自然 に構 成 され る とい え る。

ドラ ッカー は,そ の著 書 「断 絶 の 時 代 」の 中 で こ う述 べ て い る。知 識 労 働 者 は

彼 らの課 題 で上 役 に よ るの で は な く,知 識 に よ って,つ ま り人間 に よ るの で は な

く目的 に よ って課 され るべ き もの で あ り課 され るべ きこ とを要 求 す る。権 威 指 向

組織 では な く,業 績 指 向 組 織 を知 識 労 働 者 は必 要 とす るの だ,中 略,し たが って

知 識 は チ ー ム と して組 織 され なけ れ ば な らない,そ して その チー ム 内で課 題 に よ

って,担 当 者,時 間,分 担,期 間 な どが 決 め られ る。知 識 労 働 の組 織 構 造 は した

が って厳 密 で あ る と同時 に弾 力 的 で あ り,明 確 な権 限 を も ゲと同 時 に なお か つ 仕

事 本位 で あ り,さ らに状 況 に応 じた論 理 に従 うと同 時 に,組 織 の 要求 に応 じ る と

い う もの で な け れ ば な らな い。
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シス テ ムハ ウスが知 識 労 働 者 が 興 業 主 で あ り演 出 家 であ り主 役 で あ る企 業 であ

る以 上,ド ラ ッカーの 指 摘 の組 織 化 こそ理 想 で あ る 。

好 む と好 ま ざ る とにか か わ らず,シ ス テ ムハ ウスで は,極 論 か もしれ ない が 社

員 全 員 が ライ ンで あ りま た ス タ ッフで あ る こ とが要 求 され,自 己 の職 務,権 限 と

責 任 に応 じて機 能 的 で な けれ ば な らず,機 能 組 織 が ご く自然 に敷 かれ る もの とい

え る。

逆 に い えば シス テ ム ハ ウスの 成 長 は機 能 組 織 を,い ろい ろ問 題 は あ ろ うが,ラ

イ ン ・ス タ ッフ組 織 に い か に移 して い くか で あ る とい え な く もない 。

組 織 化 に 当 って最 大 の ポ イ ン トは企 業 の成 長 要 因 を増 大 す る こ とに あ り,シ ス

テ ム ハ ウス に と って は以 下の 点 で組 織 強 化 をは か らね ば な らな い 。

(1)研 究 開 発,技 術 レベ ルの向 上 が ス ムー スに 行 え る体質 に す る。

・計 画 的 研 修 制 度,・ 知 的 資 源 の フル活用,・ 研 究開 発 型 ス ペ シ ャ リス トの

養 成,・ 技 術 戦 略 ス タ ッフの養 成,・ 開 発体 制 の シス テ ム化,・ 重点 分 野 の戦

略 的 セ グ メ ンテ ー シ 。ンに よ る事 業 単 位 の 設 定

(2)戦 略 的 な マー ケ テ ィ ングを組 織 化 す る。

・技 術,生 産,営 業,企 画 の そ れ ぞれ の 部 門 と トップの 参 加 に よ る マ ー ケ テ

ィ ング と情 報 分 析 に よ る商 品企 画,・ マー ケ テ ィン グ情 報 の 現業 部 門 で の トラ

ン ス フ ァー,・ 販 売 提 携,業 務 提 携 に よ って共 業 化 の推 進

(3)生 産 能 力 を向 上 す る。

・コ ス トダ ウ ン技 術 の 向 上,・ 外 注 の 協 力 を強 化,・ パ ー ツその 他資 材 の標

準 化,・ 生 産 ラ イ ンの バ ラ ンス,・ 生 産 設 備 の 整 備 を充 実,そ の他

(4)ユ ー ザ サ ー ビ ィス体 制 を強 化 す る。

・製 品 の信 頼 性 の 向 上,・ サ ポ ー ト体 制 の 強 化,・ ロー コス ト,短 納 期 の努

力,・ 関 連 事 務 処 理 の合 理 化,・ 信 用 第 一 主 義 の徹 底

◎ 管 理 体 制

今 日,シ ステ ム ハ ウ スば か りで な く,あ らゆ る企 業 を と りま く環 境 は 流 動 的 で

あ り,不 確 実 で あ る とい わ れ る。
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この よ うな流 動 か つ不 確 実 な環 境 変 化 に 迅 速,し か も正確 に対 処 す るた め に企

業 は それ を構 成 す る各階 層 と ス ム ー スに対 話(ダ イ ヤ ロー グ)が で きな けれ ば な

らな い 。

新 しい産業 社 会 に即 応 で き る創 造 性 を重 ん じ,個 々の 主体 性 に基 づ く自 由闊 達

な活 動 が展 開 で き る管 理 体 制 が望 まれ よ う。

シス テム ハ ウス が企 業 を組 織 化 し管 理 体 制 を ど う敷 くべ きか とい う こ との 最 大

の 問 題 は組 織 を硬 直化 せ ず,人 材 を年 令や 過 去 の 実 績 に と らわ れ ず,適 材 適 所 の

'人 事 が で き るか ど うか に依 存 して い る とい え る
。

技 術集 約型 研 究 開 発 型 企 業 を標 倍 す る シス テ ム ハ ウスで は,往 々に して技 術 一

辺 倒 に 流 れ が ちで あ り,一 匹 狼 的 な スペ シ ャ リス トを うま く働 かせ るた めに,管

理 の 不在,あ るい は管 理 の た め の管 理 が な され る傾 向 が強 い。

技 術 屋意 識 の強 い スペ シ ャ リス トを,技 術 屋 意識 か ら脱 皮 させ,本 当の 意 味 で

の 企 業 の プ レー ン と して活 性 化 させ,シ ス テ ム ハ ウスの 企業 と して の ダ イ ナ ミズ

ムに 目覚 めた 人材 を育 成 で き る管 理 体 制 が シス テ ム ハ ウスに と って将 来 の成 長 を

期 す 上 で 最 大 の テー マで あ る とい って も過 言 では ない 。

シス テ ムハ ウス は歴 史が 浅 く,激 動 の 環 境 下 に置 か れ て お り,企 業 の組織 化 と

竺 制の巧拙が淘汰 され群 々繁栄するかの岐路になることを忘れてはなら

要 約 す れ ば,

(1)ス ペ シ ャ リス トの 要 成 とそ の処 遇 に関 す る管理

(2)現 業 部 門 と開 発 部 門 の 業 績 評 価 と管 理

(3)能 力 評価 と能 力 管理

(4)研 究 開 発 と情 報 管 理

(5)企 業 の ダ イ ナ ミズム に対 す る計 数 管 理

が,シ ス テ ムハ ウスが 企 業 と しての 必 要 な管理 項 目 と して,ま ず体 制 強 化 を はか

らね ば な らない もの とい え る♂
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1.24商 品 化技 術 と生 産 能 力

シス テ ム オ ー ガ ナ イザ ー と して さ ま ざま な ユーザ と さま ざま な 製 品 の 開発 に タ

ッチ して い る シ ス テ ム ハ ウス は,確 か に マ イ ク ロコ ンピ ュ ー タの 応 用 技 術,特 に

ソ フ トウ ェ アの 開発 力 を売 り もの に す る専 門会 社 と して,数 多 くの新 製 品 を開 発

して い る実 績 か ら,シ ス テム ハ ウス独 自で も新 製 品 を 開発 す る シ ー ドを豊 富 に持

って い る と い え る。

この よ うな実 績 を踏 ま え て,市 場 ニ ー ドを先 取 りす る製 品 を開 発 し,メ ー カへ

の道 を歩 む シ ス テ ム ハ ウス は 多 い。

既 存 の メ ー カは 自社 の既 存 製 品(A)に マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ(B)を 応 用 し,A+B

=C ,の よ うな既 存 製 品 と マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの組 み合 わせ に よ って新 製 品(C)

を開 発 す る こ とが で き る。 例 えば 家電 メー カで あれ ば ルー ム クー ラや洗 濯 機,電

子 レ ンジな どに マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タを応 用 し,新 製 品化 を して い るの が これ で

あ る 。

シ ス テム ハ ウスはAと な る既 存 の 製 品 を有 して い な いの が む しろ普 通 で あ ろ う。

それ ゆ え,シ ステ ムハ ウスの 開 発 す る製 品は既 存 メ ー カの 製 品 系 列 に 入 る もの

を ま った く避 け るか,製 品 系 列 に 入 って も既 存 メー カでは採 算 性 の 点 で製 造 しに

くい よ うな もの に的 を絞 る こ とは 当然 で あ る。

よ く言 われ る こ とであ るが,あ る大 きな物 が普 及 した場 合 に それ に付 随 で き る

製 品 を狙 う こ とが 新 製 品 開発 の 一 つ の 方 法 で あ る。例 えば 自動 車 の普 及 に よ って

カー ス テ レ オ,カ ー ク ー ラな ど,電 話 の 普 及 に よ って留 守番 電 話,オ ー トダ イ ヤ

ラー な ど,テ レ ビの普 及 に よ って テ レ ビゲ ーム,VTRな どい ろ い ろ考 え られ る。

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの 普 及 に よ って,そ れに付 随 で きる製 品 の 開 発 こ そ シス テ

ム ハ ウス に と って最 も適 してい るは ず で あ る。

その と き シス テ ム ハ ウスに と って最 も重 要 な こ とは 開発 した プ ロ トタ イ プを マ

ーケ
ッ トで 売 れ る洗練 され た 商 品 に仕 立 て る技 術 と量 産化 の た め の生 産 技 術(能

力)が 合 わ せ持 た ね ば な らない とい うこ とで あ る。

シ ス テ ム ハ ウスの現 状 を み れ ば,商 品化 技 術 は さてお い て も,生 産能 力 は あ る
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とい えず,板 金,塗 装,組 み立 て,配 線 な どの作 業 は外 注 に依 存 して い るの が実

情 で あ ろ う。

外 注 す るこ とが い け ない とい うの で は な く,製 品 を単 に製作 す る とい うこ とで

は それ で よい が,商 品 化 と プ ロダ ク シ ョンは表 裏 一体 の 密 接 な関 係 に あ り,プ ロ

ダ ク シ ョ ン技 術 を他 に 任 せ た商 品化 は あ り得 な い 。

量 産 化 の た めの 生 産 設 備 は 多 額 の投 資 が必 要 で あ り,こ れ を シ ス テ ム ハ ウ スー

社 の資 金 力 で は ど うす る こ と もで き ない 。

そ こで分 業,協 業 とい う形 態 に よ って,プ ロダ ク シ ョン は トー タル で生 産 能 力

の あ るメ ー カに移 管 す る こ とを考 え,シ ス テ ム ハ ウスは商 品 企 画力 で勝 負 す る こ

と もこれ か らの 社 会 に マ ッチす る もの と思 わ れ る。

この意 味 で シス テ ム ハ ウ スは イ ンデ ビ ジ ュァ ルの 企業 と して存 在 す る よ り も,

企 業共 同 体 の プ レー ン と しての 役 割 りを果 す よ うな方 向 もあ る こ と も忘 れ て は な

らない こ とで あ ろ う。

システ ムハ ウ ス一 社 一社 が あ らゆ る生 産 設 備 を購 入 す る こ とは,よ ほ どの こ と

で もない 限 り不 可 能 で あ る こ とか ら,環 境 試 験,信 頼 性試 験,機 械 加 工 の た めの

工作機 械 等 の設 備 を共 同 で利 用 で きる セ ンター を なに が しの方 法 で設 立 す る こ と

が で きれ ば,シ ス テム ハ ウ スの 設 備投 資 の 負 担 は半 減 され よ う。

1.25技 術 革 新 とそ の対 応

LSI技 術 の 進歩 は急 速 で あ り,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ もLSI技 術 の発 展 に

よ って 高速 化,高 業 績 化 が な され,機 能 も高度 化 し,社 会 で の イ ンパ ク トは イノ

ベ ー シ ョ ン(革 新)で は な くレ ボル ー シ ョ'ン(革 命)を もた らす といわ れ て い る。

この よ うに ます ます 高度 に発 展 し続 け るLSI技 術 をバ ックにす る マ イ ク ロ コ

ンピ ュー タの進 歩 発 展 は 長速 で あ り,シ ス テ ム ハ ウス もマ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの

関連 産業 の 一 つ として マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの 利 用技 術 の 産業 界 での トラ ンス フ

ァー とい う実 績 を も って ク ロー ズ ア ップ され た。

これ か らの技 術 は,工 業 生 産 的 な経 済 性 の 評 価 ばか りの 重 点が 置 かれ るだ け で

な く,国 家基 盤 の強 化,経 済 産業 基 盤 の 強 化,社 会 問 題 の 解 決,国 民 ニ ーズ での
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きめ細 か な対 応 を広視 角 で捕 えた もの で な くて は な らない とい わ れ る。

確 か に エ レ ク トロ ニ クス は これ か ら も技 術 革 新 の 中心 的 な役 割 りを担 うこ とは

言 を また な いが,他 の技 術 との 複 合 化,シ ス テ ム化 され た技 術 が 確 立 され る こ と

が,技 術 に 対 す る社 会 的 要 請 に答 え る上 か ら不 可 欠 で あ る 。

今 まで我 が 国 は海 外 か ら優 れ た技 術 を導 入 し,そ れ をた くみ に製 品化,"世 界

の 工 場"と してや って きた が,す でに その構 図 は飽 和 点 に達 し,以 後 は 自主 技 術

の 開発 に重 きを置 く,世 界 の研 究 所 の役 割 りを果 せ ね ば な らな くな った 。

その意 味 で脱 工 業 的 な ソ フ トテ ク ノ ロジ ーを推 進 す る研 究 開 発 型 へ と企 業 は 転

換 をせ ま られ てい る。

これ か ら(未 来)の 技 術 は前 述 の とお り,エ レ ク トロニ クス を中 心 に据 え,(1)

新 エ ネ ル ギー技 術,(2)省 資源 省 エ ネ ルギ ー技 術,(3)海 洋 開 発 を中 心 に した資 源 開

発 技 術,(4)食 料 関 連 技 術,(5)生 産 技 術 の高 度 化,(6)情 報 関連 技 術,(7)新 材 料 開 発,

(8)新輸 送,物 流 技 術,(9)交 通 技 術,⑩ 防 災,安 全 等 の セキ リテ ィー技 術,⑪ 高齢

化 対策 を重 点 に お い た ラ イ フサ イ エ ンス,⑫ 医 療,福 祉 の技 術,⑬ 住 宅,都 市環

境,ω 公害 防 止,環 境 保 全 の 技 術,な どが 挙 げ られ て い る 。

マ イク ロコ ン ピ ュー タは これ らの未 来 技 術推 進 の 重 要 な パ ー トを占 め る もの で

あ る こ とは 多 くの 調 査 機 関 が 予 測 して い る と ころで あ る。

ダ イ ヤモ ン ド社 発 行 の 最 新 ・未来 技 術 読 本(週 刊 ダ イ ヤモ ン ド別 刷)に は,種

種 の 技 術 の 重 要課 題 を図 化 した もの を載 せ てお り,下 図 は そ れ を示 した もの で あ

る。

これ に よ る と80年 代 以 降 の 電 子 情 報 産 業 は,石 油 価 格 の値 上 りな どに よ る電 力

コ ス トの ア ップな どの 経 済 的 イ ンパ ク ト,海 外 との 社 会環 境 の相 異 に よ る社 会 的

環 境,民 生電 子機 器 の 中 進 国 の 追 い 上 げ な どの国 際競 争 上 の イ ン パ ク トな ど,内

外 需 要 構 造 の 変 化 を受 け機 械 工業,プ ロセ ス工業,輸 送,交 通,医 療,福 祉,農

林,水 産,教 育 ・文 化,家 事 ・家 計 に渡 って広 く電 子 化,情 報 化 す る技 術 を開 発

推 進 して その対 策 とす る と うた ってい る。

シス テ ム ハ ウ スは マ イ ク ロコ ンピ ュー タの利 用 技 術 の専業 メ ー カ と して電 子 化,
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る

情 報 化 は い わ ばお 手 め もの とみ られ るが,電 子化,情 報 化 をは か る対象 側 の技 術

とその シ ステ ム化 に つ い て は,ど ち らか とい えぱ 専 門外 とみ な され るが,こ れ か

らは,対 象 側 の技 術 の 修 得 と シ ステ ム化 技 術 の練 磨 もプ ラ イ マ リと考 え なけ れ ば

な らない もの と言 外 に示 唆 し てい る,と 受 け取 る必 要 が あ ろ う。

LSI技 術 の進 歩 発 展 も急 激 で あ り,シ ス テ ム ハ ウスの シー ドとな る マ イ ク ロ

コ ン ピ ュー タ応 用 技 術 もそれ な りに進 歩 発 展 が 促 が され るが,シ ステ ム ハ ウスが

技 術 的 な特 化 を果 す に は,ベ ンチ ャー ビ ィジ ネス同 様,特 異 な技 術 を分 野 別 に確

立 しな けれ ば な らな い。

現 在 ほ とん どの シス テ ム ハ ウスは電 子 工業 を母 体 に発生 した もの で あ る。 即 ち

創 立 者 グル ー プ,従 業 員 の ほ とん どが エ レ ク トロ ニ クスの エ ン ジニ アで あ る と こ
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うが ほ とん どで あ る 。

これ か ら生 まれ る シス テ ムハ ウスは ,蹴 工業 建 築,化 学,'プ ラ ン ト,社 会

工学,医 学,原 子 力 な どを専 門 とす る技 術 集 団 に よ って構 成 され,特 定 の 分 野別

に時 化 専 業 した もの に な る こ と も予 想 で き よ う
。 その背 景 に は エ レ ク トロニ ク ス

が あ らゆ る分 野 に普 及 し ・ もはや,特 定 な領域 に属 す る技 術 で は な くな
って きた

こ とが指 摘 され る 。

1.3シ ス テ ムハ ウ ス に対 す る金 融

シス テ ム ハ ウスは,も と よ り ,一 般 の民 間 金融 お よび政 府 金融 機 関 の 取 引 対象

で あ り・現 に その 多 くが取 引 を行 って い る。 しか し,シ ス テ ムハ ウス は,金 融 上,

い くつ かの 問 題 を か か え て い る こ とは 否定 で きな い
。

(1)業 歴信 用 度 不 足

シス テ ム ハ ウスは,そ の 多 くが ,昭 和40年 以 降,マ イ ク ロ コン ピ ュー タの発

達 と と もに生 成 した企 業 群 で,業 歴 を実 現 す る信用 度 に お い て劣 位 に おか れ や

す い 。

(2)業 種 知 識 の 欠 如

シス テ ムハ ウ スに対 す る知 識 が 金 融機 関 に ま だ普 及 して お らず
,技 術 内容 が,

その 一般 職 員 に な じみ 難 い もの であ る 。

(3)業 界 の 予測 困難

マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの発 達 と と もに ,シ ス テ ム ハ ウスが どの よ うな レー ゾ

ノデ ー トル を持 ち,生 成 発 展 す る要 素 が あ るの か ,ま だ 目下 の と こ ろで は 予 測

困難 な もの が 多 い 。

(4)担 保 不 足

シス テ ムハ ウス は ・その 技 術 志 向 性 か ら ,不 動 産物 件 を多 く持 たず,購 入 す

る機 械,器 具 に汎 用 性 が ない た め,担 保 不足 が生 じやす い。

した が って ・その 育成 強 化 の た めに は ・国 の 強 力 な側 面 的 援 助 が 望 ま しい 。特

に政 府 金融 機 関 を先導 とす る民 間 金融 機 関 の 誘導 的役 割 が ぜ ひ と も必 要 で あ る
。



そ こで政府金融機 関の システムハ ウスに対す る対応 は,54年10月,通 産省機

械情報産業局電 子政策課 よ り,中 小企業庁計画部金融課 あて次の公文 によ って,

融資に対 す る配慮 方の依頼 が行 われた。

通 商 産 業 省

中小企業庁計画部

金融課長 殿

昭和54年10月24日

通商産業省機械情報産業局

電子政策課長

システムハ ウス業に対す る中小企業金融 公庫及 び国民金融 公庫

の融資について(依 頼)

近 年,マ イク ロ コ ンピ ュー タ を ハ ー ドウ ェアの中核 に据 え,こ れ に 自社 の有 す

る ノ ウハ ウ(ソ フ トウ ェ ア等)を 採用 し,顧 客 の要 望 に応 じた シス テ ムや シ ステ

ム製 品の 開発 ・製 造 を行 う マイ ク ロ コ ン ピ ュー タ応 用 機 器 メー カた る シス テ ム ハ

ウス業 が脚 光 を浴 び る よ うに な って きて お ります 。

同業 は,産 業 ・民 生 両分 野 の知 識 集 約 化,省 エ ネ ル ギ ー化 に 貢 献 す る と と もに ・

国 民 福 祉 に関 連 の深 い医 事 シス テ ムの 開発,マ イ コ ン組 込 み の義 手義 足 の 開発 等

に 大 き く寄 与 す るた め,そ の 育 成 振 興 は極 めて重 要 で あ ります 。

しか しな.が ら,同 業 の 多 くは,従 業 員100人 以 下,資 本 金3,000万 円 以下 の中

小企業 的 体 質 に加 え,歴 史 的浅 さ等 か ら市 中銀 行 か らの 融 資 に 強 い制 約 を受 けて

お り,資 金 調 達 に難 渋 して い る状 況 に あ りま す 。

この た め,同 シス テ ム ハ ウス業 の運 転 資 金等 に つ い て ・中 小 企 業 金 融 公 庫 及 び

国 民金 融 公 庫 か らの融 資 方 に つい て特 段 の御 配 慮 をお 願 い致 します 。
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そ して これ に基 づ き,両 機 関 は11月,そ の 本支 店 に対 し同趣 旨 の通 達 を流 した。

これ は,そ の 本 支 店 を通 じ て,更 に その 業 務 を取 り扱 う民 間 金 融 機 関 に も連 絡 が

期 待 され る もの で,シ ス テ ム ハ ウスが 金 融 界 に認 知 を うけ る第 一 歩 とな る もの で

あ る 。 これ に伴 う両 公 庫 の 貸 付 の 取 り扱 い の 内容 は 次 の とお りで あ る 。

○ 中 小 企 業 金 融 公 庫 の 一般 貸 付

(1)資 金 の使 途

設 備 資 金,長 期 運 転 資 金 い ず れ も対 象 と な り,具 体 的 に は つ ぎの よ うな場 合

に利 用 で き る。

(設 備 資 金)

・工 場,倉 庫,店 舗,事 務 所,従 業 員 社 宅 等 を新 築,増 改 築,改 装 す る場 合,

ま た は移 転 す る場 合(土 地 も対 象 に な る)。

・賃 貸 店 舗 ・事 務 所 へ 入 居 保 証 金 等 を支 払 う場 合 。

・機 械 器 具 ・車 両 等 を購 入 す る場 合 な ど。

(長 期 運 転 資金)

・生 産 や 売 上 が増 加 し,運 転 資金 が 不 足 す る場 合 。

・不 況 な どで減 産 を余 儀 な くされ た り,滞 貨 が増 加 した りす る こ とに よ って運

転 資 金 を必 要 とな る場 合 。

・長 期 借 入金 の返 済 や 設 備 関 係 支 払 手 形 の 決済 の た め に資 金 シ ョー トす る場 合。

・新 技 術 ・新 製 品の 開発 の た めに 試 験 ・研 究 費 が必 要 とな る場 合 。

・高 利債 を返 済 した り,融 通 手 形 を解 消 す るな ど財 務 面の 健 全 化 を図 るた めに

運 転 資金 が 必 要 とな る場 合 な ど。

② 融 資額

利用 で きる融 資 の最 高 額 は,直 接 貸 付 と代理 貸 付 で は 異 な り,つ ぎの よ うに

な って い る 。

(d)直 接 貸 付;1億5,000万 円 ま で(う ち運 転 資 金 は,8,000万 円 まで)。

た だ し,つ ぎの場 合 は,1億5,000万 円 を超 え て利 用 で き る。
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④ 合併,協 業 化,共 同化 また は グル ー プ化 に伴 う共 同設 備 の 取 得 資 金 等;

2億2,000万 円 まで 。

⑧ 技 術 革 新,需 要 構 造 の変 化 に伴 い業 種 ま たは 品種 の転 換 を行 うた め に必

1要 な設 備 資金
;2億2,000万 円 ま で。

◎ 公害 問題 な どに よ り工 場 を移 転 す る た め に必 要 な設備 資 本;2億2,000

万 円 まで。

⇔ 倉 庫 業,旅 館業(政 府 登 録,国 観 連 な どの ホ テル ・旅 館 の み),水 運 業

を営 む 企業 が 必要 とす る設 備 資 金;2億2,000万 円 まで 。

⑧ 簡 易 ガ ス供 給 業 を営 む企 業 が 必 要 とす る設 備 資金;2億5,000万 円 まで 。

(ロ)代 理 貸 付;設 備 ・運 転 資 金 を あわ せ て3,000万 円 ま で 。

なお,事 業 協 同組 合 な どの組 合 には,別 の 融 資金 額(最 高6億 円 まで)と

な ってい る。

(3)融 資 の利 率

年8.6%。 利息 の 支払 い は後 払 い。

(4)融 資 の期 間

(設 備 資 金)

・直接 貸 付;原 則 と して7年 以 内 だが,と くに必 要 と認 め られ る場 合 に は7～

10年 まで取 り扱 う。 また,鉱 業,水 運 業,特 定運 送 業,倉 庫 業,ガ ス供 給業

お よび旅 館 業 に つ い て は,実 情 に よ りと くに必 要 と認 め られ る場 合,最 高13

年 まで取 り扱 う。

・代理 貸 付;原 則 と して7年 以 内 。

(運 転 資 金)

・直接 貸 付;5年 以 内。

・代理 貸 付;5年 以 内。

㈲ 据 置 期 間

(設 備 資 金)

・直接 貸 付,代 理 貸 付 と も原 則 と して1年 以 内 だが,鉱 業,水 運 業,特 定 運 送
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業,倉 庫 業,ガ ス供 給 業,旅 館 業 お よ び災 害復 旧 資 金 につ い ては,必 要 に応

じ2年 まで取 り扱 う。

(運 転 資 金)

・直接 貸 付;1年 以 内 。

・代理 貸 付;6ケ 月 以 内。

(6)返 済 方法

返 済 は,据 置 期 間 の あ と,原 則 と して2ケ 月 で返 済 。

元金 は均 等 に返 済 し,利 息 は融 資 の 残 高 に応 じて減 少 す る。

(7)担 保

原 則 と して担 保 が 必 要 であ る。

担 保物 件 は,工 場 の 土地,建 物,機 械 設備 な どの 事業 用 の 資 産 が適 当 だ が,

個 人の不 動 産 な どで も差 し支 えな い 。 ま た,申 込計 画 に よ って新 た に取 得 す る

物 件 を提 供 す る こ と もで き る。

なお,担 保 の順 位 は,担 保 余 力が あれ ば,何 順 位 であ って もか まわ ない 。

(8)保 証 人

連 帯 保 証 人 が必 要 であ る。 申 込 み企 業 の社 長 な ど,経 営 上,責 任 あ る地位 の役

員 が 通例 で あ る 。そ の ほ か,信 用 確 実 な企 業 な どで もか まわ ない 。信 用 保 証 協

会 の保 証 も利用 で き る。

○ 国民 金 融 公 庫 の普 通貸 付

(1)融 資 の 対象

ほ とん どの業 種 。

② 融 資額

一 企業 あ た りの融 資額 は1
,500万 円 以 内 。 た だ し,特 定 の 設 備 資 金 に つい て

は2,000万 円 以 内 。代理 店 で 取 り扱 う分 は,500万 円 以 内 。

(3)資 金 の使 途

事業 を行 って い く上 で必 要 な資 金(設 備 資 金,運 転 資金)。

また,2,200万 円 以 内は何 口で も重 複 して利用 可 能 。
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・

中小公庫 の本 ・支店,出 張所 の電話番号

店 舗 名 電 話 店 舗 名 電 話

本 店 03(270)1261 富 山 支 店 0764(24)3441

(北 海 道 地 区) 金 沢 支 店 0762(31)4275

札 幌 支 店 011(281)5221 福 井 支 店 0776(24)0511

釧 路 出 張 所 0154(23)1481 (近 畿 地 区)

旭 川 出 張 所 0166(24)4161 大 阪 支 店 06(345)3571

函 館 出 張 所 0138(23)7175 堺 支 店 0722(22)3035

(東 北 地 区) 東 大 阪 支 店 06(787)2661

仙 台 支 店 0222(23)8141 奈 良 支 店 0742(26)6311

青 森 支 店 0177(34)2511 京 都 支 店 075(221)7825

盛 岡 支 店 0196(23)6125 大 津 支 店 0775(24)3825

秋 田 支 店 0188(32)5511 神 戸 支 店 078(321)3711

山 形 支 店 0236(41)7941 和 歌 山 支 店 0734(31)9301

福 島 支 店 0245(22)9241 (中 国 地 区)

(関 東甲信越地区) 広 島 支 店 0822(47)9151

東 京 支 店 03(343)1261 岡 山 支 店 0862(22)7666

千 住 出 張 所 03(870)2125 松 江 支 店 0852(21)0110

大 森 出 張 所 03(778)1301 鳥 取 支 店 0857(23)1641

千 葉 支 店 0472(24)5624 下 関 支 店 0832(23)2251

水 戸 支 店 0292(31)4246 (四 国 地 区)

宇 都 宮 支 店 0286(22)8931 高 松 支 店 0878(51)9141

前 橋 支 店 0272(21)6231 徳 島 支 店 0886(25)7790

浦 和 支 店 0488(29)2011 松 山 支 店 0899(43)1231

横 浜 支 店 045(201)6091 高 知 支 店 0888(75)0281

甲 府 支 店 0552(28)5790 (九 州 地 区)

新 潟 支 店 0252(28)6371 福 岡 支 店 092(781)2261

松 本 支 店 0263(33)0300 佐 賀 支 店 0952(24)7224

(中 部 ・北 陸地 区) 長 崎 支 店 0958(23)6191

名 古 屋 支 店 052(551)5181 熊 本 支 店 0963(52)9155

熱 田 出 張 所 052(682)7881 大 分 支 店 0975(32)4106

岐 阜 支 店 0582(65)3171 宮 崎 支 店 0985(24)4214

津 支 店 0592(27)0251 鹿 児 島 支 店 ρ992(23)2221

静 岡 支 店 0542(54)3631
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国民 金 融 公 庫 本 店 ・

店 舗 名 電 話 店 舗 名 電 話

本 店 03(270)1361 千 葉 支 店 0472(27)1171

札 幌 支 店 011(231)9131 館 山 支 店 04702(2)2911

札 幌 北 支 店 011(721)4221 松 戸 支 店 Q473(67)1191

北 旭 川 支 店 0166(23)5241 関 東 京 支 店 03(553)3441

函 館 支 店 0139(23)8291 新 宿 支 店 03(342)4171

海 帯 広 支 店 0155(24)3525 大 森 支 店 03(761)7551

釧 路 支 店 0154(22)8131 池 袋 支 店 03(983)2131

道 北 見 支 店 01572(4)4115 江 東 支 店 03(631)8171

室 蘭 支 店 0143(44)1731 大 手 町 支 店 03(270)1361

小 樽 支 店 0134(23)1167 千 住 支 店 03(881)6175

青 森 支 店 0177(23)2331 渋 蓉 支 店 03(464)3311

八 戸 支 店 0178(22)6274 上 野 支 店 03(835)1391

弘 前 支 店 0172(36)6303 立 川 支 店 0425(24)4191

東 盛 岡 支 店 0196(23)4376 武 蔵 野 支 店 0422(53)7551

一 関 支 店 01912(3)4157 東 横 浜 支 店 045(201)9912

仙 台 支 店 0222(22)・5171 横 浜 西 口支店 045(311)2641

秋 田 支 店 0188(32)5641 川 崎 支 店 044(211)1211

大 館 支 店 0186(42)3407 小 田 原 支 店 0465(23)3175

山 形 支 店 0236(42)1331 新 潟 支 店 0252(28)2151

酒 田 支 店 0234(22)3120 甲 長 岡 支 店 0258(36)4360

米 沢 支 店 0236(21)5711 高 田 支 店 0255(24)2340

北 福 島 支 店 0245(23)2341 長 野 支 店 0262(33)2141
信

い わ き 支 店 0246(74)7251 松 本 支 店 0263(33)7070

会津若松支店 02422(7)3120 伊 那 支 店 02657(2)5195

郡 山 支 店 0249(23)7140 越 小 諸 支 店 02672(2)2591

水 戸 支 店 0292(21)7137
1

甲 府 支 店 0552(24)5361

土 浦 支 店 0298(22)4141 富 山 支 店 0764(31)1191

関 日 立 支 店 0294(24)2451 北 高 岡 支 店 0766(25)1171

宇 都 宮 支 店 0286(34)7141 金 沢 支 店 0762(63)7191

佐 野 支 店 0283(2)3011 小 松 支 店 0761(21)9101

前 橋 支 店 0272(23)7311 陸 福 井 支 店 0776(25)0321

高 崎 支 店 0273(26)1621 武 生 支 店 0778(23)1133

浦 和 支 店 0488(22)7171 岐 阜 支 店 0582(63)2136

東 熊 谷 支 店 0485(21)2731 東 多 治 見 支 店 0572(22)6341

大 宮 支 店 0486(43)3711 海 静 岡 支 店 0542(54)4411

川 越 支 店 0492(46)3211 浜 松 支 店 0534(54)2341
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支店の電話番号

店 舗 名 電 話 店 舗 名 電 話

沼 津 支 店 0559(31)5281 浜 田 支 店08552(2)2835

名 古 屋 支 店 052(221)7247 岡 山 支 店0862(25)0011

東 熱 田 支 店 052(681)2271 中 津 山 支 店08682(2)6135

中 村 支 店 052(561)6301 倉 敷 支 店0864(25)8401

豊 橋 支 店 0532(52)3191 広 島 支 店0822(44)2231

一 宮 支 店 0586(73)3131 尾 道 支 店0848(22)6111

岡 崎 支 店 0564(24)1711 福 山 支 店0849(22)6550

海 津 支 店 0592(27)5211 山 口 支 店08392(2)3660

四 日 市 支 店 0593(52)3121 国 下 関 支 店0832(22)6225

伊 勢 支 店 0596(24)5191 徳 山 支 店0834(21)3455

大 津 支 店 0775(24)1656 岩 国 支 店0827(22)6265
1

彦 根 支 店 07492(4)0201 徳 島 支 店0886(22)7271

京 都 支 店 075(211)3231 四 高 松 支 店0878(51)0181

近 西 陣 支 店 075(462)5121 松 山 支 店0899(41)6148

舞 鶴 支 店 0773(75)2211 新 居 浜 支 店0897(33)9101

大 阪 支 店 06(538)1401 国 宇 和 島 支 店08952(2)4766

阿 倍 野 支 店 06(621)1441 高 知 支 店0888(22)3191
1

十 三 支 店 06(305)1631 福 岡 支 店092(411)9111

大 阪 南 支 店 06(244)1601 福 岡 西 支 店092(712)4381

梅 田 支 店 06(315)0301 北 九 州 支 店093(561)5081

守 口 支 店 06(993)6121 九 久 留 米 支 店0942(34)1212

東 大 阪 支 店 06(782)1321 八 幡 支 店093(641)7715

堺 支 店 0722(29)7165 佐 賀 支 店0952(22)3341
、

泉 佐 野 支 店 0724(62)1355 長 崎 支 店0958(24)3141

神 戸 支 店 078(341)4981 佐 世 保 支 店0956(22)9155

東 灘 支 店 078(812)3301 熊 本 支 店0963(53)6121

明 石 支 店 078(912)4114 八 代 支 店09653(2)5195

姫 路 支 店 0792(25)0571 大 分 支 店0975(35)0331

尾 崎 支 店 06(481)3601 別 府 支 店0977(25)1151

畿 豊 岡 支 店 07962(2)4327 州 宮 崎 支 店0985(23)3274

奈 良 支 店 0742(23)8041 延 岡 支 店0982(33)6311

和 歌 山 支 店 0734(22)3151 鹿 児 島 支 店0992(24)1241

田 辺 支 店 0739(22)6120 鹿 屋 支 店09944(2)5141

中 鳥 取 支 店 0857(22)3156

米 子 支 店 0859(34)5821

国 松 江 支 店 0852(23)2651
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その ほ か,他 の種 類 の 融 資(流 通 貸 付,安 全貸 付 な ど)と 重 複 して利用 で き

る。

(4)融 資 の期 間

運 転 資 金5年 以 内,設 備 資金7年 以 内(特 別 の 場 合,10年 以 内)。

⑤ 据 置 期 間

通 常 の 場 合,運 転 資 金6ケ 月 以 内,設 備 資 金2年 以 内,い ず れ も実 情 を考 慮

しその 範 囲 内 で適 した期 間 を決 定 す る。

(6)融 資 の 利 率

年8.6%。

(7)返 済 方 法

割 賦 払 い(月 賦,半 年 賦,年 賦 な ど),ま た は一時 払 い 。

(8)保 証 人

連 帯 保 証 人 をつ け る 。保 証 人 の 資 格 は 月収,所 有 資 産,居 住 年 数 な どに つ い

て特 定 の 制 限 は ない が,融 資 額 に応 じて相 応 の 資力 を持 つ 人 で,な るべ く借 主

と同 一 都 道 府県 内に住 む者 で あ る こ と。

(9)担 保

担 保 は,提 供 す る こ と もあ る 。 なお,担 保 が あ れ ば,連 帯 保 証 人が 不 要 の場

合 もあ る。

しか し,以 上 の措 置 は あ くま で一般 融 資 対象 であ り,さ らに金 利 な どの優 遇措

置 が 講 じ られ るこ とが 望 ま しい 。 この た め に は,シ ス テ ム ハ ウス を,

←f)特 定 機 械 情 報 産 業 振 興 臨時 措 置 法(53年7月 法律 第84号 以 下 「機 情 法 」)

に よ る振 興 対 象 業 種 と して取 上 げ る。

回 機 情 法 に よ って従 来 か ら行 われ て い る開 銀 お よ び中小 企 業 金 融 公 庫 に よ る特

別 融 資制 度 ※ にの せ る。

※ ち なみ に 中 小 企業 金 融 公庫 に よ る特 別 融 資 の 内容 は 次 の とお り。

貸 付限 度2.2億 円(内,運 転 資 金80百 万 円)

利 率6.65～7.7%(限 度 お よび対 象 に よ って変動)
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期限 設備資金10年(措 置2年)

運転資金5年(措 置1年)

この ほか担保不足 を補 うた め,(財)研 究開発型企業育成 センターに よる債務 保

証制度,各 地の信用 保証協会お よび中小企業投 資育成会社の利用へ の積極的 な側

面援助が必要 であ る。 これ ら機 関の 内容 は次の とお りであ る。

1.(財)研 究 開発型企業育成 センター

(1)名 称,発 足月 日等

① 名称 財 団法人研 究開発型企業育成 セ ンター

東京都千代田区霞 ケ関1丁 目4番4号

ニューダ イヤモ ン ドビル9階TELO3-503-3044

② 発 足月日 昭和50年7月1日

③資産縢 蕪 鷲 瓢 ㌶ 露1ん 金3億円)

(2)債 務保証の概要

① 保証対象企業

下記の㈲又は回 に該 当す る中小企業者

ω 次の④,◎,◎ に掲 げ る要 件を満 たす もの

④ 新技 術の開発 又は企業化 を企業経営 の主要 目的 としてい る者

◎ 新技術 の開発 又は企業化の実績 を有す る者

◎ 新技術 の開発 又は企業化 に必要 な技術 的能力 及び経営能 力 を有す る

者

(ロ)新 技 術の開発 又は企業化 を積極 的に行 う者で,セ ンターが特 に認 めた

もの

② 保証対象事業の要件

セ ンターが債務 保証の対象 とす る事業は現在の技術 水準 か らみて新規性

を有す る ものであ って,次 の各ω,回 のいずれかに該 当す る もの

㈲ 環境保全,社 会福祉の増 進,社 会資本の充実,資 源 エネルギごの開発
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及 び節約,省 力化 ・自動化等 に資 す ると認 め られ る機械 又は シス テムの

開発等 に関 す る もの

(ロ)前 ωに準 ず る新規製品及 び これ らに関連 す る設備,部 品材料,原 材料

等 の開発 に関す る もの

③ 保証対象資 金

研究開発 のために必要 な調査研究 費(市 場調査費を含 む),設 計 費,設

備 費,試 験費,試 作費等(一 般運転資金,量 産のための設備資金等 は含 ま

ない)。

④ 保証限度

金融機関 か らの借入金額の80%

(1社 当た り累積90百 万円,1事 業計画 当た り64百 万 円)

⑤ 担保等

セ ンターは無担 保の債務保証 を行 う(た だ し,連 帯保証 人は必要)。

囲 センターの保証の対象 とな らない残 りの20%に ついては,当 公庫 が担

保 を設定 す る。

⑥ 保証期間

原 則 として5年 以 内

⑦ 保証料

保証元本 に対 し,年2%

(こ の他,保 証対象事業が成功 した場合,別 途特約 に よ り,当 初保 証元

本の5～20%の 範 囲で,成 功報酬 を支払 うこととなる。)

2.信 用 保証協会

信用保証協会 は,中 小企業 者が信用 力 ・担保力等の不足 に よ り,銀 行等 の金

融機関 か ら貸付 けを受 け るこ とを困難 としてい る場合,そ の借入債務 を保 証す

るこ とに よ り,中 小企業者に対す る金融 が円滑 にすすめ られ ることを 目的 とし

て設立 され た法 人(信 用 保証協会法に基 づ く特殊法人で,大 蔵 大臣お よび通 商

産業大臣が監督)で ある。
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信 用 保 証 協会 は,現 在,各 部 道 府 県 に それ ぞれ1協 会 設 け られ てい るほか,

川 崎,横 浜,名 古 屋,岐 阜,大 阪 の 各市 に それ ぞれ1協 会 設 け られ てお り,全

国 で52協 会 で あ る(こ れ ら協 会 の 上 部 団 体 と して,社 団 法 人 全 国 信用 保 証 協 会

連 合 会 が あ る).協 会 の運 営 は,主 と して,信 用 保証 料 と資 産 の運 用 益 に よ っ

て行 って お り,中 小 企 業 金融 施策 の 一 翼 をに な う公共機 関 で あ るの で,国 お よ

び地 方 公 共 団体 に おい て財 政 援 助 を し,協 会 の業 務 運 営 の 円滑 化 と経 営 基盤 の

安 定 化 を図 って い る。

信用 保 証 協 会 は,中 小 企業 者 の委 託 に よ り,貸 出金 融機 関 に 対 し債 務 保 証 を

行 うほ か,こ れ に付 随 す る業 務 と して金 融相 談 等 も行 って い る。

債 務 保 証 業 務 の 内容 は,以 下 の とお り。

(1)保 証 の 対 象

保 証 の 対 象 とな る中 小企 業 者等 の範 囲 は,協 会 の 区域(都 道 府 県 単 位 の協

会 で は その 都道 府 県,市 単 位 の 協 会 で は その 市 の 区域)内 に お い て,商 業,

工業,鉱 業,運 送 業,サ ー ビス業 その他 の 事 業 を行 う中小 規模 の事 業 者 お よ

びそ の組 合等 。

ま た,中 小企 業 者等 の資 金 の 借 入れ に つい て協 会 が保 証 人 とな る金 融 機 関

は,一 般 市 中金 融 機 関 お よび政 府 系 中 小 企 業 金 融機 関(中 小 企 業 金 融 公庫,

国 民 金融 公庫,環 境 衛 生 金 融 公 庫,商 工 組 合 中 央金 庫,沖 縄 振 興 開 発 金 融 公

庫)等 で あ って,い わゆ る賃 金 業 者 は 含 まれ ない(信 用 保 証 協 会 法 第20条)。

(2)保 証 の 条 件

① 保 証 限 度;中 小 企業 者 一 人 当 りの 保 証 限 度 は5,800万 ～8,800万 円(組

合10,800万 ～12,800万 円)の 範 囲 で 協 会 ご とに定 め て い る。 なお,こ の 一

般 限 度 の ほ か,公 害 防 止 関 係 保 証 につ い て は2,000万 円(組 合4,000万 円),

近 代化 関 係 保 証 に つい て は,3,000万 円(組 合5,000万 円),倒 産 関 連 保

証,災 害 関 係 保 証,産 炭 地 域 関係 保 証 お よ び事 業 転 換 関 連 保 証 に つ い ては,

それ ぞれ,5,800万 円(組 合10,800万 円)ま で,ま た,特 定 不 況 地 域 関係

保 証 につ い ては6,000万 円(組 合11,000万 円)ま で別 枠 の 保 証 限 度 を設 け
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て保証 を行 って いる。

② 保証料;保 証料 は,一 般保証 は年1.00%か ら1.10%の 範 囲で協会 ごとに

定 めて いる。なお,こ の一般保証料率 のほか,金 額別 の低保 証料率 お よび下

請振興,地 場産業振興等の制限保証 につい ては低保 証料率 が設 け られてい

る。

③ 保証 人お よび担保;保 証 に際 しては,原 則 として保証人を要 す ることと

な ってお り,ま た,保 証 の額が高額の ときは,担 保 もあわせて徴 求す る場

合が あ る。なお250万 円 までの小額保証で あ って,一 定 の要件 を備 えた小

企業者 に対す る ものについては,無 担 保 ・無保証 人の保証 を行 ってい る。

(3)保 証の 申込み

保証 の申込み は,信 用 保証協会(支 所,出 張所 を設置 してい る協会 もある)

に対 し直接申 し込むか,貸 付 けを受 けよ うとす る金融機関 を通 じて申 し込む

かの2つ の方法があ り,利 用 者は取 引の実情 に応 じ,そ のいずれか を窓 口 と

して 「信用 保証委託 申込書 」を提 出す る。

なお,こ のほか商工会,商 工会議 所,都 道府県 または市町村 の商工担 当課

に おいて も保証の あ っせん を行 っている。

3.中 小企業投 資育成株 式会社

中小企業投 資育成 株式会社 は,中 小企業 の健全 な成長発展 を図 るた め中小企

業 に対す る投資等 の事業 を行 うことを目的 として,昭 和38年11月 に東 京,名

古屋 お よび大阪 に設立 された ものである。

す なわ ち,中 小企業 が経営基盤 を強固 に して健全 な発展 を してゆ くためには,

自己資本 の充実 が必要 であ るが,中 小企業は,大 企業 と異 な り証券 市場 を通 じ

て資本 を調達す る途が なく,ま た,あ る程 度の規模 に達 す ると資金 需要 は多額

とな り,同 族関係者 か ら資本 を調 達す ることに も限界 があ ること等 の理 由によ

り,資 本調達力が著 しく弱 い。

投 資育成株式会社は,こ うした中小企業 に資本 を供給 し,あ わせ て経営 ・技

術 上の コンサルテー シ ョンを行 うことに よ って,中 小企業 を将来株 式の公開に
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よ り独 力 で資 本 を調 達 で き る よ うに な る まで育 成 しよ う とす る もの で あ る。

なお,投 資 育 成 株 式 会 社 の昭 和54年3月 末現 在 の 資 本 金 は 東 京50億 円,名

古 屋30.45億 円,大 阪46.35億 円 とな って い る。

(1)業 務 の 内容

投 資育 成 株 式 会 社 の 事 業 内容 は,次 の とお り二

投資育成株式会社の事業一覧

1.事 業 (1)投資事業{㌶ 魏;1麟}

② コ ンサ ル テ ー シ ョ ン事業

2対 象 企 業 (1)投 資 事 業 資 本 金1億 円 以 下 の 株 式 会 社 で あ って,政

令 で指 定 す る業種(23業 種)に 属 す る もの 。

② コ ンサ ル テ ー シ ョ ン事業 投 資先 企 業 に限 る。

3昭 和54年 度

新規投 資予定

(1)東 京 中小企業投 資育成㈱35社

② 名古屋 中小企業投 資育成㈱30社

(3)大 阪 中小企業投 資育成㈱43社

計108社

② 指定業種

① 食料 品製造業,② 木材 または木製品の製造業,③ 鉄鋼業,④ 非鉄金属 製

造業,⑤ 金属 製品製造業,⑥ 機械工業,⑦ 紙 製の包装容 器の製造業,⑧ 化学

工業,⑨ 合成樹脂 の成型加工業,⑩ ゴム製品製造業,⑪ 雑貨工業 品であ って

、通商産業省 令で定 め る ものの製造業囲,⑫ 皮革 または皮革製品の製造業,⑬

窯業,⑭ 土石製品製造業,⑮ 繊維工業,⑯ 機械 す き和紙製造業,⑰ 印刷業,

⑱鉱業(石 炭鉱業 を除 く),⑲ 潤滑油製造業,⑳ 港湾運送業,⑳ 倉庫業,⑳

貨物 自動 車運送業,⑳ 建設業

囲 運動用具,文 房具,家 具(木 製の もの を除 く),洋 が さ,洋 が さ骨,シ

ガ レ ットライター,魔 法 びん,お もちゃ,か ばん(皮 革 製の ものを除 く),
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マ ッチ

(3)新 株 の引受 け

① 対象 となる企業;資 本の額が1億 円以下の株 式会社であ って,そ の業種

に属 す る中小企業 の健全 な成 長発展 を図 ることが,産 業構 造の高度化 また

は産業 の国際競争 力強化 の促進 に寄 与す ると認 め られ る(2)の指定業種 に属

す る企業 の うち,そ の基準 に合致 す る ものが選定 され る。

ω 将来,そ の株 式 を証券市場 に公開 す る意向 を有 してい ること。

回 事業 が成 長発展 す る見込みがあ ること。

内 過去2期 ない し3期(決 算期間が1年 であ るときは2期,半 年 であ る

ときは3期)に わた り配 当率年10%以 上の配 当を し,ま たは資本金 利益

率が年35%以 上 を計 上 してい ること。

⇔ 設備 の近 代化 または合理化の計画 を有 してい ること。

困 株 主には増資 に応 ず る能力が不足 してい るため,独 力 で 自己資本 を調

達 す ることが困難 と認 め られ ること。

② 除外 され る企業;次 の場合 は,新 株の引受 けは行わない。

(d)引 受 けに係 る新株 の発行後の,そ の株 式会社の資本の額 が3億 円 をこ

える乙ととなる場合。

ただ し,そ の株式会社 の自己資本の充実 を促進す るため,特 に必要 が

あ ると認 め る場合 において通商産業大臣の承認 を受 けた ときは,こ の制

限の特例が認 め られ,そ の株式会社が その株式を証券市場 に公開 で きる

まで株式 を引 き受 ける ことがで きる。

回 引 き受 けた株式の数が,そ の株式会社の発行済 み株式総数 の15%に 満

たない こととなる場合,ま たは50%を こえ ることとな る場合 。

③ 引 き受 け価格;投 資先中小企業 の配当,利 益,純 資産等 を勘案 して適 正

な評価 を行 う。

④ 株式の処分 の方法;

(イ)投 資先中小企業 の株式が証券 市場 に上場 され ることとな った場合 には,
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保有 してい る株式 を上場 に必要 な浮動株 式に当て るため放出す るか,ま

たは上場後証券市場 を通 じ処分 す る。

(ロ)投 資先 中小企業 の株 式を証券市場に公開 す る見通 しが立 たない場合 ・

または合併,系 列化等 に よ り独 力で資本調達が可能 とな るに至 った と認

め られ る場合には,そ の保有株 式 を投資先中小企業 の株 主,金 融機関,

取 引先 お よび従業 員等 に対 して処分 す る。

(4)転 換社債 の引 き受 け

① 対象 とな る企業;資 本の額が1億 円以下の株 式会社 であ って,指 定業種

に属す る もので なければ な らない ことは,新 株引 き受 けの場合 と同様で,

選定基準 も次の点 を除 き新株引 き受 けの場合 とほぼ同様 。

ω 現状か らみ て,直 ちに その新 株を引 き受 けることが困難 であ ること。

(司 その転換社債が 引 き受 け後4年 以 内に株 式に転換で きることが確実 と

見込まれ ること。

② 除外 され る企業;次 の場合 は,転 換社債の引 き受 けは行 わない。

ω 引 き受 けに係 る転換 社債のすべ てが,当 該引 き受けの ときにおいて株

式に転 換 された もの とすれば,投 資先企業 の資本の額 が,3億 円 を こえ

ることとなる場合 。

(ロ)引 き受 けに係 る転換社債の すべ てが,当 該 引 き受 けの ときにおいて株

式に転換 された もの とすれば,投 資育成株 式会社が保有す る株式の数が,

投資先企業 の発行 ずみ株 式の総数の15%に 満た ない こととなる場合,ま

たは50%を こえることとなる場合 。

③ 転換社債の 内容

ω 転換価 格:投 資先企業の配 当,利 益,純 資産等 を勘案 して適 正 な評価

を行 う。

回 転換期 間:引 受 け後4年 以内

内 償還期 限:引 受け後5年 以 内

⇔ 利 率:年9%程 度
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困 担保,ま たは保証 人は必要 に応 じ徴 収 。

⑤ コンサ ルテー ション事業

投資 育成 株式会社 は,そ の株式 または転 換社債 を保有 してい る株 式会社の

依頼 に応 じて経営 または技 術 の指導 を行 う。

(6)申 込み手続 き

最近2～3期 の決算書,会 社概要書,製 品 カタログ,そ の他参考 になる資

料 を持 参 して投 資育成株式会社に相談すればよい。なお,中 小企業金融公庫

の支店 ・出張所に投 資育成株 式会社の取 次窓 口が設け られ てい るので,遠 隔

地の中小企業 者は これ を利用 す ると便利 。

。東京中小企業投 資育成株 式会社 東京都中央 区日本橋兜 町2丁 目47番 地

製粉 会館 ビル内 電話(03)(668)1811

営業地域 新潟県,長 野県 および静 岡県以北

。名 古屋 中小企業投資育成株式会社 名古屋市中村区広小路西通2丁 目30番 地

東海 ビル 電話(052)(581)9541

営業地域 愛知県,岐 阜県,三 重県,富 山県,石 川県

o大 阪中小企業投 資育成株 式会社 大阪市北 区堂島浜1丁 目2番6号

新大 阪 ビル内 電話(06)(341)5476～9

営業地域 福井県 お よび近畿以西

他方 ・この ような企業別金融 の ほかに,シ ステムハ ウス業者の団体 に よる

組 合融 資制度 の途 も考 え られ る。 システムハ ウス団地の建設,各 種 試験機等

の共 同利 用 施 設 の 設 置,あ るい は原 材 料 の 一括 購 入 ・確 保 等 の た めの 金融 で

あ る。

しか しなが ら,こ れ らは 現 在 の よ うな業 界 の揺 藍期 に お い て は,十 分 な指

導 性 を欠 く き らいが あ り,い きお い もた れ合 いの 悪 弊 を招 く危 険 を伴 う点 は

注 意 し な けれ ば な らない 。 もち ろん,こ れ は個 別 企 業 か らの 拠 出金 に よ る共

同 施 設,研 究 設備 の購 入 まで も妨 げ る もの で は な い。
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1.4シ ス テ ムハ ウ スの 位 置 づ け と将 来展 望

1.4.1シ ス テム ハ ウ ス誕 生 の 背景

シ ステ ム ハ ウスが半 導 体 メ ー カ と応 用 機 器 メ ー カの 橋 渡 し役 的 存 在 と して

各 産業 界 に 注 目 され る よ うに な った の は,マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ応 用 市 場 の拡 大

が顕 著 とな った こ こ数年 の こ とで あ る。 い わ ゆ る シス テ ムハ ウス とい わ れ る企業

の 多 くは この 間 に 設 立 され た 。 しか し なが ら,シ ス テ ムハ ウスの誕 生 は何 時 頃 か

とみ る と,ソ フ トハ ウスの 誕生 よ り遅 れ る こ と数 年,今 か ら14・5年 前 の ミニ コ

ン発 展 期 にみ る こ とが で きる。 す なわ ち,ソ フ トウ ェアを中 心 に技 術 の蓄 積 を し

て きた企 業 が,ミ ニ コ ンの イ ンタ フ ェー ス設 計 ・製 作 を手 始 めに 徐 々に ハー ドウ

ェア技 術 を身 に つ け,ハ ー ドウ ェァ オ リエ ンテ ッ ドの シス テ ム ハ ウスに移 行 して

い った もの で,い わ ゆ る シス テ ム ハ ウスの'老 舗"と い わ れ る企 業 の 多 くは,こ

の発 生 形 態 を た ど って きた 。 次の段 階 が,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの 登場 とと もに

誕生 した シス テ ムハ ウス で,最 初 か らハ ー ドウ ェァ オ リエ ンテ ッ ドを指 向 し,逐

次 ソ フ トウ ェア技 術 を強 化 して きた グ ル ー プで,ほ とん どの シス テ ム ハ ウスが こ

の 発生 形 態 を た ど って い る 。 その 他 の グ ル ー プ と して は,商 社 的 な機 能 を中 心 と

した企 業 が,技 術 的 要 請 に対 処 す べ く,マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの 各種 技 術 を身 に

つ け,シ ス テ ム ハ ウスの 仲 間 入 りを した グ ル ー プ,技 術 が 各分 野 に拡 散(テ ク ノ

ロジ ー トラ ンス フ ァ)さ れ た こ とに よ り,新 しい技 術 と蓄 積 され た ア プ リケ ー シ

。ン ノ ウハ ウを基 盤 に既 存 の組 織 か らス ピ ンオ フした グル ー プが あ る。 い ず れ に

せ よ,1975年 以 前 は,半 導 体 メ ー カ,応 用 機 器 メ ー カの 下 請 的 色 彩 が 強 か

った こ とは,そ の 発 生 形 態 か らみ て も否 め な い事 実 で あ る。 そ の背 景 には,シ ス

テ ム ハ ウスが 資 金 力 を あ ま り必 要 とせ ず,マ イ ク ロコ ン ピ ュー タに関 す る技 術 力

を頼 りに設 立 され た こ とが あ る。

1.4.2シ ス テ ム ハ ウ ス の形 態

(1)企 業 数

システ ム ハ ウ スは,先 述 の よ うに比 較 的 に新 しい企 業 であ り,そ の数 は,明

確 な もの は ない が,専 業 で,あ る程 度 の規 模 を有 す る企 業 は 約170社,個 人 規
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模 や 他業 種 との兼 業 を入 れ る と300社 ぐ らい とい わ れて い る。

なお,シ ス テ ム ハ ウスの任 意 団 体 と して活 動 して い る 日本 マ イ ク ロ コ ンピ ュ

ー タ シ ス テ ム工業 会 の会 員 会社 が 約70社 ,1979年 末 に旗 上 げ した近 畿 シ ス テ

ム ハ ウス協会 の 会員 会 社 が50数 社 とい わ れ て い る。 その 他,名 古 屋,九 州 地 区

に も同 様 の 工業 会 づ く りの動 きが み られ,近 い将 来 に は企業 数 の 実 態 もか な り

明確 に な るで あ ろ う。

(2)組 織 構 成 上 の 形 態

様 々な 形態 が あ るが 主 流 は,既 存 の 企 業 や 研 究 機 関 か ら,マ イ ク ロコ ン ピ ュ

ー タ技 術 ま たは ア プ リケ ー シ ョン ノ ウハ ウを も って ,ス ピ ン ア ウ トした グ ル ー

プ に よ り企 業 とな った形 態 で あ り,最 近 の傾 向 と しては,既 存 の ソ フ トハ ウス

が シス テ ムハ ウ ス部門 を新 設 す るケ ー ス,構 造 不 況 業種 のEDP部 門 の 進 出,

小 規 模 の 応用 機 器 メ ー カの方 向 転 換 な どの 形 態 が 目立 って きた 。

1.4.3シ ス テ ム ハ ウス の存 在 意 義

(1)応 用 分 野 の拡 大

1971年,イ ン テ ル社 か らマ イ ク ロ コ ン ピ ュー タが発 表 され て以 来,ま だ9

年 足 らず しか経 て い ない が,そ の普 及 は 目 ざ ま しい もの が あ り,そ の 応 用 分 野

も飛 躍 的 な拡 大 が 行 わ れ てい る。

最 初 の段 階 は 計 算機 能 が 主体 で,1977年 前 半 まで は,電 卓,ECR等,事

務 器 の応 用 分 野 が 中 心 であ った 。

1977年 後 半 か らは,1チ ップ マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの 応用 が 活 発 に行 われ,

事 務 器 分 野 の拡 大 と,新 た に 制 御機 能 へ の 応用 が 図 られ,多 くの量 産 型 家 電 製

品 に組 み 込 まれ る よ うに な った 。

1978年 に入 る と,応 用 分 野 の 拡 大 も加 速 度 が つ き,電 話,通 信,医 療 等,

新 しい分 野 に も浸 透 し,高 度 の 制 御 を低 コス トで行 え る よ うに な った 。

この よ うに,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タは,LSI技 術の 進 歩 に よ る高 性能 化,

量 産 に よる低 廉 化 か ら,応 用 分 野 は益 々拡 大 の傾 向 をた ど り,そ の役 割 は,産

業 界,社 会 生 活 に お い て,益 々重 要 性 を増 して くるであ ろ う。

一47一



② 技 術 動 向

マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの 技 術 革 新,特 に ハ ー ドウ ェア面 で 驚異 的 な進 歩 を遂

げ て お り,"

⑤ 高 集積 化

⑤ 直 接 駆動 可能 な メ モ リ容 量 の増 大

⑤ 高 速 化

⑥ 入 出力 チ ャ ンネル数 増 加

⑤ 周 辺ICの 高 性能 化

① 周 辺 機 器 の 高 性能 化

な ど,機 能,性 能 ア ップ と他 方 で 低価 格 化 は 引続 き行 わ れ る。

ソ フ トウ ェアは,ハ ー ドウ ェアに比 較 して進 歩 度 合 は遅 れ ぎみ で あ るが,半

導 体 メ ー カ各 社 共,ア セ ン ブ ラ ー,コ ンパ イ ラー,デ バ ッグ ユー テ ィ リテ ィ

等,サ ポ ー ト体制 の 強化 を図 って お り,シ ステ ム ハ ウスに お い て も各種 デ バ ッ

グ ツー ルの 開 発,ア プ リケ ー シ ョ ンソ フ トノ ウハ ウの蓄 積 の成 果 が 出始 め て き

た 。

これ か らの 方 向 として は,ハ ー ド ・ソ フ ト両 面の 充 実 を背 景 に,ロ ー エ ン ド

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの普 及 の拡 大 と,16ビ ットマ イク ロコ ン ピ ュー タの ミニ

コ ン領 域 へ の 侵 食 にみ られ る よ うに 下 か ら上 へ の追 上 げ傾 向 と,両 面 で の展 開

が み られ る で あ ろ う。

1.4.4シ ス テ ムハ ウ スの役 割

(1)シ ス テ ムハ ウスの 基 本業 務

シス テ ムハ ウスは 何 らか の 形 で マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの ハ ー ドウ ェ ア,ソ フ

トウ ェアお よび応用 機 器開 発,販 売 に携 わ って い るわ け だが,そ の 基 本 業 務 と

して は,

⑤ ソ フ トウ ェ ア開 発

⑤ ハ ー ドウ ェア開 発

⑥ シ ステ ム製 造

一48一



8

⑧ シ ス テム販 売

⑤ コ ンサ ル テ ィ ン グ

① シス テ ム サ ポ ー ト

⑧ ユ ー ザ教 育

⑤ 情 報提 供

等 が あ る 。

② 業務 形 態 の 分類

シス テ ム ハ ウスの 業 務 形 態 は 多種 多様 で あ るが,大 別 す る と,

⑤ 装置 組 立 製 造 業 を 主 とす る企業 一 メー カ 指 向

⑤ シス テ ム技 術 の サ ポ ー トを主 とす る企 業 一 ユ ー ザ指 向

◎ 高度 な ソ フ ト,ハ ー ド技 術 力,ア プ リケ ー シ ョンノ ウハ ウを販 売 す る企 業

一 コ ンサ ル テ ィング指 向

⑥ 販 売 を主 とす る企 業(輸 入 品,ホ ビー,ア マ チ ュア製 品)一 商 社 指 向

とな る。

(3)シ ス テ ムハ ウ スの具 備 す る要件

マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ応 用分 野 の拡 大 に伴 い,ユ ーザ層 も拡 が り,開 発 技 術

力の 乏 しい ユ ー ザ の利 用 も多 くな り,そ の橋 渡 し役 として,シ ス テ ムハ ウ スの

役 割 は 益 々重 要 と な って きた。

この よ うな ニ ー ズの多 種 多 様 化 時 代 を迎 え るに あ た って,シ ス テ ム ハ ウスの

具 備 す る要 件 と して 以 下 の もの が あ る。

⑤ 技 術 力の 蓄 積,活 用 を図 る

・ ソフ トウ ェ ア技 術

・ハ ー ドウ ェア技 術

・ア プ リケ ー シ ョ ン ノ ウハ ウ

⑤ 技 術 ・開 発 面 の先 見性 を もつ

・技 術 動 向 の把 握

・新 技 術 の開 拓,導 入 .
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⑤ 生 産 性 の 向 上 に よ る低 コ ス ト化 を図 る1

・デ バ ッグ ツール整 備

●標 準 化 の推 進

⑧ 信用 確 保

・品 質 向 上

・納期

・資 金 面

・秘 密 保持

⑤ 融 通 性,即 応 性 を もつ

1.4.5シ ス テ ム ハ ウ ス の将 来 展 望

知 識 集 約 産業 を中核 とす る産 業 構 造 を 目指 す 我 が 国 に あ って,研 究 開 発 型 技 術

集 約 企業 の典 型 で あ る シス テム ハ ウス に対 しての推 進 役 と して の期 待 度 は 大 きい

もの が あ る。

半 導 体 メ ー カ,応 用 機 器 メ ー カの 下 請 け 的 存 在 と して ス ター トした シ ス テ

ム ハ ウス も,最 近 の 傾 向 と して,量 産 品 の 受 託 開発,製 品 開 発 を手 掛 け る企 業,

マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの 開 発 技 術 力 を バ ックに,自 社 製 品開 発 販売 を 中心 に企 業

活動 を展 開 す る メー カ指 向 の シ ステ ム ハ ウ スが 目立 って きた 。

一 方 ,半 導 体 メ ー カ と応 用 機 器 メ ー カの 研 究 開 発,あ るい は デザ イ ン開 発

とい った創 造 的 な知 識 や技 術 生 産 分 野 にお け る コンサ ル タ ン ト的 な技 術 援 助 まで

で き る シス テ ムハ ウス も現 わ れ て きた 。

70年 代 の少 種 多 量 化 時 代 か ら,多 種 少 量 化 時 代 を迎 え る とい わ れ る80年 代 に は,

応 用 分 野 の特 化,専 業 化 の傾 向 は 益 々強 くな ろ う。

この よ うな時 代に こ そ,蓄 積 され た技 術 を ベ ー スに,効 用 本位 の 製 品 の開 発 ・

販 売 とい う シス テ ム ハ ウス特 有 の マ ー ケ ッ トを形成 す る こ とに なろ う。
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第2章 シ ス テ ムハ ウ スの 現 状 分 析

2.1シ ス テ ム ハ ウ ス業 界 内部 の現 状 分 析

シス テ ム ハ ウスは老 舗 といわ れ る ところ で も社 歴 は10年 そ こ そ こ で あ り,大 半

は4～5年 程 度 で あ る 。 そ こで シス テ ム ハ ウスが 業 と して や って い くため に,相

互 間 の連 繋 に よ る協力 を互 に必 要 とす る こ とが 多 い 。

'本 章 で は
,シ ス テム ハ ウスの 個 々の企 業 活 動 で は な く,シ ス テ ム ハ ウスの 連 携

に よ って どの よ うな こ とが 具 体 的 に行 わ れ て い るか に着 目 し,以 下 これ に つ い て

述 べ る。

シス テ ム ハ ウスは 今 の と ころ確 固 た る業界 が あ る わ けで は な く,有 志 に よ って

設 立 され た 任 意 団体 が あ る程 度 で あ る 。例 えば,東 京地 区 に存 在 す る シス テ ム ハ

ウス を中 心 に 団体 活動 を して いて 日本 マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム工業 会 と,

昨 年 末 に 大 阪科 学 技 術 セ ンタ内 に設 立 され た近 畿 シ ス テム ハ ウス 協 会,名 古 屋 工

業 試 験 所 内 に あ る コ ン ピ ュー タ応 用 技 術 協 会 の中 部 シ ステ ム ハ ウ ス セ ンタ ー,九

州 産 業 技 術 連 盟 の 内に,一 応 シス テ ム ハ ウ スの 団 体 と して実 在 す るに す ぎな い。

以 下 は シス テ ム ハ ウス の業 界 団 体 とみ られ る,日 本 マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ ・シ

ス テム工 業 会,近 畿 シ ス テム ハ ウス 協 会 及 び中 部 シス テ ム ハ ウス セ ンタ ーの 紹 介

で あ る。

(1)日 本 マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム工 業 会※

日本 マ イク ロ コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム工 業 会 は昭和50年6月 に 「マ イク ロ コ

ン ピ ュー タ普 及 協 議 会 」 と して発 足 した 。現 在 の名 称 に な った の は昭和53年6

月 か らで,会 員 数68社 とな って い る 。

※ 事 務 局 東 京 都 中 央 区 新 富1-15-14

電 話(03)553-9564
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① マ イク ロ コ ン ピ ュー タ普 及 協議 会 の生 い立 ち

マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ産業 界 の な か で特 異 な企 業 活動 をす る シス テ ム ハ ウ

スは,互 に シ ノギ を削 る競 争 相 手 とな る場 合 が 多 いが,常 に排 他 的 に構 え て

い るば か りで あ る とす れ ば これ か ら発 展 させ ね ば な らな い マ イ ク ロ コ ン ピ ュ

ー タ産業 の 健 全 な発 展 は期 待 で きず ,シ ス テ ムハ ウス存立 の基 盤 も定 ま らな

い とい う認 識 の 上 に 立 った 有 志 に よ って,特 にLSIチ ップ メ ー カ との連 繋

を深 め る こ との 重 要 性 か らLSIメ ー カの 葦 助 を得 て昭和50年6月 に正 式 に

発 足 した 。

当協 議 会 は,文 字 通 りマ イ ク ロコ ンピ ュー タの 普 及 促 進 の た めに シ ステ ム

ハ ウスが 中 心 に な って設 立 され た もの で は あ るが,会 員 は シス テ ム ハ ウ スだ

けに留 ま らず,LSIメ ー カ,商 社,コ ンサ ル タ ン ト業,ソ フ トウ ェアハ ウ

ス,報 道 出版 と多 彩 とな って い るが,ア マ チ ュア ク ラブ あ る いは ホ ビー ス ト

ク ラ ブ とは明 確 に 一線 を引 き,あ くまで も産業 界 へ の 貢 献 を第 一義 とし,業

界基 盤 の 確 立 の た めの 布 石 とな るべ き活動 に徹 した 。

'マ イク ロ コ ン ピ ュ ー タ普 及 促 進 の た め には シス テ ム ハ ウスがLSIメ ー カ

とOEMメ ー カ との 橋 渡 し役 と して大 きな役 割 りを担 って い る とい うこ とを

広 く業 界 に知 ら しめ得 た こ とは,当 協 議 会 の 望外 の成 果 で あ った と思 う。

② 協議 会 か ら工 業 会 へ 改 組

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タは その 経 済 性,信 頼 性,柔 軟 性 に よ って あ らゆ る産

業 界 に急 速 に普 及 したが,そ の 反 面 業 界 全 体 の 問題 と して早 期 解 決,あ る い

は方 向 を 一 致 させ るべ き多 くの問 題 が あ る こ とが露 呈 され た 。

特 に マ イ ク ロ コン ピ ュー タ ・エー ジの 一翼 を担 うは ず の シ ス テ ムハ ウスが

建 全 に発 展 す る環 境 の整 備,加 えて助 成,育 成策,LSIメ ー カ,OEMメ

ー カ ,そ の 他関 連 業 界 との連 繋関 係 は ど うあ るべ きか な どの 問題 は,も は や,

ボ ラ ンテ ィア精 神 に支 え られ た マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ普 及 協議 会 の会 員 有 志

の 手 に余 る問 題 とな り,業 界 全 体 の問 題 を広 く討 議 し,解 決 の道 を探 れ る機

関 の 必要 性 が要 請 され るに至 った 次第 で あ る 。
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この よ うな要 請 を背 景 に,シ ス テム ハ ウス 自身 の社 会 的地 位 の 向上,マ イ

ク ロ コ ン ピ ュー タ産 業 の 発展 の な か で シス テ ム ハ ウスの 役 割,機 能 が正 し く

評 価 され る環境 づ く り,ひ い て は存 立 の基 盤 づ く りの 方 向 づ け を 行 い,い

わ ば マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ業 界 の なか に あ って,イ ンダ ス トリーの羅 針 盤 と

もな る中枢 的 な 機能 を も った組 織 の 礎 を築 くと い う構 想 の も とに マ イ ク ロ コ

ンピ ュー タ普 及 協 議 会 を昭和53年4月 に 日本 マ イ クロ コ ン ピ ュー タ ・シ ステ

ム工 業 会 へ と改 組 し,法 人格 取 得 へ の道 を歩 ん で い る。

昭和53年 度 に は 法 人 化 の実 現 の 先行 きを見 通 して,会 の名 称 を現 在 の 日本

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム工業 会 と改 称,会 の 活 動 は新 しい局 面 を迎

え る こ とに な った 。 この年 の 活 動 方針 と して 「着 実な 活 動 を バ ックボ ー ン と

して,あ らゆ る業 界 ヘ シス テ ム ハ ウ スの 役 割 をPRし て ゆ く 」とい う こ とが

提 起 され た の で あ る 。そ して この 方針 は53年 度 の集 大 成 と して 「マ イ ク ロ コ

ン ピ ュー タ ・イ ンテ グ リテ ィ ・コ ング レス'79」(略 称MIC'79,昭 和54

年2月21,22日 開 催)と して 実施 され た 。

また 工業 界 と して は(財)日 本 情 報 処 理 開 発 協 会 の マ イコン振 興 セ ン ターに

団体 加 入 し,同 セ ンタ ーの 中核 と して積 極 的 な協 力 を行 ってい る 。

一方 ,政 府 の補 助 金 関 係 で は53年 度1,400万 円 を獲 得,会 員 の(株)ソ フ ィ

ア シ ス テ ムズが 担 当 して 「シ ス テム アナ ラ イザ ー 」を開発 して い る 。

54年 度 の補 助 金 は,ア ン ドー ル シス テ ム サ ポ ー ト(株),(株)応 用 システ

ム研 究 所,国 際 デ ー タ機 器(株)が 獲 得,総 額3,500万 円 とな ってい る 。

③ 本 工 業 会 の 目的 お よび活 動 は 次 の とお りで あ る。

(イ旧 的

本 会 は会 員 相互 の 協 力 に よ り会員 各 自の マ イ クロ コ ン ピ ュー タ応 用 技 術

の 向 上 をは か る と と もに,業 界 の確 立 と発 展 に寄 与 す る こ とを 目 的 とす る。

(ロ)活動

基 本 方針:マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの業 界 ベ ー スの 活 動 を本 旨 と して ゆ く

ゆ くは マ イ クロ コ ン ピ ュー タ工 業 界 的発 展 を遂 げ る 。 その た め に単 な る研
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究 会 的 サ ー クル に落 ち 入 らず マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの 普 及 を通 じて業 界 の

確立 を め ざす 。

本 会 は,前 条 の 目的 を達 成 す るた めに 下記 の 諸 活 動 を行 う。

④ セ ミナー,シ ンポ ジ ウ ム,見 学 会,研 究 発 表 会,展 示 会 等 の開 催

◎ 技 術 資 料 の 収 集 お よび配 布

◎ 海 外 資 料 の 調 査,マ ーケ テ ィング等

◎ 技 術 コ ンサ ル テ ィン グの 授 受

㊥ マ イ ク ロ コ ンピ ュー タ応 用 シス テ ムの技 術 交流,共 同 開 発

㊦ 共 同PR,宣 伝 活 動

㊦ 機 関 紙 の 発 行,そ の他 パ ブ リケ ー シ ョン

⑦ その他 本 会 の 目的遂 行 の た めの 諸 行 事

本 工業 会 の 目的,活 動 を推 進 す るた め,幹 事 会 と,普 及促 進委 員 会,技 術

応用 委 員 会,国 際交 流 委 員 会,政 策 検 討委 員 会,標 準 化 委 員 会,経 営 問 題 委

員 会,マ ー ケ テ ィ ング委 員 会 な どの 運 営 委員 会 を設 け,会 員 の全 員 参 加 に よ

って会 が運 営 され て い る 。

② 近 幾 シス テ ム ハ ウス協 会 ※

当協 会 は 大 阪科 学 技 術 セ ンタ ーの マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タに関 す る応 用 事 業 に

関 連 して昭 和54年12月6日 に 正 式 に発 足,大 阪 を中 心 に 京都,奈 良,和 歌 山,

兵 庫 地 区に あ る シス テ ム ハ ウス約60社 が加 入す る近 畿 地 区 の シス テ ム ハ ウスの

業 界 団 体 で あ る 。

① 近 畿 シス テ ム ハ ウスの 誕 生 の 団体 とな った大 阪 科 学 技 術 セ ン ターの マ イク ロ

コ ン ピ ュー タ応用 事業 は 下記 の 経 過 をた ど って い る。

(イ)昭 和52年10月,科 学 技 術庁 よ り発 明実 施 化 設 備 補 助 金 を受 け,「 マ イコ

ン応 用 開 発 支援 機 器 」を 当 セ ン ターに設 置 し,関 西 の中 堅 ・中 小 企業 に お け

※ 事 務局 大 阪 市 西 区 靭 本 町1-8-4

大 阪 科 学 技 術 セ ンタ ー

電 話(06)443-5321
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る マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ応用 開 発 に役 立 つ 活動 を進 め て きた 。

(ロ)昭 和53年3月,当 セ ン ターの 中 堅 ・中 小 企業 委 員 会 にお い て,関 西 の中 堅

・中小 企 業 に貢 献 し ,か つ これ か らの 企業 に お け る新 しい技 術 集 約 化 の方 策

と して 「マ イ コ ン応用 開発 の た め の共 同 利用 セ ンター 」の 必 要 性 が 審 議 され

た 。

内 一方,上 記 の支援 機 器 を活用 し マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ技 術 者 育 成 セ ミナ ー

を実 施 す る と と もに,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ活用 の た めの シ ンポ ジ ウ ムや講

演 会 な どマ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの有 効 利用 に つ い て正 しい理 解 と認 識 を深 め

る普 及 活 動 を鋭 意 進 め て きた 。 その 間,数 百 人 を越 す 企業 人 が 参 加 し,マ イ

ク ロ コ ン ピ ュー タ利用 につ い て強 い ニー ズの あ る ことが 判 明 した 。

←)以 上 の よ うな マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ利用 拡 大 の機運 に 対応 し,昭 和53年11

月,当 セ ンター に 「マ イ コ ン応用 開 発 事 業 に関 す る企 画 会 議 」(上 野 幸 七委

員 長,関 西 電 力 株 式 会 社 相 談 役)を 設 け,本 事業 の あ り方 に つ い て種 々の

角 度 か ら慎 重 に審 議 を行 った 。

(ホ)昭 和54年6月,上 記 企 画 会 議 に お い て,本 事業 に関 す る検 討 結 果 が ま とま

り,こ れ を基 礎 に して以 下 の よ うな課 題 を と りあ げ,企 業 に お け る現 実 の ニ

ー ズに適 合 した実効 の あ る 「マ イコ ン応用 開 発 事 業 」の展 開 を図 る こ とに な

った 。

④ 多 くの 企 業 に と って マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ応 用 が 未知 の 分 野 だ けに,マ

イ ク ロコ ン ピ ュー タ応 用 に 関 す る正 しい理 解 と認識 を深 め る普 及広 報 活 動

の 実 施 。

◎ マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ応 用 技 術 者 の 育成 強 化 を図 るた め基 礎 知 識 の段 階

か ら実用 技 術 の習 得 まで 一貫 した組 織 的教 育訓 練体 制 の確 立 な らび に特 に

トレー ニ ング機 器等 に よ る実習 を主 体 と した特 色 の あ る要員 養 成 の早 期 実

施 。

◎ マ イク ロ コ ン ピ ュー タの応 用 開発 や有 効 利 用 に つい て 適 切 な ア ドバ イ ス

や 利用 ガ イ ドが で き る相談 ・診 断体 制 の確 立 と効果 的 な実 施 。
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◎ マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ応 用 開 発 に必 要 な技 術 は 多 分 野 に わ た り,企 業 単

独 で巾 広 い技 術 者 を充 足 す る こ とが 困 難iな た め,学 識 経験 者の 協 力 を得 て

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ実 用 化 の た めの 開 発 指導 な ど実践 的 な支 援 活動 の実

施 。

⑥ マ イ ク ロ コ ンピ ュー タ応 用 の ニ ーズ を 高 め るた め,マ イク ロ コ ンピ ュー

タに 関 す る 内外 の 開発 動 向 や具 体 的 な応 用 実 例 な らびに マ イ ク ロ コ ン ピ ュ

ー タ研 究 にた ず さわ る人 の情 報 を収 集 整 理 し適 宜 情 報 を提 供 す る と と もに
,

必 要 に応 じ経 営 者 や技 術 者 が 交流 で き る場 づ く りを行 うな ど情 報 交流 活動

の 効果 的 な 実 施 。

◎ マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ応 用 を促 進 す るた め,ア プ リケ ー シ ョン ソ フ トの

開発 な らびに 応用 開発 時 に お け る各系 統 の機 種 に も利用 可能 な支 援 機 器 を

設 置 し企業 が ソ フ ト ・ハ ー ド両面 か ら共 同利 用 が で きる体 制 の確 立 と利用

の 促 進 。

この 事業 を推 進 す る一環 と して,数 次 に わ た る シス テ ムハ ウスの役 割 りや位

置 づ け等 に つ き,討 論 が 行 わ れ た 。大 阪 通 産 局 も近 畿地 区 の 情報 産業 振 興 は マ

イ ク ロ コ ン ピ ュー タの 応用 に 先導 的 な役 割 りを担 う シス テ ム ハ ウスの動 向 に注

目 し,シ ス テ ム ハ ウスの 健 全 な 発展 を促 す た め に,シ ス テ ムハ ウスの 業 界 形成

の必 要 性 が認 識 され,近 畿 シス テ ム ハ ウス協 会 の 設 立 が 実 現 され た もの で あ る。

② 当 協 会 の 目的 お よ び事業 は 次 の とお りで あ る。

(イ)目 的

本 協 会 は,会 員 相互 の 協 力 に よ って シ ス テ ム ハ ウス各 社 の 経営,技 術 の向

上 を図 り,シ ス テ ム ハ ウス業 界 の一 層 の 発 展 を促 し,マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ

の 応用 利用 の 促 進 を通 じて近 畿地 域 産 業 の発 展 に寄 与 す る こ とを 目的 とす る。

(ロ)事 業

本 協会 は 上 記 の 目的 を達 成 す るた め,次 の事 業 を行 う。

④ マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの普 及 お よび会 員 で あ る シス テ ムハ ウス各 社 につ

い ての 広報 活 動 。
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◎ 各種 技 術 情 報,経 営 情 報 等 の 収 集 ・交 換 。

◎ 経 営,技 術 等 に 関 す る研 究 会,発 表 会,シ ンポ ジ ウム等 の実 施 。

⇔ マ イ ク ロコ ンビ。ユ一 夕の 応用 製 品,利 用 機 器 お よ び ソ フ トウ ェアの共 同

研 究 な らびに 開 発 。

㊥ シ ステ ムハ ウスの 相互 援 助 。

◎ 市 場 ニー ズ,シ ー ズの 相互 情 報 交換 。

㊦ 会報 の発 行 。

⑦ 国 お よ び地 方 公 共 団体 へ の建 議 また は要 望 。

⑨ 大 阪 科学 技 術 セ ン ター をは じめ関 連 諸 団体 との連 繋 。

⑧ その 他 本 会 の 目的 を達 成 す るた め に必 要 な事 業 。

目的 ・事業 を推 進 す るた め に本 協 会 に は,経 営 問 題委 員 会,技 術 問 題 委 員 会

が設 置 され てい る 。

(3)中 部 シ ス テ ム ハ ウス セ ン タ ー※

① 開 設 の趣 旨

近年,産 業 界 に お け る マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの応 用 範 囲 は拡 大 の 一 途 を た

ど り,あ らゆ る産 業 分 野 で利用 され,活 用 され る よ うに な った 。

今 や,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タを新 製 品,新 装 置 の開 発 をは じめ とす る技 術

開 発 や,知 識 集 約 化 の た めの 不 可 欠 な手 段 と して,積 極 的 に 活用 す る こ とが

企 業 に お け る緊 急 課 題 の 一つ に な るす う勢 であ る。

この よ うな 情 勢 に対 し,マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの利用 技 術,応 用 製 品等 の

開 発 に 先導 的 な 役割 を果 す シス テ ムハ ウ ス と して は ユ ー ザ企 業 にお け る マ イ

ク ロ コ ン ピ ュー タの効 果 的 な応 用 利 用 の 促 進 を通 じて,産 業 の 発 展 に寄 与 す

る こ とが重 要 で あ る と考 え られ る。

シス テ ム ハ ウスは 今後,我 が国 の産 業 発展 の 潤滑 油 と して重 要 な 責 務 を担

※事 務 局 愛 知 県 名 古屋 市 熱 田 区六 番 町3-24

名 古 屋 市 工業 研 究 所 内

電 話(052)661-3161(内290)
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って い るが,新 しい企 業 で あ る た め,横 断 的 な連 繋 も弱 く個 々に 存 在 し,経

営 面,技 術 面 に お い て い ろ い ろ多 くの 問 題 をか か えて い るの が 現状 で あ る。

その た め,か ね て か ら業 界 体 制 の 整 備 と強化 が要 望 され て いた が,こ の た

び,名 古屋 通 商 産 業 局 の 指導 と名 古 屋 市 工業 研 究 所 の 支 援 を得 て,中 部地 域

の シス テ ムハ ウスが 大 同団 結 を行 う こ とに よ って秩 序 あ る業 界 の 形 成 を図 り,

シス テ ム ハ ウス業 界 の 一層 の 発 展 をは か るた め,コ ン ピ ュー タ応用 技 術 協 会

に 中 部 システ ム ハ ウ ス セ ン ター を開 設 し,未 加 入 の企 業 に対 す る当 セ ン ター

加 入 へ の勧 誘 を広 く実 施 す る こ とに な った 。

当 セ ン ターは,国 及 び地 方 公 共 団 体 の 施 策 や コ ン ピ ュー タ応用 技 術 協 会 の

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ応 用 事 業 を は じめ,関 連 諸 団体,エ ン ドユ ー ザ業 界 と

密 接 に 連 繋 す る こ とに よ って充 分 所 期 の 目的 を達 成 し う る もの と確 信 す る。

② 開 設 の 経 過

コ ン ピ ュー タ応 用 技 術 協 会 の マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ応 用 事 業 に関 連 して,

昭和54年7月 の 第1回 シス テ ム ハ ウ ス部 会 を皮 切 りに数 回 に わ た り部 会 が 開

催 され,シ ス テ ムハ ウスの位 置 づ け や,各 企 業 間 の情 報 交 換等 に つ い て種 々

検 討が 行 われ た。

検 討 の 結 果,シ ス テ ム ハ ウスの 健全 な発 展 が 最 も重 要 で あ り,当 面,各 企

業 間 の 情 報 交 換 を定期 的 に行 い つ つ 協力 体 制 を整 備 してい く一 方,シ ス テ ム

ハ ウス の業 界 形 成 が 必 要 であ り,中 部地 域 の シス テ ム ハ ウスに参 加 を呼 び か

け る結 論 に達 した 。

時 あ た か も,(財)日 本 情報 処 理 開発 協 会 マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ振 興 セ ン タ

ーの 呼 び か け もあ り ,コ ン ピ ュー タ応 用 技 術 協 会 の シス テ ム ハ ウス部 会 よ り

通 商産 業 省 の 指導 に よ るマ イ ク ロコ ン ピ ュー タ会 議(11月19日)に 参 加,

当地 区 の シス テ ム ハ ウス業界 の 報告 を行 った 。

通 商産 業 省 に お い て は,情 報 産業 振 興 に関 連 して,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ

応 用 利 用 に先導 的 な役 割 を果 す シス テ ム ハ ウスの動 向 に 注 目 し,と りわ け シ

ス テ ムハ ウスの 業 界 形 成 が 重 要 な 課 題 であ る と指 摘 され て い る 。
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名 古 屋 市 工業 研 究 所 にお いて も,都 市型 産 業 の 育成 の 点 か ら,シ ス テ ム ハ

ウス業 界 の 健全 な 発展 に期 待 して お り,コ ン ピ ュータ応 用 技 術 協 会 の活 動 の

ひ とつ と して 支援 す る体 制 を整 え て い る。

以 上 の よ うな情 勢 に即応 す るた め,シ ス テ ム ハ ウス部 会 を拡 大 し,中 部 地

域 の シ ス テ ム ハ ウスが 大 同 団結 し,中 部 シ ス テ ム ハ ウス セ ン ター を コ ン ピ ュ

ー タ応 用 技 術 協 会 の 中 に 開設 す るに至 った もの であ る 。

③ 目的

本 セ ンタ ーは会 員 相 互 の 協力 に よ って シス テ ム ハ ウス各 社 の 経 営,技 術 の

向 上 を は か り,シ ス テ ムハ ウス業 界 の 一層 の 発 展 を促 し,マ イ ク ロ コ ン ピ ュ

ー タの応 用 利用 の促 進 を通 じて 中部 地 域 産 業 の 発展 に寄 与 す る こ とを 目的 と

、

す る。

④ 事 業

本 セ ンタ ーは 上記 の 目的 を達 成 す るた め,次 の事業 を行 う。

(イ)シ ス テ ムハ ウス各 社間 の 各種 技 術 情 報,経 営情報 の 交換 。

(ロ)シ ス テ ム ハ ウスの 相互 援 助 。

(ハ)マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの応 用 製 品,利 用 機 器 お よ び ソ フ トウ ェ アの 共 同

研 究 な らび に 開発 。

(二)シ ス テ ムハ ウス業 界 の広 報 活 動 お よび マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ利用 技 術 の

普 及 活 動 。

(ホ)国 お よび地 方 公共 団体 への 建 議 また は要 望 。

ト)関 東 地 域,近 畿 地 域 等 の シ ス テム ハ ウス業 界 の情 報 配布 。

(ト)ユ ーザ業 界 な らびに関 連 諸 団 体 との 連 繋 。

(チ)そ の他 本 セ ンタ ーの 目的 を達 成 す るた め に必 要 な事 業 。

2.1.1経 営 上 の協 力

現段 階 で は,シ ス テ ム ハ ウスは 社 歴 の 浅 い こ とに よ って,し か も,新 しい シス

テ ム ハ ウスの 参 入 が 続 い て い るこ とか ら,各 社 の 横 の連 繋 は余 り強 固 な もの とは

な ってい な い とい うの が 正 直 な とこ ろで あ るが,各 団体の 設 立 に参 画 した シ ス テ
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ム ハ ウス 同 士 は経 営 上 の 協 力 を積 極 的 に展 開 して い こ う とい う連 携 意 識 は 強 い も

の とな ってい る。経 営 上 の 協 力 な く して,"弱 い"シ ス テ ム ハ ウスの 行 く末 は案

じ られ る,い わば 危 機 意 識 を各 シス テ ム ハ ウスの経 営 者 は 一様 に抱 い て い る こ と

に もよ るが経 営 上 の 協 力 関係 を強 化 す る ことに よ って,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの

業 界 の な か に シ ス テム ハ ウスの 立 場,役 割 りを広 く認 識 させ,シ ス テ ム ハ ウスの

業 と して の基 盤 を盤 石 に しよ う とす る協 同 歩 調 の あ らわ れ で あ る。

日本 マ イク ロコ ン ピ ュー タ シス テ ム工 業 会,近 畿 シ ステ ム ハ ウ ス協 会 で程 度 の

差,ウ ェイ トの置 き方 に,い くぶ ん 差 もみ られ るが,経 営 上 の協 力 と して,以 下

の 事柄 を挙 げ て い る。

(1)料 金,見 積 り基 準,機 密 保 持 契 約 な ど,商 取 引 上 の基 準 を設定 す る。

(2)共 同 受 注 に よ って,お 互 い の 事業 機 会 を拡 大 す る。

(3)個 別 の 企 業 が経 験 した経 営 上 の 問 題 を ス タデ ィし,各 社 の 今後 の糧 とす る。

同 じ く,要 請が あ れ ば,経 営 問 題 に 対 す る コ ンサ ル テ ー シ ョンを実 施 す る 。

(4)PRを 共 同 で行 い,効 果 的 に シス テ ム ハ ウスの 認 識 を高 め る 。

(5)個 別 の シ ステ ム ハ ウスの 販 売 活 動 を支援 す る。

(6)経 営 モ ラルの 向 上 と,業 界 の 形 成 に 一致 協 力 し,目 指 す 方 向 を探 索 す る 。

(7)資 材 の 一括 購 入

(8)遊 休 設 備,資 材 の 融 通

な どが挙 げ られ る。細 か い 事柄 は ま だ多 々あ るが,い つ れ にせ よ,経 営 上 の 協 力

は 各 シ ス テ ム ハ ウスが 属 す る団 体 を通 じて,シ ス テ ムハ ウス相 互 間 の協 力 と シ ス

テ ム ハ ウス と外 部 との 関 係 に お い ての 協 力 の二 つが あ る こ とが わ か る。

以 上 の よ うな経 営 上の 協 力 を推 進 す るに あ た り,シ ス テ ム ハ ウスの 団体 は 経営

部 会 な どを設 け,協 力 関 係 の具 体 的方 策 な どを定 期 的 な 会 合 を開 催 して検 討 して

い るが,こ の よ うな 問題 は往 々に して建 前 は建 前,本 音 は 本 音 とな りが ちで あ り,

全 員 一致 の 結 論 を引 きだ す こ とは難 しい とい え るが,種 々様 々な 経 営 上 の 問 題 が

姐 上 に上 る だ け で も,今 後 の 協 力関 係 を推 進 して行 く上 に期 す べ き もの が あ る と

理 解 で き よ う。
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シ ス テム ハ ウス各 社 の 事 情 に よ って い ろ い ろ思 惑 が あ る と思 われ るが,小 異 を

捨 て 大同 に つ く とい う考 えが 各 シス テム ハ ウスの経 営 者の 根 底 に あ る こ とは 団体

を設 立 し協 力 しあ う点 で,あ くま で も協 力 しあ うとい う姿 勢 に それ が 如 実 に示 さ

れ て い る とい え る 。

か く して経 営 上 の 協 力 は,シ ス テ ム ハ ウス個 々の 相 互 関 係 に基 づ く協 力 よ り も,

まず 外 部 との 関係 に お い ての 経 営 協 力 に力 点 が置 かれ る こ とに な るが,団 体 活動

の 実 績 を積 み 上 げ る ま での 当座 はや む を得 な い の で は なか ろ うか 。

日本 マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ シス テ ム工 業 会 と近 畿 シ ステ ム ハ ウス 協会 か ら最 も

実 効 の あ った もの は,な ん で あ ったか 聞 き だ した と ころに よ る と前 者 で は,PR

を共 同 で行 い,効 果 的 に シス テ ムハ ウスの 認識 を高 め る とい うこ とで あ り,具 体

的 に は,業 界 紙 の シス テ ム ハ ウス特 集 号 な どで の共 同PRや,昨 年2月Micro

ComputerIntegrityCongress(MIC-79)を 同 工 業 会 主 催 で 開催 し,期 待

以 上 のPR効 果 を上 げ た こ と,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ企業 ガ イ ドブ ック を刊 行 し,

シ ステ ム ハ ウスの業 務 内容 を広 く知 ら しめ る こ とが で きた こ とで あ った と述 べ て

い る 。一方後 者 は,昨 年(79年)末 に正 式 に 団体 と して発 足 した ば か りで あ り,

その 活動 が緒 に つ い た と ころ で,い ま だ実績 とい うほ どの もの は な い とい うが,

協 会 で ユ ーザ か ら ど うい う特 徴 の あ る シス テ ムハ ウスが 会員 とな ってい るか,で

き た ら適 当 な シス テ ム ハ ウス を紹 介 して 欲 しい との 要 請 が 多 々あ り,会 員 に その

企 業 の特 徴 に マ ッチ した仕 事 を斡旋 す る必 要 か ら会 員 会 社 と ヒア リ ングを行 い企

業 台 帳 の よ うな もの を早 く整 備 したい との こ とで あ る 。

日本 マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ ・シス テ ム工業 会,近 畿 シ ス テ ムハ ウス協 会 も地 域

性 を超 越 して相 互 の協 力 を強 化 す る とい う こ とで意 見 の 一致 をみ て お り,今 後 各

地 区 に シス テ ム ハ ウスの団 体 が い くつ か発 足 す る機 運 が 高 ま って い るお り,全 国

的 な 規模 で相 互 の 協 力 を これ か らはか る こ とが 可能 とな るで あ ろ う。

相 互 の 協 力 を具 体 化 す る上 で最 も力 を入 れ る テ ー マは② の 共 同 受 注 に よ ってお

互 いの 事 業 機 会 の 拡 大 を は か る こ とで あ り,シ ス テ ムハ ウスの 特 徴 に 応 じた結 び

つ きに よ って企業 力 を補 完 し合 い,仕 事 の効 率 化,リ ス クの 分 散,技 術 的特 徴 の
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打 ち だ し,ユ ー ザへ の サ ー ビスな どを い っそ う強 化 で き るは ず で あ る。

この よ うな考 え に立 って 以下 の よ うな シス テ ム ハ ウス同 士の結 び つ きをは か る

こ とが立 案 され て い る。

(1)企 業 の特 徴,体 質 に よ る協力(縦 の 協 力)

・(R&D)に 強 い会 社 と(生 産)に 強 い会 社 の 結 びつ き

・(シ ス テ ム)に 強 い会 社 と(単 体 機 器)に 強 い 会 社 の結 びつ き

・(ハ ー ド)に 強 い会 社 と(ソ フ ト)に 強 い 会 社 の結 びつ き

・(営 業)に 強 い会 社 と(技 術)に 強 い会 社 の結 び つ き

・以 上 の結 び つ き と保 守 サ ー ビス に強 い企 業 との 協 力

② シス テ ムハ ウ ス共 同 事 業 体(J・V)と して の 協 力(横 の 協 力)

・シス テ ムに強 い会 社 で 複数 社 共 同 して 大型 シス テ ムの 開発 を行 う。

・パ ー ツ レベ ルの 標 準 化 を推 進 し,部 品資 材 の 共 同購 入,融 通 をは か り,付 加

価値 の向 上 を実 現 す る。

2,1.2情 報 交換

個 々の シス テ ム ハ ウスは 概 して,あ る特 定 分 野 の 情 報 収 集 に は,長 け て い るが,

広 い分 野 を カバ ーす る情 報 収集 は 人 的 に余 裕 が な い こ とか ら専 任 者 を置 い て これ

・に あ た らせ る と い うこ とが で きな い
。

そ こで シス テ ムハ ウスの 団体 を通 じて情 報 の 交 換 を行 い,個 々の 企業 での 情 報

収 集 力 の 不足 を カ バ ー しあ う。

交換 ・収集 す る情 報 は 下 記 が 主 で あ る。

(1)業 界 情 報

② 経営 情 報

(3)技 術 情 報

(4)海 外 情 報

(1)業 界 情報

業 界 情報 は業 界 紙 な どを通 じて も,も ち ろん得 られ るが,逆 に 業 界 紙 の シス

テ ムハ ウスや それ に関 連 す る特 集 の企 画,取 材 の 協 力 を通 じて ホ ッ トな業 界 情
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報 が収 集 され る こ と も多 い 。

シス テ ム ハ ウスの 団体 が 上 部 団体 に加 入,例 え ば,日 本 マ イ ク ロ コ ン ピ ュー

タ シス テ ム工業 会 が(財)日 本情 報 処 理 開 発 協 会 の マ イク ロコ ン ピ ュー タ振 興 セ

ンタ ー,近 畿 シ ス テ ム ハ ウ ス協 会 が 大 阪科 学技 術 セ ンタ ーに加 入 す る こ とに よ

って業 界 情 報 の 入手 を容 易 な らしめ て い る。

シス テ ムハ ウスが 関 心 を持 つ業 界 情 報 は,

①LSIメ ー カの新 製 品,フ ァ ミリーチ ップ,出 荷時 期,価 格,開 発 ス ケ ジ

ュー ル,セ カ ン ドソ ー ス等

② 部 品 メ ー カ,測 定 器 メ ー カ,入 出 力装 置 メー カの新 製 品,仕 様,価 格,納

期,入 手 経 路 等

③ 同 業 他 社 の 新 製 品,開 発 動 向,競 合 性

④OEMメ ー カの 新 製 品,開 発 動 向,タ イ ア ップ して い る シス テ ム ハ ウス

⑤ 展 示 会 の 開 催,出 展 品,出 品 会 社

⑥ セ ミナ ーの開 催,テ ー マ,調 節

⑦ 業 界 人の 去 就

⑧ 企 業 の 吸 収 ・合 併,倒 産 な どの 企業 情報

⑨ 工 業 会 な どの 他 の 団 体 の 活 動

⑩ 行 政 に よ る助 成策

な どが 挙 げ られ,シ ス テ ム ハ ウスの 企業 活動 に必 要 な情 報 を団 体 が定 期 的 に 開

く会 合 での いわ ゆ る ロ コ ミ,会 員 へ の 通信 な どに よ って伝 授 され る こ と とな る。

② 経 営 情 報

創 立 か らい ま だ日 の 浅 い,し か も経営 陣 が すべ て技術 系 の 出 身 で 固 め られ,

会 社経 営 の キ ャ リアが な い シス テ ム ハ ウスで は,会 社 の経 営 に 関 しては全 く手

探 りで あ る,と い うと ころ も少 な くな い 。

そ こで 先輩 格 の シス テ ム ハ ウスの経 営 者達 か ら企業 経 営 に つ い て の 手 ほ ど き

を受 け る こ とが よ く行 わ れ る。

これ もお互 い に志 を同 じ くす る団 体 の会 員 で気 心 を知 りあ え た間 柄 か らで あ
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り,同 じ悩 み を持 った シ ス テ ム ハ ウス の経 営 者 と して の 親近 感 が 生 まれ れ ば こ

そ,忌 禅 な く,経 営 上 の ノ ウハ ウが 社 歴 の若 い シス テ ム ハ ウス に伝授 され る も

の と思 われ る。

技 術 系 経 営 者 に と って 最 も弱 い点 とみ な され る経理 上 の 問題(節 税 の 方 法,

銀 行 との取 り引 き ・接 渉 の 方法,決 算 書類 の 作 り方,伝 票 の 書 式 な ど)と 労 務

上 の 問題(人 の 採用,業 績 評価,昇 給 昇 格,高 齢 化 対策,教 育 な ど)で あ り,

先輩 企 業 か らの ア ドバ イス は,た と え参 考 書 な どを い く ら読 ん で も数 え きれ な

い生 きた教 材 とな って い る。

税 制 上 で特 別 償 却,試 験 研 究 費,情 報 処 理 技 術 者の 教 育研 究 費,プ ロ グ ラ ム

保 証準 備 な どの シス テ ムハ ウス に も大 い に関 係 の あ る税 額 控 除 制 度 も,意 外 に

知 らない シ ステ ム ハ ウス も多 い 。法 規 や 法 令,ま た その 改 正 に 対 す る対 応 策 の

検 討 もシス テ ムハ ウスが 連 携 し て行 い,適 切 な 措 置 を講 ず るた めに も,場 合

に よ っては専 門 の コ ンサ ル タ ン トを招 へ い し研 究 会 を持 つ こ とが 必 要 で あ る。

現 時 点 では,シ ス テ ムハ ウ ス一社 の 経 営 上 の失 敗 が システ ムハ ウス全体 の 問

題 と して,同 類 視 され るお それ が 多分 に あ り,シ ス テ ム ハ ウス の経 営 に 関 す る

情 報 の 交 換 は最 も真 剣 に 取 り組 まね ば な らな い もの と確 信 す る。

(3)技 術 情報

シ ステ ムハ ウスは技 術 集約 型 の企 業 だ け あ って 技 術 情報 の収 集,交 換 は 熱 心

に行 われ て い る 。

特 に関 心 の 高 い技 術情 報 は,シ ス テ ムハ ウスが マ イ ク ロ コ ンピ ュー タの 応 用

製 品 の開 発 に,主 に携 わ って い るこ とか ら,マ イ ク ロ プ ロセ ッサ を中心 に そ の

関連LSIチ ップや,新 規 性 の 高 い マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ応用 製 品,ソ フ トウ

ェアの開 発 技 術 や,BASIC,PASCAL,APLな どの 言 語,そ れ にCPM

な どの ソ フ トウ ェアプ ロダ ク ト,安 価 な 入 出力 装 置,セ ンサ ーな どの マ イ クロ

コ ン ピ ュー タの 応用 に 関 係 す るあ らゆ る技 術 情 報 で あ る。

加 えて,イ ンダ ス トリース タ ンダ ー ドとな るS100バ ス,HPIBバ スな ど,

評価 とそ れ に対 応 す るた めの 各社 の技 術 上 の 見解 の披 歴 は 各社 に と って参 考 に
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な る と こ ろが 多 い 。

板 金,機 械 加 工 な どの 設 備 が 十 分 でな い シ ス テ ム ハ ウスは外 注 依 存 率 が 高 く,

外 注 先 の 技 術 や,仕 事 ぶ りな ど も技 術 情 報 と して互 い に交 換 され る 。

特 に 回路 の アー トワー ク,プ リ ン ト基 板 化 は 外 注 コス トの最 もか さむ もの の

一つ で あ り シス テ ム ハ ウス ス タ ンダ ー ドと しての 標 準 化 が で きれ ば
,同 様 な 回

路 を 各社 が つ くる必 要 が な くな る こ とは 明 白 な こ とか ら,ボ ー ドの標 準 化 の た

めの 情 報 交 換 が 活 発 に な され て い るが,い まだ具 体 的 な成 果 を あげ るま で に は

至 って な い 。 ソ フ トウ ェアの 流 通 をは か るべ くプ ロ グラムの 登 録 の 制 度 化 も検

討 され てい る。

技 術 情 報 と して特 許 に か か る問 題 も現 行 の特 許 制 度 では ソ フ トウ ェ アに つ い

て原 則 と して認 め られ な い た め,シ ステ ムハ ウス と しては ,マ イ ク ロコ ンピ ュ

ー タの 応 用 製品 の開 発 が ソフ トウ
ェアを不 可分 とす るた め,現 行 特 許 制 度 が,

も し改 定 され る とすれ ば,ど うい う改 定 をすべ きで あ るか,専 門 家 の 意 見 を聞

きな が らそれ ぞれ の 見 解 を ま とめ てい る段 階 で あ る 。

特 に シス テ ム ハ ウスはLSIメ ー カ との情 報 交 換 力撮 重 要 で あ り,定 期 的 に

懇 談 会 や セ ミナ ーを開 催 し,LSIメ ー カの 新 製 品 につ い ての 説 明 や 今後 の開

発 プ ラ ンな どを聞 くこ とに積 極 的 で あ り,ま たLSIメ ー カ もシ ス テ ムハ ウス

側 か ら製 品 開 発 の動 向 を知 る こ とが で き,新 しい チ ップ開 発 の た めの 情 報 とす

る こ とが で き る 。

シス テ ム ハ ウスの 事業 の拡 大 は な ん とい って も多 くのOEMカ ス トマ ー か ら

の仕 事 の 発 注 が あれ ば こそ で あ り,OEMカ ス トマ ーに技 術 と情 報 を提 供 し新

製 品,新 シ ステ ムの 開 発 を助 成 す る"一 里 塚"と して広 くOEMカ ス トマ ー と

の対 話 をは か って い る。

以 上 を ま とめ る と,シ ス テ ム ハ ウスの技 術 情 報 の 交換,収 集 は シス テ ム ハ ウ

スの技 術 の向 上 と効 率 化 の 上 に不 可欠 で あ り ,共 同 研 究 会,討 論 会,講 習 会,

懇 談 会,研 修 会 な どの集 りに よ って主 に これ が な され るが,技 術 部 会 を設 け ,

その 必 要 な委 員 会,研 究 会 を設 置 し,場 合 に よ って は ワー キ ング ・グル ー プを
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編 成,技 術 情 報 の 交換,収 集 を組 織 化 した もの と して活動 して い る。

ちな みに 研 究 会 レベ ルで は,ア プ リケ ー シ ョ ン研 究 会,ハ ー ドウ ェア研 究 会,

ソ フ トウ ェア研 究 会 を設 け て特 に 海 外 の 新 しい情 報 をい ちは や く捕 捉 し,シ ス

テ ムハ ウ スへ の影 響 度 の 研 究 が 主 に な され てい る 。

委員 会 レベ ル では,モ ジ ュー ル,バ ス,開 発 シス テ ムな どの標 準 化 委 員 会 と

ソ フ トウ ェアの流 通促 進 と(コ モ ンサ ブ ル ーチ ンや ユ ー テ ィリテ ィの開 発 を進

め るべ く),ソ フ トウ ェア流 通 促 進委 員 会 な どが 設 け られ,そ れ ぞれ の 活動 を

通 じて会 員 に成 果 が 報 告 され る。 、

(4)海 外情 報

国 内 での競 合 を始 め か ら避 けて,海 外 に 目を向 け,輸 出 型 企業 として活 躍 し,

成 功 をお さ めて い る シ ス テ ム ハ ウス も次 第 に数 を増 して い る 。

多 かれ 少 なか れ,ど この シス テ ム ハ ウス もゆ くゆ くは海 外 に飛 躍 す る 電'夢"

を持 って い る もの で あ る。海 外 での ビ ジネ スに 関 心 の あ る システ ムハ ウスは,

彼 の 国 で の ビジ ネス を プ ロモ ー トす る上 に 必 要 な 情 報,例 えば,市 場 性,販 売

ル ー ト,業 務 提 携 先 の 有無,関 係 法 規,そ の他 商慣 習 な ど海 外 進 出 前 に調 査 す

る こ とが 必 要 で あ る こ とはい うまで もな い 。

海 外 視 察 団 に 参 加 して,進 出 しよ う とす る先 の情 勢 は短 期 間 で は とて も解 る

は ず もな く海 外 進 出 を果 た した シス テ ム ハ ウスは,幸 い に もその国 の 知 人が な

くて,海 外 進 出 を果 た した とい う と ころは 寡 聞 に して,い ま だ知 らな い 。

そ こで シス テ ムハ ウ スが将 来,海 外 での 飛 躍 を期 す た め に,シ ス テ ム ハ ウス

の 団 体 は,海 外 との ビ ジネ スに 経験 豊 富 な企 業 や個 人 を会 員 に名 を連 ね,そ の

よ うな会 員 か ら海 外情 報 を得 るこ と も一 考 で あ り,団 体 も海 外 の同 様 な 団 体 と

連 携 し,情 報 の 交 換 をす る こ とが 必 要 で あ る 。

海外 で の新 しい技 術 や製 品 に関 す る情 報 はNCCを 筆 頭 に い ろい ろの シ 。一

が あ るの で,調 査 団 を派 遣 した りして,報 告 会 の 形 で会 員 に 知 ら しめ る こ とが

で きる 。

以 上 の 情 報 収 集,交 換 は シス テ ムハ ウ スの 団体 の存 在 意 義 に か か る大 きな 柱 の
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一 つ で あ り ,シ ス テ ムハ ウスの連 携 感 を い っそ う強 め る もの とな って い る。'

2.1.3交 流 範 囲 の拡 大

シス テ ムハ ウスが 自社 の営 業 上,ユ ーザ との交 流 は 一社 一社 そ れ な りの や り方

で進 め られ るが,営 業 上,直 接 的 な関 係 が 薄 い と思 わ れ る外 部 機 関,例 え ば 官庁,

協 会,学 会 な ど との 交流 も,シ ステ ムハ ウスの 社 会 的地 位 の向 上 の上 か ら,な い

が しろ に で きな い もの で あ る。

そ こで シ ス テ ムハ ウ スの団 体 は シ ステ ム ハ ウスの 交流範 囲 を拡 大 す る役 目 を担

うこ とに な る 。

交 流 範 囲 の 拡大 を す るに は,

(1)同 業 他 社 の経 営 者 や社 員 の 面 識 を通 じて,交 際 の輪 を拡 げ るた め同 業 者同 士

の 交 流 。

② 業 界 の 主 だ った 人達 との交 際 を可 能 に し業 際 的 な交 流 。

(3)マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ技 術 や他 の 関 連 技 術 の学 識 経験 者 との ア カデ ミ ックな

交 流 。

(4)税 務,経 営,法 律,特 許 な どの 専 門 家,コ ンサ ル タ ン トの 交 流 。

(5)情 報処 理 学 会,電 気 通信 学 会,計 測 自動 制 御 学 会 な どの イ ンス テ ィテ ユ ー ト

との 交 流 。

(6)業 界 新 聞,雑 誌 な どの いわ ゆ る マ ス コ ミとの交 流 。

(7)各 種 の工 業 会,業 界 団体 な どの ア ソ シエ ー シ ・ンとの 交流 。

(8)海 外 に お け る同業 者 団体 との イ ン ター ナシ 。ナ ルな 交流 。

(9)官 庁,自 治体 との 行政 ガ バ メ ン トとの 交流 。

⑩ 官 庁,自 治体 の 外郭 団体 であ る公益 事 業 体 との 交流 。

そ の 他,銀 行 な どの金 融 機 関,学 校,各 国 大使 館 な どとの 交流 も必 要 とな ろ う。

この よ うな 交流 は 自社 の営 業 活 動 に は直 接 関 係 が な くと も,シ ス テ ム ハ ウスの

業 務 の拡 大,ひ い て は社 会 的 地 位 の 向 上 の た め に必要 で あ り,シ ス テ ム ハ ウスの

団 体 が 交 流 の先 鞭 を つ け,個 々の会 員 企 業 の交 流範 囲の 拡 大 の た め に 利 す る もの

と しな けれ ば な らな い 。

一67一



日 々,忙 し さに紛 れ,そ の 日の 営 業 活動 に 追 わ れ る シス テム ハ ウスは,自 社 の

営 業 活動 に 直接 影 響 の あ る もの以 外 は,な か な か手 が ま わ らな いの が 実情 で あ る。

シス テ ム ハ ウスの 団体 が それ を カバ ー し,サ ポ ー トしな けれ ば な らな い テ ー マは

少 な くな い 。 シス テ ムハ ウ スの 団 体 もその 点 で は,い まだ十 分 の機 能 を果 た せ る

ま でに は 至 って い な い の もま た実 情 であ り,会 員 の ボ ラ ンテ ィア精神 に 支 え られ

てい るの が偽 ら ざ る と ころ で あ るが,交 流 範 囲 の拡 大 は特 に 一朝 一 夕 で成 され る

もの で は な い こ とは い うま で もな く,日 頃 の地 道 な積 み重 ね が ぜ ひ と も必要 で は

なか ろ うか 。

比較 的,人 的 余 裕 の あ る と ころで は,ぜ ひ対 外 活 動 に専 任 で き る人材 を 自社 は

もちろ ん の こ と,団 体 の た め に交 流範 囲拡 大 に尽 くすべ く配 置 して は と,あ え て

助 言 す る次第 で あ る。

2.1.4互 恵 促 進

毎度 述 べ る こ とで あ るが,シ ス テ ム ハ ウスの 一 社 一社 は,資 金 も弱 く,企 業 と

して他 に比 べ,い ま だ弱 体 で あ る 。 しか しその役 割 りは知 識 集 約化 が さけ ば れ る

我 が国 産 業 社 会 の なか に お い て,そ の 先導 者 と して決 して少 な くな い もの が あ る。

小 さ く弱 い シ ス テム ハ ウス で もグ ル ー プ と して ま と ま り協 力 し合 えば 大 きな力

が発 揮 で き,そ れ が 個 々 の シ ステ ム ハ ウスに メ リ ッ トと して還 元 され,ひ い て は

産業 社 会 の メ リ ッ トに もつな が る とい う意 味 あ い か ら団体 が 作 られ た 一 つ の理 由

とな って い る。

シス テ ムハ ウス個 々の 会 員 企業,ひ い て は シ ス テ ムハ ウス全 体 の お互 い の メ リ

ッ トを生 み だ す た め に シス テム ハ ウスの 団体 は 事業 を展 開 しな けれ ば な らな い 。

た だ し,こ こで い う事 業 は営 利 を追求 す る とい う こ とが 第 一 義 であ る事 業 で は な

く,あ くま で も シス テ ムハ ウスへ の メ リ ッ トが 創 出 で き る一種 の 公 益 事業 体 で あ

る必要 が あ る。

システ ムハ ウスの 団 体 と しての 事業 は以 下 の ものが 考 え られ るが,い ま だ実 を

上 げ るほ どの もの とは な っていな い の は残 念 で あ る。
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(1)新 製 品 開 発 促 進 事 業

・マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ ,関 連LSI,セ ンサ等 の 周辺 技 術 の調 査 と評 価 デ ー タ

の作 製 とその 公 開 。

・シス テ ム開 発 に 必 要 な技 術 者 ,機 械,資 材,ノ ウハ ウ,業 務 提 携 の 斡 旋 。

・製 品開 発 の管 理 技 法,生 産 技 術,品 質 管 理 ,技 術 等 の ア ドバ イス,情 報 の 提

供 。

・ワー ク シ ョ ップ を開 設 し共 同 利用 をは か る 。

・特 許 性 の検 討 。

・ジ ョイ ン トベ ンチ ャ ーの 斡旋 。

(2)ソ フ トウ ェア事 業

・プ ロ グ ラムの 登 録 と流 通販 売 の促 進 。

・共 通 に使 え るサ ブ ル ー チ ンや ユー テ ィ リテ ィを開発 す る。

・ソ フ トウ ェアの 生 産 性 を 向 上 させ る新 しい開 発 技 法 ,ツ ー ル を開 発 す る。

(3)経 営 改 善 拡 大 事 業

・マ ネー ジ メ ン トに 関 す る コ ンサ ル テ ィング。

・税務 相 談,資 金 計 画(融 資 問 題) 。

・海 外 進 出 へ の情 報 提 供 ,コ ンサ ル テ ィン グ。

・求 人活 動 の 支援,人 材 の 斡 旋 。

・共 同受 注 等 の 協 業 の推 進 。

・見積 り,契 約 書 等 の作 成 の基 準 設 定 。

(4)広 報 宣 伝 事 業

・常 設展 示 物 の 設 営 。

・エキ ジ ビシ ョン開 催 ,後 援 。

・PR用 の ガ イ ドブ ック,フ ィル ム ,ス ライ ド,カ タ ロ グ等 の 作 成 。

・地 域,産 業 別 重 点 キ ャンペ ー ンの 支援 。

・各社 新 製 品 の 説 明 会 の 支援 。

・各業 会 との事 業 後 援 。
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⑤ 教 育 啓 蒙 事業

・マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ応用 技 術 者 の 育成(定 期 的研 究 会)。

・ユ ーザ教 育,講 習 会 や実 習 会 の 開 催 。

・文 献,図 書 類,資 料 の 蒐 集,閲 覧 施 設 の 充 実 。

・ユーザ 会 な どを組 織 化,情 報 交 換 。

・機 関 誌 の発 行 。

(6)一 般 事業

・資材 の一括 購 入 。

・機 材 設 備 の貸 出 し,相 互 利用 。

・会社 見学 会 。

・研 修会,親 睦 会 。

・ア ンケ ー トの実 施 。

・業 界 ニ ュー スの流 布 。

・海 外視 察 団 の派 遣 。

な どが考 え られ るが,以 上 をす べ て に わ た って 一度 に や る こ とは,し ょせ ん無 理

で あ る こ とか ら,シ ス テ ムハ ウスの 団 体 は で き る とうか ら手 を つ け てい こ う とい

うの で あ るが,こ れ らの 事 業 を推 進 す る上 で事務 局 の強 化 こそが 最 大 の ポ イ ン ト

で あ り,限 られ た資 金 の枠 内 で,事 業 計 画 を推 進 す るた め に は営 利 を求 め,資 金

不 足 を カ バー しな けれ ば な らな い とい う自己 矛盾 に 追 い 込 まれ て しま う こ とにな

って い る。

2.1.5'行 政 との 関係

戦 後 我 が 国 は焼 跡 の 中 か ら不 死 鳥 の よ うに蘇 え り,米 ソに 次 ぐ世 界 第3位 のet

経 済 大国"に の し上 が った 。 しか しGNP－ 辺 倒 の 生 産 第 一 主義 も,国 内で は 公

害 に よ る環境 汚 染,土 地 開 発 の 名 の も とに 進 め られ た環 境 破 壊,社 会 的 保 証 な ど

の ア ンバ ラ ンス,国 際 的 に は,資 源 ナ シ ョナ リズ ムの台 頭,オ イル シ ョ ック,ド

ルの暴 落,円 高 か,発 展 途 上 国 の 追 い上 げ な どの情 勢 の変 化 に よ って完 全 に 行 き

詰 ま り花 形 産 業 で あ った い くつ か の産 業 が 斜 陽 化 し,構 造 不 況業 種 な る新 語 が70
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年 代 後 半 には 登場 す るよ うに な った 。

我 が 国 は 人的 資 源 以 外 は 資 源 ら しい 資源 に恵 まれ て い ない 。再 度 我 が 国 の 産業

経 済 を活 性 化 す るた めに 恵 まれ た 人 的 資 源 を フルに活 か し,脱 資 源 型 の 産 業,す

な わ ち知 識 集 約 化 を高 度 化 す る新 しい産業 構 造 に転 換 す る た め に官 民 こぞ って こ

れ に取 り組 まね ば な らな くな った 。

か つ て生 産 第 一 主義 に よ る経 済 規 模 の 拡 大 は,労 働集 約 型 あ るい は資 本 集 約 型

産 業 を肥 大 化 させ たが,知 識 集 約 化 に よ る産 業 構 造 の 高度 化 は,必 ず し もス ケ ー

ルの 大 き さに よ る メ リ ッ トを追 求 して達 成 され る もの で な く,新 製 品,新 プ ロ セ

ス,新 シス テ ムの 開 発 力 に デ ィペ ン ドす る もの で 規模 の時 代 は終 わ った とい われ

る所 以 で あ る 。

技 術 集 約 研 究 開発 型 中 小 企 業 とみ な され る シス テ ム ハ ウス の誕 生 は,ま さに 規

模 の 時 代 の 終 わ りを告 げ る産 業 社 会 の 要 請 に こた え る もの とい えな く もな い 。 シ

ス テ ム ハ ウ スの 健 全 な 発 展 は産 業 社 会 の 知 識集 約 化 に 寄与 す る もの との理 解 は 容

易 で あ るが,健 全 な発 展 を約 束 す る条 件 は,今 後 ます ます厳 し く,か つ不 確 実 性

が増 す経 済 環 境 下 に あ って シ ビアの 一言 に 尽 き よ う。厳 しい条 件 を克 服 す る た め

に は,シ ス テ ム ハ ウスの 自主努 力 以 外 に な い こ とは もちろ ん で あ るが,企 業 自 ら

の努 力 に よ って も克 服 で きな い外 部 条 件 も多 々あ る こ と もま た 事 実 で あ る 。

東 京 商 工 会 議 所 は,「 今後 の 産 業 構 造 転 換 に 対 応 した中 小 企業 の 育成 ・基 盤 整

備 に関 す る提 言 」を ま とめ た 。 これ は 『企業 の 自主 努 力 」,『 業 界 の 役割 り 』,

『国 等 の 施 策 へ の要 望 』の順 で構 成 され て お り,そ こに盛 り込 まれ た 内容 は,シ

ス テ ム ハ ウ スに と って もそ っ く りあ て は ま る もの で あ る。

同 提 言 に よれ ば国 等 の施 策 へ の要 望 は,(1)中 小 企 業 基 本 法 に 定 め る中 小 企 業 者

の範 囲 の拡 大,(2)中 堅 企業 施 策 を確 立,推 進 す る た め産業 構 造 審 議 会 中 堅 企 業 部

会 の設 置 な らび に中 堅 企業 担 当部 署 の新 設,(3)資 金 調 達 の 多 様 化,自 己 資 本 充 実

の た めの 配 慮,(4)中 堅 企 業 に対 す る金 融 ・税制 面 か らの配 慮,㈲ 一企 業,業 界 で

は対 応 で きな い基 本 研 究 や中 堅 企 業 に波 及効 果 の あ る研究 開 発 や プ ロ ジ ェク トの

実 施 な らび に試 験 研 究 に つ い ての相 談,指 導 機 関 の 拡 充,強 化,(6)今 後 の 新 技 術
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開発 ・海 外 進 出 に 対 応 す るた め の 研 修 施 設 の 拡 充 ・強 化,(7)海 外 の 市 場動 向,技

術 な どの情 報 収 集 ・提 供機 関 の 活動 強 化 な らびに国 際 会 議 へ の 参加 助 成等 海 外 と

の 交 流促 進,以 上 の7項 目で あ る。

これ を眺 め てみ る と,こ れ ま で大 企業 を頂 点 と して,い わ ゆ る縦 割 り構 造 の な

か に組 み 込 まれ た 中 小 企業 を未 来型 産業 の 一 つの 特徴 で あ る横 割 り型 産業 へ近 づ

け る,あ るいは転 換 させ るた め の提 言 の よ うに思 え る。

(1)の中 小 企業 基 本 法 に定 め る中小 企 業 者 の拡 大 に それ をみ る こ とが で き,(2)以

降 は 中 小 企業 の横 割 り型 産 業 化 へ の国 に対 す る支援 の 要 請 で あ ろ う。

見 方 に よれ ば シ ス テ ムハ ウ ス もLSIメ ー カ を頂 点 に縦 割 りの関 係 に置 か れ て

い る とい えな い こ と もな いが,ユ ー ザ との 関係 に お い て ベ ンチ ャー ビジ ネス ,あ

る い は一種 の シス テ ムオ ー ガ ナ イザ ー的 役 割 りか ら,本 来 は横 割 り型 の 産 業 の 性

格 が強 い もの で あ るが,企 業 の 力 関 係 か ら シス テ ムハ ウ スは ユー ザ を"主"と し

て"従"と な る縦 割 り型 に な らざ る を得 な い弱 み が あ る 。

知 識 や技 術 が優 先 す る社 会 では 企業 規模 の 大小 には 関 係 が な い とい って も,現

状 で は,仕 事 の発 注 者,受 注 者 だけ の関 係 で 主従 が 決 ま って しま うの が 実情 で あ

る。

シス テ ム ハ ウスを産 業 社 会 の 中 に根 付 け て成 長 させ て い くた めに は,シ ス テ ム

ハ ウ スの創 造 力 に よ って生 み だ され た知 的 生 産 物 が 十 分 法 的 に 保 護 され な け れ ば

な らず シス テ ムハ ウスの 創 造 活 動 に ハズ ミを つけ るた め,行 政 に よ る適 切 な措 置

が ま たれ る と ころ で あ る。

シス テ ムハ ウス は現 在 の と ころ確 固 た る業 界 とい う もの が 形成 され て お らず ,

行政 に 対す る提 言,接 渉 が 十 分 行 わ れ て いな い の は残 念 で あ るが,知 識 集 約 化 の

"先 兵"と して活 躍 す る シ ス テ ム ハ ウスの 健全 な成 長 を期 す た め に あ らゆ る チ
ャ

ンネ ルを通 じて行政 機 関 との 対話 が 必 要 で あ る。

昨 年 は 通 商 産業 省 に よ って シス テ ムハ ウスの実 態 調 査 が な され,あ る程 度 シス

テ ムハ ウスの実 態 が 掌 握 され 通 産 公報(54-11-16)で 公 に され た 。

ま た一昨 年 に は(財)日 本 情 報 処 理 開 発 協 会 内に マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ振 興 セ ン
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タ ー(MCC)が 設 け られ,マ イク ロコ ン ピ ュー タ産業 振興 の 一 環 と して新 しい

産 業 集 団 と しての シ ス テ ム ハ ウスの 育成 の た めの 助 成 と して事業 委 託 制 度 が発 足

して い る。

通 商産 業 省 の プ ラ ンに よ って,MCCに お い て各 地 区の シス テ ム ハ ウスの 団体

が 一堂 に会 し シス テ ム ハ ウスの連 繋 と組 織 化 に つ い て協議 もな され てい る。

この よ うに行 政 間 か らの シ ス テ ムハ ウスへ の コ ン タ ク トは盛 り上 が りを みせ て

お り,行 政 機 関 との 対 話 を通 じて,新 しい産業 集 団 で あ る シス テ ムハ ウスの 産業

社 会 での 理 解 も次第 に 深 ま る もの と思 わ れ る。

2.1.6そ の他 の活 動

シ ステ ムハ ウスの 団 体 と しての 活動 は,個 々の シ ス テム ハ ウスの 足 らな い と こ

ろを補 うば か りで な く,協 力 ・連 合 す る こ とに よ って

(1)業 界 と しての ま とま りが つ き,そ の役 割 り使 命 が外 部 か らで も理 解 しや す く

な る 。

(2)業 界 の モ ラ ルが 自然 に 働 き,尖 鋭 的 な 企業 活 動 の良 識 的 ブ レ ー キ と して 作用

す る。

(3)同 業 者間 の連 携 意 識 を強 め,互 助 の精 神 が酒 養 され る 。

(4)交 流 チ ャ ンネルの 拡 大 が で き業 務 拡 大 の機 会 に 恵 まれ る 。

な どの メ リ ッ トが 得 られ る こ とは 自明 の理 の如 く考 え られ る が,そ れ らは そ の 日

の企 業 活 動 に 直接 関 係 の あ るメ リ ッ トで は な く,日 常 の業 務 に忙 殺 され る シ ス テ

ムハ ウスに と っては,あ ま り意 味 の あ る もの とな って い な い よ うで あ る 。何 故 な

らば,我 が 国 産業 の知 識 集 約化 は急 務 で あ り,個 々の シス テ ム ハ ウスは それ ゆ え,

その 一翼 を担 うとい う大局 的使 命 観 か ら創 立 され た もの で は な く,時 代 の 流 れ とr

い うか,脱 工 業 化 社 会 へ の移 行,社 会 の価 値 観 の 多 様 化,テ ク ノ ロジ トラ ンス フ

ァな どの社 会 的 変 化,技 術 的 変 化 の な か で生 まれ た もの で,い わ ば,シ ス テ ム ハ

ウスが 発 生 す る条 件 が 外 的 要 因 と して与 え られ芽 生 えた もの とみ て さ しつ か えな

い 。

それ は それ と して,情 報 化社 会,シ ス テ ム化 産業 社 会 の な か に あ って,シ ス テ
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ム ハ ウスの よ うな技 術 集 約 研 究 開 発 型 企業 の役 割 り,責 務 は,シ ス テ ム ハ ウスが

知覚 して い よ うとい ま い と絶 大 で あ る こ とは 大方 の 識 者 の 御 指 摘 を ま つ まで もな

く正 しい もの と理 解 で き る。

産 業 社 会 の知 識 集 約 化 が,今 後 の 我 が 国 産業 経 済 の 再 度 の 活 性 化 を はか る上 に

不 可 欠 な テ ー マで あ る こ とは ま った く異 論 を差 し狭 む余 地 の な い と ころ で あ るが,

それ を 一方 か ら推 進 す る任 務 を も って い る シス テ ムハ ウスが,自 ら授 け られ た責

務 の 酒 行 を,日 常 の業 務 の 多忙 さに か まか け回避 す る姿 勢 を と る とす るな らば,

シ ス テ ム ハ ウスの淘 汰 は シス テ ム ハ ウス 自身 が 自 ら早 め る結 果 を招 くこと にな る

とい って もよか ろ う。社 会 が新 しい産業 集 団 と しての シス テ ム ハ ウスを認 め るの

で は な く,シ ス テ ム ハ ウスが新 しい産業 集 団 と して産業 社 会 に認 め て もら う努 力

が システ ムハ ウスの 今後 の 成 長 に と って最 も重要 な こ とで あ る こと を忘 れ て はな

らな い 。

な ぜ な らば シス テ ム ハ ウス は本 質 的 に 自律 型 の 企 業 では な い とい うこ とで あ る。

これ は ど うい うこ とか とい う と,シ ス テ ム ハ ウス も未 来 産 業 の 一 つ と して横 割 り

型 産業 的 な性 格 は もち ろ ん強 論 されね ばな らな いが,縦 割 り指 向 の 強 い 我 が 国の

産業 構 造 の なか で シス テ ム ハ ウ スが 生 きてい くた め に縦 の 関 係 の どこか に位 置 づ

け され る とい うこ と もあ るが,シ ス テ ムハ ウスは,ENDユ ーザ との 直 接 の結 び

つ き よ り も,OEMメ ー カ との結 びつ きの 方 が は るか に密 接 で あ る とい う こ とで

あ る。

OEMメ ー カ との 関係 は確 か に密 接 で あ るが,仕 事 の発 注 者,受 請 者 との 関係

に よ って元 請 け,下 請 け の イメ ー ジが払 拭 し きれ な い,と い わ ざ る を得 な い 。

シス テ ム ハ ウス側 か らOEMメ ー カへ の 要 望 は,(1)支 払 い 条件 の緩 和,(2)共 同

開 発 者 と しての パ ー トナ ー シ ップの 向 上,(3)新 製 品開 発 の リス クの相 互 分 担,(4)

共 同 に よ る事業 機 会 の掘 り起 こ しな どが 指 摘 され るが,こ れ と て一 朝 一 夕 で解 決

で き る もの では な く,OEMメ ー カ との間 断 の ない 対話 が 必 要 で あ る。

加 え て シス テ ム ハ ウスはLSIチ ップ メー カとOEMメ ー カの あ る意 味 で の橋

渡 し的 存 在 とみ られ る業 務 が か な りの ウ ェー トを占 め る こ とか ら,LSIメ ー カ
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との 親 和 性 を高 め るた め の技 術 情 報,マ ー ケ ッ ト情 報 の相 互 に よ る支援 が 不 可欠

で あ る。

シス テ ム ハ ウス とOEM,シ ス テ ム ハ ウス と チ ップ メー カ との関 係 に つ い ては

他 章 に て詳 しく述 べ られ て い るの で,こ こで は割 愛 させ て頂 くこ とに す る。

シス テ ムハ ウスの 団体 として の 活動 は まず個 々の シ ステ ムハ ウスの 企業 力 の不

足 を補 うこ とに あ る と述 べ たが,個 々の シス テ ムハ ウス と して も自主 的企 業 努 力

を続 け な けれ ばな らな い 。 シ ス テ ム ハ ウス個 々の 企 業 が 努 力 を傾 注 しな け れ ば な

らな い 主 な事 項 を拾 って み る と以 下の 通 りで あ る。

(1)企 業 内管 理 体 制 の 整 備 。

(2)製 造 能 力 の 向 上 。

㈲ 製 品 ライ ンの オ リジナ リテ ィに よ る市場 の セ グ メ ン トと特 化 策 。

(4)新 技 術導 入の 先 見 性 。

5

6

7

∩◎

9

小数 精 鋭 主 義 に よ る分業 化 お よび共業 化 。

ス ピイ ンオ フ対策 。

企業 と しての 特徴 の 打 出 し,差 別 化 。

資金 調 達 の 多 様 化 。

人材 高 齢 化 に よ る再 配 置,再 教 育,の れ ん分 け。

以 上 の 個 々の シス テ ム ハ ウス は企業 努 力 を それ な りに 各 社 は 払 って い るが,種

々な 問 題 が あ って 阻 害 され る こ と も否定 で きな い。

以 下 各地 区 の シス テ ム ハ ウスか ら寄 せ られ た問 題 点 を ま とめ る と以 下 の 通 りで

あ る 。

(1)業 務 量 に む らが あ り安 定 した経 営 と生 産 の確 保 が難 か しい 。

(2)見 積 り,設 計 業 務 の対 価 が 非常 に安 く評価 され る。

(3)ソ フ トウ ェア開 発 費 が 高 価 で あ る こ とが認 識 され ず ソ フ トウ ェアの 価 格 が 低

い 。

(4)各 種 の チ ップが 標 準 的 に 使 われ るの で,そ れ に対 す る開 発 ツー ル を準 備 せ ね

ば な らず,高 額 な設 備投 資 が 必 要 で あ る。
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⑤ ユ ーザの 仕 様 が 一方 的 に押 しつ け られ る こ とが あ る。 また 仕 様変 更 も多 いが,

サ ー ビスでや らね ば な らな い ことが 多 い 。

(6)外 注 先 の 選 定 が難 か しい。

(7)技 術 者 レベ ルの 格 差 が 大 き く,一 本立 ちで きる シス テ ム エ ンジ ニ アの 確 保 が

困難 で あ る。教 育 す るの に手 が かか りす ぎ る 。

(8)借 入金 に限 度 が あ り,運 転 資 金 が 不 足 す る こ とが あ るの で,ス ケ ールの 大 き

な仕 事 を受 注 で きな い 。

(9)販 売 ル ー トが な く,製 品 の流 通 が 難 か しい 。

⑩ 仕 事 が特 定 の ユー ザ に偏 りが ちで,永 続 性,発 展 性,将 来 性 に不安 が あ る。

な どで あ る。

これ らの 問 題 は 一社 一社 の企 業 努 力 で何 とか な る とい う もの ば か りで は な い 。

あ る もの は シ ス テ ム ハ ウス の共 通 の問 題 と して 取 り上 げ 一致 協 力 の上,解 決 を急

が ね ば な らな い もの で あ る。

その た め に シス テ ムハ ウスの 団体 が可 及 的,速 や か に 解 決 しな け れ ば な らな い

テ ー マ と して,

(1)経 営,生 産技 術 の技 術 的 交流 をは か りシス テ ムハ ウスの 企業 体 質 を強 化 すべ

く合理 化 を推 進 す る。

(2)他 業 界 に シス テ ム ハ ウスに よ る テ ク ノ ロ ジ トラ ン ス フ ァを積 極 的 に 行 い シ

ス テ ム ハ ウスの 貢 献 性 をPRす る 。

㈲ シス テ ムハ ウス と しての 企 業 範 囲 を明確 に し,業 者登 録 制 度 な ど も検 討 す る。

(4)ソ フ トウ ェアあ るい は他 の 共 通 的技 術,技 法,情 報 に関 す る流 通 をは か り,

い た づ らな投 資 を互 いに 避 け る。

(5)見 積 り基 準,料 金 体 系 の 確 立 を はか り,こ れ を 公 に す る。

(6)特 許,意 匠,工 業 所 有 権 な ど秩 序 あ る運 用 をは か る。

(7)技 術 者 の能 力 の 向 上 と,育 成 を促 が す た め マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ応用 技 術 者

認 定 試験 な どの実 現 をは か る。

(8)海 外 戦 略,新 技 術,新 法 規,雇 用 な どの 新 しい問 題 には 討論 を 重 ね る。
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(9)LSI技 術,マ イ ク ロ コ ン ビ 三ー タ技 術 の発 達 に よる産業 界 の 未 来 を予 測 し,

そ の な か で の シス テ ム ハ ウスの あ るべ き姿 を見通 す 。

a① 業 界 育 成,助 成 の た め 行 政機 関 との接 触 を密 に し,シ ス テム ハ ウス業 界 の 活

動 を援 助 す るた め の資 金 を確 保 す る。

最 後 に シス テ ムハ ウ スが 団体 活動 を して行 く上 で,大 切 な こ とを述 べ て この 章

の締 め く く りと した い。

シス テ ム ハ ウスの 団 体 は 一部 会 員 の み の ボ ラ ンテ ィア シ ップで 支 え られ るの で

は な く ・会 員 全 員 が こぞ って業界 を確 立 す る とい う認 識 を持 づ こ とが まず 大切 で

あ る。加 えて,他 の業 界 団 体 と共存 共 栄 の精 神 で利 害 を争 うこ とは極 力避 け な け

れ ば な らな い。積 極 的 な 活動 を積 み 上 げ,具 体 的 か つ 実質 的 な メ リ ッ トが 全 会 員

に還 元 され,ひ い ては シス テ ム ハ ウス全 体 の 発展 に 寄 与 させ る こ とが必 要 で あ る。

シス テ ム ハ ウスの技 術 は業 際 的,国 際 的 な活動 を行 う可能 性 が あ り ,各 地 区 に 生

まれ た シス テ ム ハ ウスの 団 体 が 決 して ・地 場 産業 ・の 団体 の よ うに 小 さ くま とま

る こ との な い こ とを願 う もの で あ る 。

2.2シ ス テム ハ ウス 外部 の 現状 分析

2.2.1チ ップ メー カ と シ ステ ム ハ ウ ス の関係

マ イ コ ンを応 用 す るた め に は従 来 の 電 子 部 品 だ け(ト ラ ン ジス タやICな ど)

の場 合 と異 な り,コ ン ピ ュー タの応 用 技 術 を必 要 とす る
。 コ ンピ ュー タは 同 一 の

ハ ー ドウ ェアで も,そ れ ぞれ 千 差 万 別 の 目的 に応 じた機能 を プ ロ グ ラム に よ り実

現 で きる。

この こ とが マ イ コ ンの 最 も大 きな 特徴 で あ るが ,そ れは 取 りも直 さず マ イ コ ン

の 応用 に は必 ず それ に 相 当 した ソ フ トウ ェア ,す な わ ち プ ログ ラ ムが必 要 で あ り,

この プ ログ ラム作 成 の技 術 は い ま だ ポ ピ ュラーな もの とは な って い な い
。 それ に

は あ る種 の特 殊 技 術 が 必 要 で あ る。 この プ ログ ラ ム作 成 業 務 は シ ステ ム ハ ウスの

こな す べ き仕 事 の 一 つ とな ってい る 。

更 に 他 の 一 つ は,マ イ コ ンの応 用 に お い て は ハ ー ドと ソ フ トの 分 離 は ビ ジネ ス

コ ン ピ ュー タの よ うに 明確 に し難 く ,特 に コ ンポ ー ネ ン トコ ン ピ ュー タ と して の

応 用 の場 合 は コ ン ピ ュ ー タ本 体 と周辺 との 区分 す ら明確 に で きな い ことが 多 い
。
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この よ うな こ とか ら マ イ コ ンの 応用 に お い て は シス テ ム,ハ ー ド,ソ フ ト全 般

に渡 っての 考 慮 や バ ラ ン スが 必 要 と され る。 これ らの仕 事 に対 す る シ ス テ ム ハ ウ

スへ の期 待 度 は 大 きい 。

一 方 チ ップ メ ー 」tiはマ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの 販売 に 際 し,単 にLSIを 中心 と

した ハ ー ドウ ェ アの み を供 給 す るだ けで は 済 ま され ない こ とが しば しば あ る 。す

な わ ち,ユ ー ザ の シス テ ム開 発 に 際 し,シ ステ ム設 計,ソ フ トウ ェア作 成 や 設計

試 作 を代行 す る こ とな どが要 求 され る よ うに な って きて い る。

マ イ ク ロコ ンが 単 に エ レ ク トロニ ク ス製 品 だ け で な く,あ らゆ るい ろ い ろ な分

野 に深 く浸透 して ゆ くの に伴 って,こ の傾 向 は 一 層 顕著 に な ってい る もの と思 わ

れ る。

この よ うに して,チ ップ メ ー カ側 に お い て もソ フ トウ ェ ア技 術 需 要 が急 激 に伸

び て きた 。 それ に 対 して 養 成,供 給 が 不 足 して い るの が現 状 で あ る と言 え る。 こ

の辺 が チ ップ メー カ と シス テ ムハ ウス との 相互 協 力 関係 の 主 な背 景 と も言 え よ う。

マ イコ ンの 各方 面へ の 浸 透 が 急 ピ ッチ で進 ん で ゆ くた め,そ の シ ス テ ム設 計 や

ソ フ トウ ェア設 計 に際 し ては それ ぞれ の応 用 目的 に 合 った専 門 知 識 が 必 要 とな り,

チ ップメ ー カ サ イ ドに お い て も,マ イ コ ンの 応用 分 野 の すべ て の面 に つ い て の専

門家 を もって い るこ とは 困 難 で あ り,む しろ その 分 野 に比 較 的得 意 な シス テ ムハ

ウスに依 頼 を した 方が 有 効 で あ る こ とが しば しば あ る 。

ま た,一 般 に チ ップ メ ー カ側 の シ ス テ ム設 計 や ソ フ ト開 発 業 務 の 仕 事 量 は 必 ず

し もコ ンス タ ン ト(一 定)で は ない 。常 に 山,谷 が あ る。 社 内の 人材 を効 率 よ く

使 う上 で は,も し社 内 での 処 理 を原 則 と して 山に処 理 能 力 を合 わせ れ ば 谷 の 時期

に 余 剰 人員 が 発 生 す るた め,こ れ は望 ま し くな い 。従 って社 内の処 理能 力 は 山 と

谷 の 中 間 の どこか に 設定 して お き,ピ ー ク時 の処 理 は外 部 の シ ステ ムハ ウ スに依

存 す るな どの 方 法 を とろ う とす るの で あ る。

と言 う と シス テ ム ハ ウス は もろ に需給 変 動 を受 け て不 利 な 面 だけ を分 担 す る よ

うに思 わ れ るが,必 ず し もそ うで は な い 。何 故 な らば,現 実 に は チ ップ メ ー カは

複 数 の シ ス テ ム ハ ウス と仕 事 上 の 協 力関 係 を もち,シ ス テ ムハ ウス も又 複数 の チ



ップ メ ー カ と協 力 関係 を保 って ゆ け ば,む しろ個 々の 仕 事 の 山,谷 は軽 減 され る

傾 向 に な ろ う。景 気 全 般 の影 響 を受 け るの は仕 方 な い 。

(1)シ ス テ ムハ ウス に対 す る仕 事 の供 給,紹 介,あ っせん

シス テ ム ハ ウスは通 常,小 規模 な 企業 が 多 い こ とは通 産 省 広 報 で も明 らか で

あ る 。 また,小 規模 で あ る利 点 を積 極 的 に利 用 す る こ とに よ り競 争 力 を高 め て

い る と も言 え る。

すな わ ち

O小 まわ りが き く。

。ク イ ック レス ポ ンス可 能 。

。間 接 経 費 が 少 な い 。

。特定 の 分 野 に強 い,又 は特 定 の技 術 に強 い 。

。事 態 の 変 化 に フ レキ シブ ルに 対処 で き る体 質 を も って い る。

な どで あ る 。

競 争 力 の 大 きな ポ イ ン トは経 費 を安 くす る ことで あ るが,こ の 点 に つ きチ ッ

プ メ ー カと協 力関 係 を もつ こ とに よ り,自 社 の営 業 部 門 を最 小 限 に で き るな ど

の 利 点 が 生 ず る し,あ る程 度 の仕 事 に関 す る長期 展 望,計 画 も立 て や す い な ど

の点 は経 費 の 低減 に 大 きな効 果 が あ る もの と考 え られ る 。

ま た,チ ップ メー カが チ ップの ユ ー ザ よ り依 頼 され た シス テ ム サ ポ ー トを シ

ステ ムハ ウスに紹 介 す る こ と も考 え られ るが,こ の 場 合 には それ を機 会 に新 し

い得 意 先 を得 た こ とに な り,大 きな メ リ ッ トに もな る。 チ ップ メー カは ユ ー ザ

よ り システ ムハ ウスの 紹 介 を頼 ま れ る こ とが あ り,現 今 の よ うな マ イ コ ンの 応

用 に関 す る技 術 工 数 の 需 給 状 況 に お い て は,シ ス テ ム ハ ウスは 居 なが らに して

仕 事 を得 る こ とが で き る場 合 も多 い 。

特 に マ イコ ンの 応用 が,エ レク トロ ニ クス以 外 の 広 範 な 各種 の 製 造 業 へ 浸 透

しつ つ あ る現 状 か ら,こ の様 な ケ ー スは増 え て い る もの と思 われ る。 これ らを

通 じて の シ ステ ムハ ウ ス 自体 の仕 事 の確 保,PR,宣 伝,得 意 先 拡 大 の メ リ ッ

トは,協 力 関 係 の中 で最 大 の もの で は な い か と思 わ れ る。
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② 技術 情 報 の交 流

シス テ ムハ ウス が ユ ーザ か らの 要 求 を実 現 す るに 当 って必 要 とす るの は,極

めて最 新 の 高度 な技 術 力 で あ る。 マ イ コ ン関連 の業 界,分 野 の発 展 は 非常 に速

く,ま た マ イ コ ン関 係 の 技 術 は半 導 体LSI技 術 とは切 は なせ な い密 接 な関 係

にあ り,マ イ コ ンの 進 展 はLSIの 進展 な く して は あ りえ な い こ とか ら,シ ス

テ ム ハ ウスは常 に最 新 の マ イコ ン,メ モ リ用LSIに 関 す る情報 を も って それ

らを駆 使 してゆ か な け れ ば な らな い 。

この こ とが 尖 端 的 な 技 術 の競 争 力 に も通 じる こ とで あ るか ら,シ ス テ ムハ ウ

スは チ ップ メー カ と協 力 す る こ とに よ り,よ り最 新 の情 報 を得 る こ とが で き る

可能 性 を もつ こ とに な る と言 え る。

また,チ ップ メ ー カ側 と して はLSIの 規 模 が 大 き くな り,ど ち らか と言 う

とシ ス テ ムに近 くな って きた現 在,ま た は これ か らの 未来 にお い て は,LSI

の 製作 技 術 を保 有 して い て も,ど んな機 能 のLSIが 世 の中 に 望 まれ て い るの

か を知 る こ とは 容 易 で な い 。

日 本 に お け るチ ップ メー カに は 自社 で シス テ ム,装 置 部 門 を もち,自 社 消 費

を もって い る と ころが 多 い か ら,シ ス テ ム サ イ ドの ニー ズ:はそれ に相 当 して得

られ るが,そ れ だ け で は広 い マ ーケ ッ トの あ らゆ る分 野 に渡 る ことは 困難 で あ

り,市 場 ニー ズの把 握 は別 の 方 法 で しな け れ ば な らな い 。

シ ス テム ハ ウス との 協 力 に よ り,こ の よ うな市 場 ニ ーズ の 一部 を キ ャ ッチ で

き る可 能 性 が あ る とす れ ば,シ ス テ ム ハ ウス との 協 力 は チ ップメ ー カに と って

も有利 で あ る。

更 に進 ん で新 しい ニー ズ に よ るデ バ イスの開 発 を共 同 で行 ない,ま た は評 価

す る と言 う可 能 性 もあ る。

技術協力の他の局面 としては技術者の教 育がある。先 に も述べ た通 り,シ ス

テ ムハ ウスは 技 術 力 を大 きな 武 器 とす る もの で あ るか ら,メ ンバ ー の レベ ル ア

ップは常 に心 掛 けね ば な らな い 。特 に マ イ コ ン,メ モ リ用LSIな どチ ップの

内容 に つ い ては 十 分 な知 識,情 報 が 必要 で あ り,そ れ らは シス テ ムハ ウス側 だ

一80一



け での独 自の努 力 だ けで は 不 十分 な こ とが あ る。 この 場 合,協 力 関係 に あ る チ

ップ メ ー カ に教 育 を 目的 で一定 期 間 派 遣 して技 術 習 得 させ る な どが あ る 。

(3)開 発 ツ ールな どの開 放

マ イコ ン応 用 装 置 や システ ムの 設 計 に は,通 常 開 発 ツール と称 す る設 備 や プ

ログ ラム が必 要 で あ る。

と ころ が,こ の ツー ル は 各社 の マ イ コ ンに共 通 性 の あ る もの は 少 な い 。 そ し

て シス テ ムハ ウス は各 社 の もの をす べ て用 意 す る と した ら,シ ス テ ム ハ ウスが

一般 に小 規 模 な こ とか ら も
,過 大 な 設備 負 担 に な る と言 わ な け れ ば な らな い。

勿 論,比 較 的頻 繁 に使 用 して稼 動 率 の 高 い もの は おの お の 自社 で所 有 す るに

して も,ご くた まに しか使 わ な い もの まで設 備 と して持 つ の は大 変 非能 率 であ

る。 この場 合 もチ ップ メ ー カ との協 力 関 係 に よ り開 発 ツー ル を開 放 して も らい ,

必 要 な だ け使 用 で きる様 な体 制 も考 え られ る。

ま た,メ ー カが 行 う講 習 会 や ゼ ミナ ーを利用 して,知 識 の ア ップ デ イ トを計

った りす る こ と もで き る。

更 に,チ ップ メー カ よ り受 け た仕 事 が 非常 に新 しい分 野 や技 術 に関 す る もの

で あ る場 合 には,ま だ 世 の 中 には 未発 表 の新 製 品 に関 す る技 術 内容 や資 料 な ど

を通 して,最 先端 の技 術 や 情報 を扱 う こ とに な り,'こ れ の メ リ ッ トは大 きい し,

この 様 な機 会 で もな け れ ば容 易 に接 す る こ との で きな い もの で あ ろ う。

(4)守 秘 に つ い ての 協 力

協 力関 係 をす す め て ゆ くな か で非 常 に重 要 な の は,相 互 の秘 密 を守 る ことで

あ る 。 この こ とに つ い て は相 互 で契 約 を交 わ した りす る こ と もあ るが,何 と言

って も実 績 が物 を言 う様 で あ る。

守 秘 が 十分 に徹 底 して行 わ れ て,は じめ て 両者 の 協 力 関 係 が 効 果 を挙 げ るの

は勿 論 であ る。

(5)プ ロ ジ ェク トを共 同 で遂 行 す る協 力関 係

シス テム ハ ウス とチ ップ メ ー カの それ ぞ れの 得 意 とす る分 野 を持 ち寄 って ,

協 力 の 下 に共 同 で 一 つ の プ ロジ ェク トを遂行 す る こ と も考 え られ る。
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2年 前,通 産 省 の マ イク ロコ ン ピ ュ

ー タ応用 機 器 に 関 す る委 託開 発 事業 に

よ り,開 発援 助 を行 った こ とが あ った。

ζの場 合 もマ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ応 用

シス テムの 開 発 に 当 り,シ ス テム ハ ウ

ス とチ ップ メ ー カ との ペ アー で開 発 に

当 るこ とが 条件 に な っ て いた が,こ の

よ うな例 は 両 者 の 協力 関係 の在 り方 を

示 す良 い例 で あ った と思 う。

2.2.2ユ ー ザ と シ ス テ ムハ ウ スの協 力

関 係

(1)ユ ー ザの 現 状

数千 個 乃 至 数 万 個 の電 子 的 能 動 素 子

(主 に トラ ンジ ス タ)を 数 ミリ角 の チ

発 注 一一一一

納 入

1

(代 行)

ll

(紹 介)

皿

(共 同開発)

プ

カ㌘

OEM

ユーザ

シス テ ム

ハ ウ ス

チ ップ

メー カ

チ ップ

メー カ

OEM

ユー ザ

シ ス テ ム

ハ ウ ス

シス テ ム

ハ ウス

ップ上 に集 積 したLSIの 汎 用 品 と して登 場 した マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タは,コ

ンピ ュー ダの機 能 を持 って い るた め安 価 な電 子 頭 脳 と して期 待 され,多 方 面 に

亘 る分 野 で 有効 に 利用 で き るの で は な い か と,こ の数 年 の間 に に わか に 人 気 が

沸 騰 した 。 しか し,一 部 の 分 野 を除 い て期 待 され た ほ どその成 果 は 得 られ て い

な い 。'

この項 で は,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ を利用 す る側 す なわ ち ユ ーザの 立 場 に立

ってその 問 題 点 を追 求 し,ユ ーザ と この 問 題 点 解 決 の 重 要 な鍵 を握 る とみ られ

る シス テ ム ハ ウス との 関係 を考察 す るた め の プ ロ ロ ー グ とす る 。

① 応 用 作 業 の プ ロセ ス

マ イ ク ロ コ ン ビ。ユ一 夕を利用 しそ の成 果 を得 るた め に は,次 の プ ロセ ス を

経 な けれ ば な らな い 。

(D.企 画

(iD、 シス テ ム設 計
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(iiD

(iv)

(V)

(vi)

(viD

&川)

(ix)

評 価 と技 術 的調 査

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの設 計 仕 様 作 成

ハ ー ドウ ェアの 開 発 と設計

プ ロ グ ラ ミング

試 作 とその 検 討

技 術 的 評 価

事 業 化 へ の意 志 決 定

この プ ロセス を進 め て い く途 上 で,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの 利用 価 値 が 認

め られ る こ とが 明 確 に な るの は,(iij)の 評 価 と技 術 的 調 査 が 完 了 した時 点 で

な けれ ば な らな い 。勿 論,(Dの 企 画 段 階 で は技 術 的 背 景 を 見極 め た考 察 が

必要 で,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ を中心 とす る新 技 術 の 活 用 を考 慮 して作 業 を

進 めな けれ ば な らな い が,本 格 的 に マ イク ロ コ ン ピュ ー タの採 用 が 決 ま るの

は,シ ス テ ム設 計 が 完 了 し,企 画 され た 対象 の シス テ ムの な か の 一 部 品 とし

て マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タを採 用 す る こ とが 最 善 で あ る と評 価 され た後 で な け

れ ば な らな い 。 この 評 価 は 企 画 目的 に 沿 って設 計 され た シ ス テ ムが 当初 の思

惑 通 りで あ るか ど うかの機 能 面 ・経 済 面 で の チ ェ ックが 中 心 であ る 。技 術 的

調 査 とは,設 計 され た シス テ ムの うち現 行 技 術 で 消化 で き る もの と新 たに 技

術 開 発 を要 す る もの とに区 分 け し,定 め.られ た期 間 .内で 消 化 し う るか ど うか

を調 査 す る こ とで あ る 。新 た な技 術 開 発 が 要 求 されれ ば(V)の 段 階 で専 門 の

プ ロ ジ ェク トを編 成 しな けれ ば な らな い 。 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タを新 し く導

入 し よ うとす る と きは,開 発 を要 す る技 術 的 問題 を伴 って く るの が 通 例 で あ

る 。 それ は マ イ ク ロ コ ンピ ュー タの豊 富 な機 能 を活 かす た め と,こ れ の持 つ

コ ス トとの バ ラ ンスが 他 の部 分 に要 求 され るか らで あ る 。

(V)と(vDと は 殆 ん ど平 行 して進 め られ るが,こ の 作 業 の な か で最 も重要

な こ とは,シ ス テ ムの構 成 に 際 しハ ー ドウ ェア と ソフ トウ ェアの バ ラ ンス を

保 ち,シ ス テ ム と しての最 適 化 を計 る こ とで あ る。 この 作 業 は相 当 この技 術

に 熟 達 して い な けれ ば で きな い難 題 で あ ろ う。Mii)の 技 術 的 評価 に よ り企 画
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意 図 を充 た してい れ ば事 業 化 の意 志 決 定 を行 い,定 め られ た 路 線 に 沿 って進

行 させ れ ば よい が,新 し く導 入 され た マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ を中 心 とす る過

去 に経験 の な い技 術 的諸 問題 に つ い て は,特 別 の 考 慮 を払 う必 要 が あ ろ う。

技 術 的 評価 の結 果 が 思 わ し くな けれ ば,(Dに 戻 って再 度 企 画 の練 り直 しを

しな けれ ば な らな い 。

この プ ロセ ス を通 じて最 も大 切 な こ とは,企 画段 階 で何 が何 で もマ イ クロ

コ ン ピ ュー タ を利 用 す るの だ とい う態 度 で臨 む の で は な く,マ イ ク ロコ ン ビ ・

ユ一 夕 を意 識 して行 う こ とに 意 義 が あ る とい うこ とで あ る。 それ に は企 画 者

が マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの 機 能 ・利 用 効 果 な どに つ い て,充 分 な知 識 を予 め

取 得 して お かね ば な らな い こ とは い うま で もな い 。 また,意 識 して企 画 した

もの で も結 果 と して採用 しな い方 が 得 策 で あ る こ と もあ る 。 マ イ ク ロコ ン ピ

ュー タは万 能 で あ る筈 が な い 。世 の 中 の 人 気 に 惑 わ され て誤 ちを犯 す こ とが

あ るの で注 意 を要 す る。

② ユ ーザ と応 用

マ イ ク ロ コ ン ヒ。ユ一 夕 ・ブ ー ムに 酔 い,こ れ を利用 す る こ とが 企業 競 争 に

勝 つ こ とで あ る と信 じ,自 社 内 に マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ設 計 技 術 者 を養 成 す

る こ とだ け に専 念 して い る企業 が 非 常 に 多 い 。 それ も応用 利 用 を進 め る一要

素 に は違 い な いが,そ れ だ けで は この 目的 は果 し得 な い 。更 に 重要 な 人材 が

入用 で あ る。

(Dマ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ を意識 して企 画 ・評 価 で き る経 営 者 ・管 理 者

(iDマ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ を応 用 シ ス テ ムの1ユ ニ ッ トと して 自由に 活用

し得 る シス テ ム設 計技 術 者

(iiDマ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの 働 き を ブ ラ ックボ ックス的 に 理 解 し,自 社 の

応用 シス テ ムに組 み 込 む こ とが で き る技 術 者

これ らの 人材 を養成 しな け れ ば有 効 な マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの 応用 は あ り

得 な い。 これ らの 人材 が不 足 して い る企 業 は,往 々に して前 項 の(V)の 段 階

か ら作業 を始 め る こ とが 多 い 。 これ らの企 業 で,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ技 術
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者 を持 ってい な い とこ ろは シ ス テム ハ ウスに 直接 相 談 を持 ちか け るが,(iv)

の段 階 ま で消 化 され て い な い の で,シ ス テ ム ハ ウス と して も相 談 の受 け よ う

が な い 。 こん な 企 業 との応 待 は 一番厄 介 で あ る。 自社 の技 術 者 に(V)の 段 階

か ら一足 飛 び に マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ を何 か に利 用 す るよ う押 しつ け て も,

技 術 者 が 困 る だ け であ る 。(Dか ら(jv)ま で の作 業 で 成 否・が 決 ま るの で あ る。

企 画 書 は大 抵 の 中 小 企 業 で は経 営 者 で あ る場 合 が 多 い 。 そ うで な くて も企

業 の 幹 部 ク ラスが その 任 を担 当 して い る筈 で あ る。経 営 者 を含 め た企 業 の幹

部 ク ラスの マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タに 関 す る知 識 の向 上 が 応用 成 功 の第1条 件

で あ る。

ま た,自 社技 術 のな か に どの よ うな 形 で マ イク ロコ ン ピ ュー タを導 入 す れ

ば よいか,自 社 の持 つ応用 対 象 を どの よ うな シ ステ ム に す れ ば マ イ ク ロコ ン

ピ ュー タの 有 用 な機 能 を生 かせ るか適 確 に 考 察 し得 る巾 の 広 い技 術 を取 得 し

た有 能 な シ ステ ム設 計技 術 者 が 是 非 必 要 で あ る 。 マイ ク ロ コ ン ピ ュー タそ の

ものの 技 術 者 よ り も,上 記 の 企 画 者 ・シス テ ム設 計技 術 者 は そ の企 業 に絶 対

欠 かせ な い もの で,企 画 と シス テ ム設 計 は 他企 業 に委 託 で きな い独 自の もの

で あ る こ とを肝 に 銘 じてお か な けれ ば な らな い。 この 二者 を保 有 して い る企

業 が マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの 応用 に 成 功 して きた の で あ る。

③ ユ ーザの持 つ マ イ ク ロ コ ン ヒ.ユ一 夕利用 上の 問 題 点

前 述 の よ うに,大 抵 の ユ ーザ は マ イ ク ロ コ ンピ ュー タを利 用 した い と念 願

して い るが,彼 等 自身 の 持 って い る真 の 問題 点 は認識 され て い な い。 その た

め,い く ら努 力 して もその 成 果 は遅 々 と して上 が らな い 。 それ は,マ イ クロ

コ ン ピ ュー タの機 能 や 本 質 を マ ク ロに 捉 え てい る企 画 者 や これ を導 入 して 自

社 の技 術 を更 に 向 上 させ 得 る シ ステ ム設 計技 術 者,導 入 に よ り新 た に発 生 し

た 周辺 の開 発 技 術 を処 理 で き る技 術 者 を確 保 して い な いか らで あ る。 む しろ,

ユ ー ザは マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タその もの の技 術 者 を育 て る こ とに躍 起 とな っ

て い る 。 これ は後 述 の よ うに シス テ ム ハ ウス を活用 す る こ とで解 決 で き る問

題 で,マ イク ロ コ ン ピ ュー タ応 用 を成 功 させ る決 定 的要 因 で は な い 。 したが
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って 当面 ユ ー ザが 重 点 的 に 養 成 しな けれ ば な らな いの は,前 項 で挙 げ た 人材

で あ る。

これ らの 企 画 者技 術 者 を,既 有 の 企 画 者技 術 者 で,ユ ー ザ独 自の技 術 を熟

知 した専 門 家 の な か か ら選 び,新 た に マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タに関 す るそ れ ぞ

れ の業 務 を遂 行 で き る だけ の知 識 を取 得 させ れ ば よ い 。 当初 は,決 して マ イ

ク ロ コ ン ピ ュー タの 内部 の メ カ ニズ ムま で立 入 って,マ イ ク ロ コン ピ ュー タ

その もの の 設 計 や プ ロ グ ラ ミン グまで駆 使 で き るほ どの専 門 家 に ま で技 術 者

を育 て 上 げ な くて も,前 記 の 有用 な 人材 さ え保 有 して い れ ば充 分 で あ る 。 こ

の こ と を認 識 して い な い企 業 が 多 い こ とが ユ ーザ と して の最 も重 要 な 問 題 点

で あ ろ う。'

② シス テ ム ハ ウスの 活用

シス テム ハ ウスが,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの 応用 専 門 企業 と して一 つの 企 業

形 態 を形 成 し,そ れ な りの事 業 と して成立 ら,な お発 展 しつ ＼あ るの は,一 つ

の半 導 体 部 品 で あ る マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タを使 い こな す た めに 高度 な専 門 知 識

を必 要 とす るか らで あ る。企 業 と して成 立 つ ほ どの 専 門 知 識 が 入用 な もの を,

も と もと専 門 外 で あ る企業 が速 効 的成 果 を 自社 の力 だ け で得 よ うとす る と ころ

に無理 が あ る。 こSに ユ ーザ が シ ステ ム ハ ウス を利用 す る価 値 を見 出 す こ とが

で きる。

① 活用 の 方法

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ利用 の 際,ユ ーザ が シ ス テ ム ハ ウス に何 らか の 形 で

援 助 を求 め る と き,そ の委 託 の 内容 は様 々で あ る 。

囚 応用 仕 様 全 体 を提 示 して,最 終 完 成 品 ま で設 計 させ,場 合 に よ って は生

産 又は 製 作 ま で依 頼 す る もの

(B)応 用 シス テム の 一 部 と して マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの 部分 だけ設 計(製 作

・生 産 ま で延 長 す る こ と もあ る)さ せ る もの

{C)プ ロ グ ラ ミン グだ け依 頼 す る もの

また,動 機 もユ ーザ の 事情 に よ って異 る。
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専 門外 の企 業 で マ イク ロ コ ン ビ。ユ 一 夕の 有用 性 を認 識 し,

(。)の動機 に よ 姻 の 内容 を依

頼 す る こ とが 多 い 。 多 少 マ イ ク ロコ ンピ ュー タの 応用 経験 を持 つ ユ ー ザ は,

(b)の 動 機 が 多 く,(B)の 委 託 内容 に な る。(c)の 動 機 で シス テ ムハ ウス を利用 す

る と きは,(B)又 は(C)の 形 に な り,自 社 の設 計能 力 の補填 ・拡 大 を企 図 した も

の とな る。

(a)の 動 機 で シ ス テ ム ハ ウス を利用 す る場 合,ほ とん どの ユ ー ザ は マ イ ク ロ

コ ン ピ ュー タの 本質 に つ い ての理 解 が な く,完 成 まで に相 当な 時 日 を要 し,

シス テ ム ハ ウスに も必 要 以 上 の負 荷 が か 、るだ け で は な く,結 果 に期 待 した

ほ どの 効 果 が得 られ な い こ とが 少 くな い。 少 くと も,自 社 の マ イ ク ロコ ン ピ

ュー タに関 す る技 術 や知 識 を(B)の 動 機 で依 頼 で き る レベ ル ま で 引 き上 げ た う

えで,シ ス テ ム ハ ウスの 利用 を図 る こ とが望 ま しい 。 さ きに述 べ た 人材 を養

成 す る こ とが 先 決 であ る 。 この レベ ル まで到 達 す る と,応 用 の プ ロセ ス上 で

最 も重要 な 企 画 か らマ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの設 計 仕様 作 成 ま で の作 業 を ユ ー

ザ が 行 い,ハ ー ドウ ェ アの開 発 と設 計(マ イ ク ロ コン ピ ュー タの 部分 の み)

以 下 の作 業 の 一 部 を シス テ ム ハ ウスに委 ね る こ とが で き る。企 画 か らマ イ ク

ロコ ン ピ ュー タの 設計 仕 様作 成 ま での作 業 を シ ス テ ムハ ウ ス と共 同 で 行 うと,

対 象 の応 用 シス テ ムの 専 門家 で な い シス テ ム ハ ウスが その 専 門 知 識 を理 解 し

設 計 仕 様 を完 成 させ る まで,両 者 の 間 で相 当量 の 情報 交 換 を必 要 と しよ う。

そ の プ ロ ジ ェク トが 評価 の段 階 で 没 に な らな い と も限 らず,シ ス テ ム ハ ウス

と して も不安 材 料 の1つ であ り全 力投 球 で きな い恨 みが あ る。

(a}自 社 に マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの応用 技 術 を保 有 して い な い 。

(b)応 用 技 術 は 多 少 あ るが,専 門 企 業 に委 託 した方 が短 期 で完 了 し,こ の

委 託 を 通 じて 自社 の技 術 の向 上 に役 立 たせ る。

(c)そ れ相 応 の 応 用 技 術 を持 って い るが,社 内 的に 応用 テ ー マが 多 く,

部 を外 部 に委 託 しな い と消化 しきれ な い。

こ うして み る と,

速 や か に これ を事 業 に 取 り入 れ た い ユ ーザ は,

一87一



② 活用 の効 果

ユ ーザ が 自社 の シ ス テ ムに マ イ ク ロ ゴ ン ピ ュ一 夕を利用 す る とき,シ ス テ

ムハ ウスの 応用 技術 の 力 を借 るこ とに よ って得 られ る効 果 を ま とめ る と次 の

通 りにな る。

(Dマ イク ロ コ ン ピ ュー タの応 用 に未 経験 で も,応 用 の 着 手 か ら完 成 ま で

短 期 間 で済 ませ る こ とが期 待 で き る。

(iDエ レ ク トロニ クスの 専 門外 の 企業 で も,新 た に専 門 技 術 者 を採 用 す る

こ とな しに,自 社 の 技 術 の範 囲 内 で マ イ ク ロコ ン ピ ュー タを利用 で き る。

(iiD応 用 対 象 が 自社 の 設 計 能 力 の 範 囲 を越 えた と き,必 要 に応 じて外 的 パ

ワー を利用 で き る。

(iv)広 範 囲 の応 用 専 門知 識 を吸 収 す る こ とが で き,新 しい応用 の展 開 が 期

待 で きる 。

(V)マ イ ク ロ コ ン ピュー タの 部 分 は ブ ラ ックボ ック ス と して対 応 で き,自

社 独 自の シ ステ ム設 計 に専 念 で き る。

こ の よ うに マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ応 用 の過 程 で シス テ ム ハ ウスを 活用 す る

に は,ユ ーザ それ ぞれ の 事 情 に よ って その仕 方が 異 る。 い 〉換 えれ ば,ユ ー

ザ は 自社 の マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タに 関 す る技 術 的背 景 を よ く把 握 し,ど の 部

分 で シ ス テム ハ ウス利 用 の 効 果 を得 るか よ く検 討 し た うえで,そ の 活 用 を図

らね ば な らな い 。無 闇 に シ ス テム に頼 り切 る こ とは,結 果 と して ユ ー ザ と シ

ス テ ム ハ ウス との 間 に い ろい ろ な形 の 凝 りを残 す こ とに もな りか ね な い の で

注 意 を要 す る。

③ 現 在 の シス テ ム ハ ウス活用 上 の 問 題 点

ユ ー ザ側 か らみ た シ ス テ ム ハ ウ ス を活用 す る うえで の現 在 の問 題点 を列 挙

す る と次 の よ うに な る。

(i)シ ス テ ム ハ ウス個 々の技 術 的能 力 が 不 明 で,要 求 の命 題 を消 化 し得 る

か ど うか 不 安 で あ る。

(iDシ ステ ムハ ウ スが 抱 え て い る受 注 残 が 多 く即応 性 が な い 。 した が って

手 番 が長 くな る。
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(m)・ シス テ ム ハ ウスの業 界 と して纏 った情 報 が ない た め,委 託 先 選 定 に困

難 を伴 う 。

Gv)ユ ーザ の 大 部分 は シス テ ム ハ ウ スに つ い て の知 識 が 未 熟 で,シ ス テ ム

ハ ウス の活 用 の仕 方 や効 果 を知 らな い 。

また,シ ス テ ム ハ ウス側 か らみれ ば,ユ ー ザ と協同 して この仕 事 を円滑 に

進 め よ うと し て い るが,ま だ ま だ ユー ザ に対 す る不 満 は か な りあ る。

(D極 端 に短 期 の手 番 を要 求 す る。

(iD開 発 行 為 に対 す る費用 を過 少 評 価 す る。

(iiD応 用 対 象 全 体 の シ ス テム設 計 が 不 充 分 で,応 用 シス テ ムの 中 の マ イ ク

ロ コ ン ピ ュー タの役 割 が 明 確 で な く,委 託 作 業 に関 す る仕 様 が 煮 つ め ら

れ て い ない 。

(iv)ユ ーザ が 前 も って行 うべ き周 辺 技 術 の 整 備 がな され て い ない 。

(V)ユ ーザ の委 託 目的 す な わ ち シス テ ムハ ウ スに委 託 す べ き作 業 の 区 分 け

と効 果 が 明確 に され て い な い 。

これ らの 両 者 間 の現 状 を打 開 す るに は,シ ス テ ムハ ウス の マ イ ク ロ コ ン ピ

ュー タ応 用 に関 す る役 割 を明 確 に す る と同時 に,ユ ー ザが シ ス テ ム ハ ウスに

委 託 す るに際 して 予 め用 意 す べ き必 要 事 項 な どを纏 め た委 託 要 領 の よ うな も

の を発 行 しPRに 努 め るべ きで あ ろ う。

ユ ーザ と シズ テ ムハ ウスが 協 力 して マ イ ク ロコ ンピ ュー タ を よ り有用 な も

の と して活 用 してい くに は,シ ス テ ム ハ ウス の持 つ役 割 と立 場 を よ くユ ーザ

に 認 識 させ るだ け で は な く,ユ ー ザの 信 頼 を得 る企業 群 に 成 長 す る こ とが 望

ま しい 。

(3)ま とめ

エ レ ク トロ ニ クス関 連 の技 術 を専 門 と しな い 企 業 で,マ イ ク ロゴ ン ピ ュ一 夕

を利用 しよ うとい う気 運 が高 ま ってか らま だ 日 は浅 い。 これ らの ユ ーザ は マ イ

ク ロ コ ンピ ュー タ応 用 の 技 術 的 基盤 を早 急 に整 備 す るこ とは至 難 の業 で あ ろ う。

ユ ーザ と シ ス テ ム ハ ウスは前 述 の それ ぞ れの 現 状 を理解 し合 い,前 者 は マ イ ク
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ロ コ ン ピ ュー タ応 用 の 最 小 限 の技 術 を身 につ け るた めに 後 者 の バ ック ア ップを

有 効 に生 か す よ う配 慮 し,後 者 は マ イ ク ロ コ ンピ ュー タ応用 に つ い ての 指導 的

立場 に立 って前 者の 技 術 レベ ルの 向 とを促 す よ う努 力 しな けれ ば な らな い 。 ユ

ーザ と シ ス テ ムハ ウスの 協 力 関係 を よ り密 接 な もの とす る こ とが この問 題 解 決

の 第 一 条件 で あ るが,そ れ には シ ス テ ム ハ ウスの企 業 と しての 存 在 価 値 を世 間

に知 らしめ,数 多 くの ユ ー ザ を して シス テ ム ハ ウスに 目 を向 け させ る こ とが 先

決 で あ る。 それ か らユ ーザ の 応用 技 術 の 能 力 に 対応 させ て個 々に 両 者 の協 力 関

係 の接 点 を拡 大 し,お 互 いの 事 業 の 発 展 に お互 が寄 与 で きれ ば,こ の協 力 関 係

は よ り強 固 な もの とな ろ う。

2.2.3チ ップ メー カの シ ス テ ム ハ ウス に期 待 す る もの

(1)最 近 のLSIの 生 産 動 向

本 論 に入 る ま えに,1970年 代 の エ レク トロ ニ クスの飛 躍 的発 展 に イ ンパ ク

トを与 え,こ れ か らの産 業 界 の技 術 革 新 の 中枢 と期 待 され てい るMOS型LS

Iの1979年 の 我 が国 の生 産 動 向 を分 析 して み る。 この 分 析 を通 じて,汎 用 の

LSIの 代 表 とみ られ る マ イ ク ロ コン ピ ュー タ関連 素 子 が,他 の 各種MOS型

LSIと 対 比 して,ど の よ うな動 き を示 して い るか を考 察 し,あ とで述 べ る論

旨 を理 解 す る うえで の 一助 と した い 。

表2-1は1979年 の我 が 国 のMOS型LSIの 生 産 動 向 を示 した もの で あ

る。MOS型 記 憶 素 子 も,最 近 では,LSIの 規模 に ま で拡 大 され て い るの で

併 記 して み た 。記憶 素 子 も含 め て,1979年 の全MOS型LSIの 生 産 個 数 は

2億5000万 以 上 に達 した もの と推 定 され,記 憶 素 子 は その うらの約3割 を占

め て い る。記 憶 素 子 を除 くMOS型 論 理LSIの うち,電 卓 ・時 計 用 が依 然 と

して 主 流 を占 め,約4分 の3の シ ェアを持 ってい る。 一 方,マ イ ク ロコ ン ビ。ユ

ー タ関 連 素 子 は ,MOS型 論 理LSIの 全 生 産 量 の約15%を 占 めて い るに 過 ぎ

な い が,こ の1年 間 の生 産 推 移 を た ど って み る と,上 期(1～6月)に 比 して

下 期(7～12月)は2倍 以 上 の 値 が 記 録 され て い る。(表2-2)MOS型L

SIの 全 生 産量 の 上期 に対 す る下 期 の伸 び が3割 強 で あ るの に 比 べ て,マ イク
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ロ コ ンピ ュ一 夕関 連 素 子 の 需 要 が 急 増 してい る こ とに注 目 しな けれ ば な らな い
。

マ イク ロ コン ピ ュー タの生 産量 の 大半 は,我 が 国 の産 業 構 造(民 生 主導 型)

に よ る特 徴 を反 映 して,4ビ ッ ト型1チ ップマ イ ク ロコ ン ピ ュー タで あ ろ うが ,

その 周 辺 素 子 の80%近 い伸 び か ら,8～16ビ ッ ト型 の 汎 用 マ イク ロプ ロ セ ッ

サの 需 要 も一 気 に 上 昇 して い る こ とが 類推 され る。 この 動 きは記 憶 素 子 の な か

のROMの 生 産推 移 か ら も推 定 で き る。(ROMの うちの 大 部分 は マ イ ク ロ コ

ン ピ ュー タ を構 成 す る素 子 と して マ イ ク ロプ ロ セ ッサ とと もに活 用 され て い る
。)

この 素子 も上 期 に比 して 下期 は60%以 上 の生 産 個 数 の伸 び が あ った 。 その 上,

1979年 後 半 は,ROMの 主流 を占 め るEP-ROMの1個 当 りの 記憶 容 量 が

8Kビ ッ トか ら16Kビ ッ ト(2708型 か ら2716型 へ)に 切 換 え られ た 時 期 で

あ り・ この生 産 個 数伸 長 に 対 す る マ イナ ス要 因 まで打 ら 消 して,こ れ だ け の伸

び を示 した こ とは,ROM関 連 す な わ ち汎用 マ イク ロプ ロセ ッサ の需 要 の 拡 大

傾 向 は測 り知 れ な いほ ど大 き い よ うに見 受 け られる 。 これ らの 生 産 動 向 か ら,

1979年 に至 って,よ うや くマ イ ク ロ コ ンピ ュー タの応 用 利用 が 基 盤 作 りの 時

代 か ら発展 段 階 に 一歩 進 ん だ ことが推 察 され る。 さ らに 考 察 を推 し進 め て今 後

のMOS型LSIの 動 きを推 測 してみ よ う。1979年 上期 か ら下期 へ の 伸 長率

で そ れ ぞれ の 品種 が その 生 産 量 を伸 ば して い く とす ると,2年 後 の1981年 に

は ・マ イク ロ コ ン ヒ。ユー タ関 連 素 子 のMOS型 論 理LSIに 占 め る割 合 は50%

近 い値 を記録 す ることが予想 され る。(表2-2)電 卓や時計の伸 びは今後 そ

れ ほ ど期 待 で きな い し,専 用LSIは チ ップ メー カの 設計 能 力 に よる制 限 を受

け,大 巾 な伸 長 は望 め な い 。 今後 のLSIの 生 産 量 の伸 長 は,汎 用 のLSIで

あ る マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ関 連 素 子 に負 う と ころが 大 きい こ とは 誰 し も認 め る

と ころ で あ ろ う。 した が って,LSIメ ー カは マ イ ク ロ コ ン ビ。ユ一 夕関 連 素子

の普 及 拡 大 が,LSI産 業 に重 大 な 影 響 力 を持 って い る こ とを意 識 し て努 力 し

ては い るが,・ チ ップ メ ー カの 力 だ け では 到底 最 近 の 急 テ ンポの 発 展 に つ い て い

け な い のが 現 状 で あ る 。 マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ応 用 専 門企 業 で あ る シ ステ ムハ

ウ スの以 下 に述 べ るよ うな バ ック ア ップが得 られ れ ば,チ ップ メー カは ,LS
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1の 需要 拡 大 に伴 う独 自で処 理 しな けれ ば な らな い対 策 へ の 対応 に専 心 で きよ

う。 この体 制 が 実 現 すれ ば,我 が国 が 特 に 指 向 しなけ れ ば な らな い 付加 価値 の

大 きい 産業 の 中 心 的存 在 で あ る エ レク トロ ニ クス分 野 で,更 に 高度 な発展 が期

待 で き る もの と確 信 す る。

(2)マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ応 用 専 門企 業 群 と しての 役 割

この項 で は,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タを各 産 業 界 で有 効 に利用 し,広 範 囲 な応

用 普 及,発 展 を図 る た め に,チ ップメー カか らみ た シス テ ム ハ ウスの理 想 的 な

役 割 に つい て論 述 す る 。

① 利用 普 及 の た めの ユ ーザ とメ ー カの技 術 的 緩 衝 帯

LSIは 普 通1素 子 当 り5千 個 か ら1万 個 の能 動 素 子(ト ラ ン ジス タ)を

搭 載 して い る。 特 定 の 目的 を果 す 機能 を このLSIで 実 現 す るこ とに よ り実

用 化 が 始 ま り,電 卓 や 時 計 に 大 量 に 利用 され て きた 。 このLSIの 持 つ力 を

汎 用 的 に 利用 で き るよ う工 夫 され たの が,マ イ ク ロプ ロ セ ッサ で あ る。 これ

は 多種 の機 能 が 汎用 的 なLSIか ら得 られ る よ う,コ ンピ ュー タの 機能 を持

って い る。(こ の 詳 細 は53年 度の 報告 書 を参照 されたい。)レ たが って,こ の

マ イ ク ロ プ ロセ ッサ を中 心 と した マ イ ク ロコ ン ヒ。ユ一 夕応 用 シ ステ ム を設 計

し,目 的 の 特 定 機 能 を実 現 す るに は,そ れ な りの 高度 な シ ス テ ム設 計 技 術(

ハー ドウ ェア)と 利用 技 術(ソ フ トウ ェア)が 要求 され る。加 え て チ ップ メ

ー カそれ ぞれ に マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タまた は マ イ ク ロプ ロ セ ッサの 製 品 仕 様,

利用 技 術 が 異 って い る。 あ るチ ップ メー カの プ ロセ ッサの応 用 技 術 を こな せ

て も,そ の ま ＼他 の チ ップ メー カの もの を即座 に利用 で き る とい う保 障 は な

い。 その 上,半 導 体 技 術 の向 上 に よる更 に 高機 能 の マ イク ロプ ロセ ッサ が ど

ん どん製 品 化 さ れ つ つ あ る。 ま た,各 チ ップ メ ー カの 競 争 に よ り,市 場 に は

多種 の モ デ ルの マ イ ク ロプ ロセ ッサが 存 在 し,そ れ な りの特 徴 を備 え競 合 し,

目下 の と ころ標 準 化 は 困難 な よ うで あ る。 当分 の間,こ の 競 合状 態 が続 く も

の と思 われ る。 む し ろ,更 に 高 度 な 高機 能 の モ デ ル(16ビ ッ ト型,32ビ ッ

ト型 な ど)の 開 発 に よ り,ユ ーザ に 与 え る応用 技 術 習 得 の た めの 負 荷 は,ま
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す ます 大 き くな って い きそ うな 気 配 で あ る。 この よ うな状 況 の下 で,各 チ ッ

プ メー カは,と もに,ユ ー ザの応 用 技 術 向 上 の た め の負 荷 を軽 減 させ るた め

の 努 力 を怠 って い るわ け では な い 。 それ に必 要 な詳 細 な ドキ ュメ ン トの発 行,

応用 シス テ ム開発 の た めの 各種 の 道 具 類(エ ミュレ ー タ,デ バ ッガ,プ ロ グ

ラ ミン グ ・ツ ールな ど)や プ ログ ラ ム言 語 体 系 の 高度 化 に関 す る工夫 な ど,

で き得 る限 りの 力 を注 い で い る。 この 努 力 も最 早 急 速 な利 用 分 野 の拡 が りに

追 い つ い て い け ない状 態 にな りつつ あ る。

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの 専 門応 用 企 業 と して,そ の 経 営 基 盤 を培 って きた

シス テ ムハ ウスは,過 去 の技 術 の 蓄 積 の上 に立 って,こ の 道 の専 門技 術 者 を

中 心 に 経 営 を展 開 して きた 。 シス テ ム ハ ウスは,現 用 の マ イ ク ロ プ ロセ ッサ

の 各種 モ デ ルの 主流 を 占 め る数種 の ものの応 用 技 術 を駆 使 す る こ とや,新 種

の 有 望 な モ デ ルに つ い て新 しい 応用 技 術 を消化 す る こ とは,他 の 企業 群 と比

較 に な らな い程 優 れ た 能 力 を持 って い る筈 で あ る 。一般 の ユ ーザ は,有 用 な

マ イ ク ロ コ ン ピュー タを利用 した い とい う意 思 とは裏 腹 に,応 用 技 術 の熟 達

に困 惑 して い る。応 用 専 門 企 業 で あ る シス テ ム ハ ウ スへの 委 託 を通 じて,マ

イ ク ロ コ ン ピ ュー タの 利用 価 値 を高 め る技 術 の レベ ル ア ップが図 れ るな らば,

それ ほ ど有 益 な ことは な い 。 一方,チ ップ メ ー カはLSIを 生 産 し販 売 す る

の が 本 業 で あ り,ユ ーザ に 一般 的 な 応用 技 術 を指 導 し得 て も,個 々の応 用 シ

ス テ ムの 開 発 まで立 ち入 る能 力 は 持 ってい な い 。 シ ステ ムハ ウス が,応 用 専

門 企 業 と して,個 々の 応用 シ ス テ ム を開発 す る こ とが 企 業 の 経 営 目的 で あ る

とすれ ば,委 託 す る企 業 もそれ な りの 心構 えで対 処 で き る筈 で あ る。 ユー ザ

が チ ップ メ ー カか ら得 る こ とが で きな い,個 別 の応用 技 術 の 成 果 を シス テ ム

ハ ウスか ら取 得 し,マ イ ク ロ コ ン ピ ュータの普 及が 促 進 され れ ば,さ きに述

べ た具 体 的 な応用 技 術 指導 に まで 手 が 廻 せ ない とい うチ ップ メ ー カの悩 み が

解 消 され る 。

シス テ ム ハ ウスが マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの応 用 専 門 企 業 と して,チ ップ メ

ー カが 発 表 す る 一般 的 な 利用 技 術 を ,ユ ーザ個 々に対 して個 別 応 用 技 術 に解
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きほ ぐす役 割 を演 じ,応 用 技 術 の メー カとユ ーザの 緩 衝 帯 とな る こ とに よ り

付 加 価 値 を得 る ことが 可能 であ れ ば,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タに関 す る理 想 的

な産 業 形 態 が 実 現 で き る。

② 応 用 技 術 の 指 導 的 役 割

シス テ ムハ ウス は,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの応 用 シス テ ム開発 専 門 企業 と

して経 営 を安 定 させ るた め に,応 用 シス テ ム を具 現 化 す る先導 的技 術 を売 物

に しな けれ ば な らな い 。 それ に は,少 くと も応 用 に必 要 なLSIに 関 す るチ

ップ メ ー カが 発 表 す る技 術 情 報 を中 心 に,各 モ デ ルの特 徴 を分 析 し,応 用 対

象 に応 じた使 い分 け を適 切 に 行 わ ね ば な らな い だ ろ う。 ま た多 岐 に 亘 る周辺

技 術 に つ い て も熟 達 して い な けれ ば,ユ ーザ か らの委 託 に即 応 で きな い 。 こ

れ らは過 去 の応 用 実 績 数,レ バ ー トリに よ って積 み上 げ られ る もの で あ り,

応 用 専 門企 業 で あ って こそ成 し得 る もの で あ る 。 チ ップ メ ー カでは その 性格

上到 底 その域 に は達 し得 な い 。(努 力 して も自社 の生 産 す る素 子 の 応用 対象

の範 囲 に と どま る。)応 用 に 堪 能 な ユ ー ザ に して も限 られ た分 野 しか こ なせ

な い こ とは云 うま で もな い 。広 範 囲 な奥 行 きの 深 い応 用 技 術 の蓄 積 と向 上 は,

専 門 企業 と して の経 営 の 過程 で生 み だ され る貴 重 な ノ ウハ ウで あ るか らであ

る。

この よ うに して 得 られ た マ イ ク ロ コ ン ビ。ユ一 夕応用 に 関 す る豊 富 な 技 術 を

基 礎 と して,更 に 高 度 な応 用 シス テ ムの 開 発 に挑 戦 す る こ とが,シ ス テ ム ハ

ウスの 企業 経 営 を よ り強 固 な もの にす るこ とにな る 。 それ に は,マ イ ク ロ コ

ン ピ ュー タ関 連 素 子 の開 発 に必 要 な ユ ー ザ を代 表 した技 術情 報 をチ ップ メー

カに提 供 す る こ とや,未 利用 の 分 野 での 応用 シス テ ム導 入 の た めの 開 発 を行

うこ とな ど,マ イク ロ コン ピ ュー タ利用 に関 す る技 術 の指 導 的役 割 を演 ず る

こ とが要 求 され る。 チ ップ メー カは これ らの 情 報 提 供 に よ って更 に有 用 なL

SIの 実現 の た め の イ ンパ ク トが 得 られ る し,新 しい 分 野 へ の マ イ ク ロ コ ン

ピ ュー タの普 及 も期 待 で き,チ ップ メ ー カ と シ ステ ム ハ ウスの共 存 共 栄 体 制

が確 立 され よ う。
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③ 多 岐 に 亘 る分 野 の応用 開 発 の促 進

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの 有用 性 は,過 去,そ の応 用 技 術 に 堪能 な 分 野 の 活

溌 な 活 動 に よ り実 証 され て きた 。 これ らの情 報 が い ろ い ろ な機 会 に発 表 され,

エ レ ク トロニ クス の技 術 に あ ま り得 意 でな い分 野 の企 業 で もそ の利 用 価 値 を

期 待 し 「 とに か く,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タを使 い,自 社 の 製 品 を他 社競 合 品

に 対 して差 別化 した い 」とい う相 談 を よ くチ ップ メー カに持 ちか け て く る。

その 気 持 は よ く理 解 で き るが,こ ん な相 談 に限 って,利 用 目的 が 明 確 で な く,

それ に よ る効 果 に つ い て も分 析 で きてい な い 。た ∫漠 然 と マ イ グ ロ コ ン ピ ュ

一 夕に よ って現 状 を打 開 す る こ とが で き るの で は な か ろ う か と淡 い期 待 を抱

い て い るだ けで あ る。 チ ップ メ ー カは どんな 応用 に つ い て の相 談 に も応 じ ら

れ るだ けの応 用 技 術 は持 ち合 わ せ て いな い 。特 別 な場 合 と して,持 て る力 を

で き得 る限 り提 供 して それ に応 じ,応 用 開 発 を成 功 させ た と して も,そ の 過

程 で費 した 費用 を チ ップ メー カ と しての 性格 上,全 額 回 収 で きな い 。LSI

素 子 をそ の成 果 として販 売 す る こ とに よ って得 る利 潤 で それ を補 わ な け れ ば

な らな い 。 これ が満 足 で き るの は,1つ の応用 シ ス テ ムに 対 す る供 給 量 が極

め て大 きい1チ ップ型 の マ イ ク ロコ ン ピ ュー タを対象 に した場 合 に 限 られ て

くる 。 ユ ー ザ に と って も1チ ップ型 を採用 した と きに は,イ ニ シ ャル コス ト

が か さみ コ ス トパ フォ ー マ ンスが 悪 くな るの で 大量 生 産 を前 提 と しな けれ ば

な らな いか らで あ る。 ま して や,汎 用 の マ イク ロ プ ロセ ッサの 個 々の応 用 に

は,チ ップメ ー カが応 じ られ る余 地 が な いの が 通例 で あ る。突 発 的 に マ イ ク

ロ コ ン ピ ュー タの応 用 利用 を企 てた ユ ーザ では,応 用 の具 体 的作 業 に入 る こ

とが で き るま で,す な わ ち チ ップメ ー カが 一般 に発 行 して い る資 料 を活用 し

得 る段 階 に到 る までに は 膨 大 な 前作 業 が 必要 で あ る。 利用 目的 とそ の効 果 の

分 析 だ け で は な く,周 辺 技 術 の 整 備 も前 もって用 意 してお か ね ば な らな い か

らで あ る 。 この外,マ イ ク ロコ ンピ ュー タに課 す る機能 を詳 細 に つ めて お く

こ と も,プ ログ ラ ミングな どの詳 細 設 計 の た めに 欠 かせ な い作 業 で あ る 。 シ

ス テ ム ハ ウス は過 去 の幾 多 の経 験 か ら,こ れ らの 評価 や作 業 に 熟 達 して い る
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筈 であ る。 シ ス テ ム ハ ウスが これ らの ユ ーザ の 相 談 に応 じ る と この 過 程 を卒

な くこな し,ユ ー ザ が解 決 す べ き技 術 的 課 題 とマ イ ク ロコ ン ピ ュー タ シス テ

ムの設 計 上 の 問題 との仕 分 け も効 率 的 に 行 うこ とが で き る。 この よ うに シス

テ ム ハ ウスが そ の相 談 に 応 ず れ ば最 も短 時 日で全 て の作 業 を消 化 す る こ とが

で き る し,そ れ に要 す る費用 は,シ ス テ ム ハ ウスの経 営 自的 が 明 確 であ る以

上,ユ ー ザ も納 得 して支 払 うよ うに な ろ う。 シス テ ムハ ウス と して も,こ の

よ うな新 ユ ー ザ あ るいは 新分 野 の応 用 相 談 に応 じれ ば,応 用 分 野 の レバ ー ト

リが 経 営 活 動 を通 じて拡 が り一石 二 鳥 の効 果 を得 る こ とが で き る。 一 方,チ

ップメ ー カは直 接 この よ うな相 談 を受 け た際,シ ス テ ム ハ ウスの利 用 効 果 を

説 い て紹 介 し,チ ップメ ー カの み に課 せ られ た仕 事 に 専念 す れ ば よい 。 こ う

して マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの応 用 シス テ ムの 新 分 野 進 出 に よ り,エ レ ク トロ

ニ クス技 術 の 広範 な普 及 が期 待 され る 。 シス テム ハ ウスは ま さに この 担 い手

で あ る。

④ マ イ ク ロコ ン ビ.ユ一 夕関 連 の 新 技 術 の 確 立

マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの応用 利 用 が,こ れ ま で にな い新 しい分 野 に進 出 す

るに 際 して,過 去経 験 しな か った技 術 的 難 題 に 直 面 す る こ とが予 想 され る。

マ イク ロ コ ン ピ ュ ー タ を メ デ ィアに し て,エ レク トロニ クス技 術 を他 分 野

に 於 け る既成 技 術 の な か に新 し く導 入 す る と しな けれ ば な らな い 。 それ に は

マ イク ロ コン ピ ュー タの周辺 技 術 す な わ ち他分 野 の技 術 との 接 ぎに 新技 術 の

確 立 を必 要 とす る こ と もあ る.こ れ を シス テ ムハ ウスが企 業 の 努 力 で解 決 す

れ ば,そ の企 業 の そ の分 野 に於 け る技 術 の先 取 り として,企 業 の 経 営 基盤 の

強 化 に役 立 つ だ け で は な く,そ の分 野 の エ レク トロニ クス利用 の 専 門企 業 と

して独 特 の企 業 に成 長 す る可 能 性 もあ る。 シ ス テ ムハ ウスの 幾 つか の企 業 が

この よ うな過 程 をた ど り,そ れ ぞ れ独 自 の分 野 で新 しい 形 態 の 企業 と して 育

つ こ と も期 待 したい 。

新 分 野 での応 用 シス テ ム開 発 の 過 程 で,有 用 な マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ周辺

LSIや エ レク トロニ ク スデ バ イスの 要 求 もで て く る もの と思 わ れ る。 ニ 一
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ズに 適 合 した エ レ ク トロニ ク ス デ バ イ スは デ バ イスメ ー カ独 自 で企 画 し難 い

もの で あ る 。 この要 求 か ら生 れ た有用 な新 デ バ イス を デ バ イ ス メ ー カ とシ ス

テ ム ハ ウスの共 同 作 業 に よ って開 発 す る機 会 も得 られ る。

マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ シス テ ム開発 技 術 は,年 々改 善 され て い る もの の 複

雑 で工 数 を要 す る もの で あ る 。 い ま まで は シ ス テ ム開 発 に必 要 な道 具 を 主 と

して チ ップメ ー カが 提 供 して きた 。最 近 に な って,チ ップ メー カ以 外 の企 業

か ら数 々の異 った観 点 に立 った ハ ー ドウ ェアや ソ フ トウ ェアが 道 具 と して発

表 され る よ うに な った 。 この 中 に は シ ステ ム ハ ウスが 開 発 した もの も見 受 け

られ る。応 用 開 発 を効 果 的 に進 め るた め の マ イ ク ロコ ンピ ュー タ応 用 専 門 企

業 ら しい独 創 的 な シス テ ム開 発 用 の ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェ ア も シス テ ム

ハ ウスの新 技 術 確 立 の成 果 と して創 出 し,マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの 需 要拡 大

に寄 与 して ほ しい もの で あ る。 チ ップ メー カ は で きるだ け新 機 能 のLSIの

開 発 関 連 の業 務 に注 力 し,応 用 開 発 の 手段 は 他 に預 けた い の で あ る。

(3)チ ップ メ ー カが 得 られ る効 果

マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ産 業 の な か で,シ ステ ム ハ ウスが 業 界 の組 織 化 を進 め,

前 項 で述 べ た チ ップ メ ー カが希 望 す る理 想 的役 割 を果 して くれ る とす れ ば,チ

ップ メー カは抱 え てい る問題 点 の解 消 に よ り,マ イク ロコ ン ビ。ユ一 夕関 連 素 子

の提 供 者 と しての 本 来 の業 務 が進 捗 し,更 に新 しい エ レ ク トロニ クス技 術 の 実

用 化 が促 進 され よ う。 この項 で は その 実 情 と効 果 に つい て報告 す る。

① 応用 技 術 指 導 の負 荷 の減 少

マ イク ロコ ン ピ ュ ータ(ま たは マ イ ク ロプ ロセ ッサ)は もと もとLSIを

汎用 品 化 す るた め に コ ン ピ ュー タ機 能 を借 用 した論 理 素 子 で あ る。利 用 に あ

た って は ・本質 的 に 二股 の コ ン ヒ。ユー タに比 して低 位 の イ ンス トラ クシ ョ ン

方 式 に な らざ る を得 な い。 その上,LSIと い うハー ドウ ェア と しての 特 有

の使 用 条 件 が あ る 。 チ ップメ ー カは これ らを ユ ーザに技 術 資 料 と して必 要 最

小限 の もの を 明示 しな け れ ば な らな い義務 が あ る。普 通 一般 に は,「 テ クニ

カ ル マ ニ ュア ル 」と 「プ ロ グ ラ ミン グ マニ ュアル 」を発 行 しこれ に 充 て て い .
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る。実 際 に応 用 作 業 を進 め る と き,こ れ らの マ ニ ュア ル だ けで は不 充 分 な 場

合 が あ る 。応用 技 術 者 は も っ と詳 細 な技 術 内容 の もの が 欲 し くな る。応 用 経

験 を積 め ば そ れ ほ どで もな いが,当 初 は種 々の疑 問 点 に ぶつ か る 。疑 問 点 に

直 面 した と きの 一番 手 取 り早 い解 決策 は チ ップ メー カの 技 術 部 門 に 直 接 問 い

合 わ せ る こ とで あ る。 最 近 に な って チ ップ メ ー カの 技 術 部門 へ の この よ うな

電 話 の 問 い合 わ せの頻 度 が 増 加 して い る。急 速 に増 加 し始 め た昨 年(1979

年)中 頃 の 実 績 は 一種 の モ デ ルの み で その 度 数 が1ケ 月 の 間に63回 に達 して

い る。 その 内容 に よ って は,回 答 す るた めの 裏 付 け 調 査 も行 わ な け れ ば な ら

な い もの もあ り,こ れ らの 応 待 だ けで 月 当 り約100時 間,人 を費 してい る計

算 に な る。 この 中 に は チ ップメ ー カ と して責任 あ る回答 を要 す る もの もあ る

が,そ れ は全 体 の1割 に も充 たず,よ くマ ニ ュアル を理 解 し,一 寸 した経験

を積 めば 解 決 で き る内容 の もの が大 半 で あ る 。

シス テ ム ハ ウスが マ イ ク ロコ ンピ ュー タ応用 利用 の 指 導 的地 位 を占 め,自

他 と もに認 め る指導 的 役 割 を受 け持 て る よ うに なれ ば,チ ップメ ー カは 本来

の業 務 に専 念 で き,応 用 に 関 す る よ り奥 深 い技 術 指導 を シ ステ ム ハ ウス を通

じて 行 え る体 制 が 確 立 され る こ とに な ろ う。

② 応用 技 術 情 報 伝 達 組 織 の 簡 素 化

応用 技 術情 報 は前 項 で も述 べ た よ うに,ハ ー ドウ ェ ア中 心 の もの(テ ク ニ

カル マ ニ ュ アル)と ソ フ トウ ェア中心 の もの(プ ロ グ ラ ミン グマ ニ ュア ル)

とを作 成 し,チ ップ メ ー カが 直 接発 行 す るのが 通 例 に な って い る 。 この 外 に

は,ポ ピ ュラ ーな モ デ ルの もの は,一 般 出版 業 界 か ら解 説 書 と して発 行 され,

応 用 技 術 者 の用 を足 して い る。普 通,ユ ーザ か らの要 求 が あ れ ば,チ ップメ

ー カは これ らの マ ニ ュアル類 を そ の都 度 直 接 届 け て い た 。 しか し,ま す ます

多 岐 に 亘 る分 野 に そ の応 用 が 拡 が りユー ザの 数 が増 加 す れ ば,ユ ーザ に対 す

る メー カの情 報 伝 達 組 織 が 過負 荷 とな り,混 乱 を招 く事 態 が 予 想 され る。新

しい応用 技 術 の た め の 追 加情 報 や,新 モ デル に関 す る情 報 も,大 き く拡 が っ

た ユー ザ網 を くまな くサ ー ビスす る こ とが 困難 とな る 。 シス テ ムハ ウスの 業
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界 と して の組 織 が,ユ ー ザ と メ ー カの間 の パ イプ役 と して,こ れ らの情 報 の

取 捨 選 択 と伝 達 を企 業 活動 の 中 で行 うこ とが で きれ ば,チ ップ メ ー カは シス

テ ムハ ウス を 中心 に マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ関連 の技 術 情 報 を 重点 的 に流 す こ

とで,情 報 流 通 の 簡 素 化 が は かれ る。 ユーザ は シ ステ ムハ ウス に必 要 な情 報

を求 めれ ば,直 ちに ユ ーザ の応用 対 象 に応 じた 重 点的 情 報 が 得 られ,情 報 収

集 を効 果 的 に 行 うこ とが で きよ う。 シス テ ム ハ ウスは常 に チ ップ メ ー カか ら

の最 新 の 情 報 を他 の ユー ザ よ り早 く手 にす る こ とが で き,応 用 専 門 企 業 と し

ての 企 業 活動 を有 利 に 進 め る こ とが で きる 。情 報 提 供 に よ る付 加 価 値 を得 る

こ とが で きれ ば 理 想 的 で あ ろ う。

③ 新LSIの 開 発 の 促 進

マイ ク ロコ ン ピ ュー タ普 及 の 前段 階 では,そ の応用 利用 に 必 要 な一切 の ユ

ーザ指 導 業 務 に ,チ ップ メ ー カの 責 任 または役 割 と して,チ ップ メ ー カ自体

が 力 を注 い で きたの は 当然 の 成 行 きで あ ろ う。 しか し,1979年 の 生 産 統 計

で も推 察 され るよ うに,よ うや く大 量 利用 の き ざ しが 見 え始 め て きた 。今 後

の産業 界 に と って,マ イ ク ロ コ ン ビ。ユ 一 夕は地 球 上 の 水 の よ うな存 在 に な ろ

うと して い る。産業 界 に な くては な ら な い もの で あ り,少 しで も利 用 の 余 地

が あれ ば どん な隙 間 で も滲透 してい く力 を持 って い る 。 この よ うな状 況 に応

じた マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの供 給 か ら利用 に到 るま での 業 界 の 組 織 化 が 急 が

れ る。

素 子 の 供 給 を担 当 す る チ ップ メ ー カは,過 去 担 当 して きた 利用 指 導 を中 心

と した普 及 活 動 を他 の 企 業群 に委 ね,こ れ まで よ り利用 し易 い,高 機能 の 素

子 を コス トを下 げ て 市 場 に送 り出 す こ とが最 も重 要 な役 割 で あ る と信 じ る。

い ま まで は,電 卓 や 時計 に 見 られ る よ うに,目 的機 能 に特 化 した専 用 品 がL

SIの 生 産 の 大半 を 占 めて い た 。 この よ うな専用LSIに 対 す る要 求 は,電

卓 や時 計 を 目的 と した もの だ け で は な く,他 の 大量 生 産 を前 提 と した ユ ーザ

に も波 及 し増 加 の傾 向 に あ る。専 用LSIの 増 加傾 向 は チ ップ メ ー カに と っ

て好 ま し くな い状 勢 で あ る。 このLSIlよ 設 計 工数 が 大 き く,注 文頻 度 が 増
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せ ば それ だ け設 計 に従 事 す る技 術 者 を要 し,本 来 チ ップ メ ー カが 開 発 した い

汎用 的 なLSIの 設 計 の 進捗 を妨 げ るか らで あ る。 専用LSIは 注 文 主 に の

み供 給 され る もの で あ るか ら,製 品 寿 命 も短 か く生 産 数量 が 限 定 され るの で,

開 発 効 率 が 悪 くな るの は 当 然 の こ とで あ る。 チ ップ メ ー カ と して は あ ま り歓

迎 で きな い。 それ で もLSIの 大量 生 産 に行 き足 を つ けた電 卓 や時 計用 は,

大 量 発 注 の 実 績 の も とにLSI生 産 の 中心 的 存 在 と して現在 に 至 って い るの

で あ る。今 後 は,こ れ らの 業 界 以外 か らのLSIの 需 要 を充 た し,生 産 効 率,

設計 効 率 を上 げ る た め には,汎 用 的 なLSIで あ る マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ関

連 素 子 を中心 に チ ップ メー カの 経 営 を展 開 して い か ね ば な らない 。 した が っ

て,専 用LSIの 要 求 に対 して,チ ップ メ ー カは極 力1チ ップ型 マ イ ク ロコ

ンピ ュー タの 利 用 を推 奨 して い る。 しか し,こ の1チ ップ型 マ イ ク ロ コ ンヒ。

ユ一 夕 も,ま だ専 用LSIの 注 文 の 大 半 を置 き換 え る だけ の機 能 と品種 は揃

って い な い。 目下,チ ップ メ ー カは専 用LSIと 汎用LSIの 設 計 を同 時 に

進 め な けれ ば な らない とい う苦衷 に立 た されて い る。汎用 的 なLSIの 設 計

に1人 で も多 くの技 術 者 を割 当 て た い の が,チ ップメ ー カの偽 らざ る気 持 で

あ る。応用 指 導 を他 企 業 に 任 せ て それ らの技 術 者の 手 を借 りる こ とが で きれ

ば,こ の問 題 の 解 決 の 一助 に もな ろ う。1チ ップ マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ をは

じめ汎 用 的 なLSIの 品種 が 増 せ ば,ユ ーザ は応 用 目的 に応 じた 汎用LSI

を選 択 す る 自由度 が 増 し,専 用LSIへ の ユ ーザ指 向 が減 り,事 態 の 好 転 が

期 待 され る。

一 方 ,汎 用 マ イ ク ロプ ロセ ッサ は,半 導 体 製作 技 術 の 進 歩 と,よ り高 度 な

応用 市 場 か らの ニ ーズ に よ って,新 モ デ ルの 開発 競 争 が16ビ ッ ト型 に移 行 し,

VLSIの 実用 化 と と もに32ビ ッ ト型 に到 る気 配 を見 せ てい る。 そ の 周辺 素

子 もよ り機能 の 高 い もの が,幾 種 類 も必 要 とな り,利 用 技 術 も高度 な 内容 を

伴 って くる 。 これ らの もの に つ い て も,チ ップ メー カの 責 任 で処 理 し なけれ

ば な らな い課 題 が 山積 して い る。 この よ うに新 しい モ デ ルへ の 対応 の た め に

も,チ ップ メー カは 現 行 の モ デ ルの 市場 で の応 用 技 術 普 及 が 効率 的 に 進 み,

一100一



手 離 れ が よ くな る こ とを期 待 し,シ ス テム ハ ウスが この 促 進 役 を務 め て くれ

る こ とを願 ってい る 。

ま と め

これ か らの マ イ クロ フ ン ピ ュ 一夕関 連 産業 に 対 す るチ ップメ ー カの責 務 は,新

技 術 を基 盤 に して開 発 され る マ イク ロ コ ン ピ ュー タ関連 素 子 を,あ らゆ る分 野 で

利用 で き る よ う品揃 え し,よ り簡 単 な応用 技 術 で よ り高度 な機 能 が得 られ る よ う,

その 基 礎技 術 を確 立 す る こ とで あ る。 それ には,応 用 利 用 の推 進役 と して,多 方

面 に亘 る シ ステ ム ハ ウスの 組 織 的 な バ ック ア ップを期 待 し なけ れ ば な らな い 。

2.2.4ユ ー ザ の シ ス テ ム ハ ウ ス に期 待 す るも の

半 導 体LSIの 技 術 向 上 に よ りさま ざ ま なマ イ ク ロコ ン ピ ュー タが 出 現 して い

る今 日,ユ ーザ層 も飛 躍 的 に拡 大 し80年 代 に は あ らゆ る と ころ に プ ロセ ッサ(C

PU)が 導 入 され,機 能 の 多 様 化 と イ ンテ リジ ェ ンス化 が 一段 と進 む と思 わ れ る。

しか しなが らユ ーザ は マ イ ク ロ コン ピ ュー タの本 質 か ら応用 の具 体 的 方 法 に 到 る

まで の 知 識 に欠 け,マ イ'クロ コ ン ピ ュ一 夕の 正 しい機 能 の生 か し方,新 しい ソ フ

トウ ェアの開 発 等 ユ ーザ の力 で は とて も応 じ きれ な くな って き てい る 。 それ ゆ え

新 しい ジ ャ ンル と して の シ ステ ム ハ ウスは ユ ー ザに と っては な くては な らない 存

在 で あ り,マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ普 及 の 尖 兵 と して大 い に その活 躍 が期 待 され る

産 業 で あ る こ とは云 うま で もな い 。

これ まで は シス テ ム ハ ウス業 界 とい って も新 しい 産業 で あ るた め シ ス テ ム ハ ウ

ス 自身 業 界 とい う意 識 が 薄 く,ユ ーザ に と って も掴 み どこ ろの ない もの に映 って

い るの が現 状 であ る 。業 界 と しての 秩 序 と規範 を確 立 され る こ とが ユ ーザ に と っ

て好 ま しい こ とで あ り,ひ い て は マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ産 業 の 正 しい発 展 に つ な

が る もの であ る。

(1)ユ ーザ の期 待 す る シス テ ム ハ ウスの姿

マ イ ク ロコ ン ビ。ユ一 夕を今 後 ユ ーザが 更 に 巾 広 く利用 し,そ の 応用 機 器 の イ

ンテ リジ ェン シー を限 りな く伸 ば す た め に は シス テ ム ハ ウスの 健全 な成 長 な く

して は望 むべ く もな い 。 シス テ ムハ ウス と い う企業 の性 格 や と りま く経営 環 境
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か らみ て成 長 の た め に は幾 多 の企 業 的 困難 さが 存 在 す る こ とは 明 らか で あ るが,

総 合 的 な企業 努 力 と外 部 か らの協 力 に よ りユ ー ザの 満 足 の 行 くシ ステ ム ハ ウス

に 一 日 も早 く成 長 す る こ と を期 待 す る。

さて,ユ ーザ の期 待 す る シス テ ムハ ウス とは?

・マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの普 及 が は かれ る 。

・ユー ザ の ニー ズに 答 え られ る。

・信頼 して委 託 で きる 。

・量 ・質 を と も な った 受 入態 勢 が あ る 。

・応用 分 野 別 に専 門 化 し てい る。

・ユーザ の 資金 負担 が 少 ない 。

これ らの項 目 を満 足 す る シ ステ ム ハ ウスが ユ ー ザの期 待 す る シ ステ ム ハ ウス

の姿 と云 え るの で は ない だ ろ うか。

ユー ザが 個 々の 問題 に 取組 むに あ た り,日 頃注 意 すべ き問 題 点 ・希 望 事 項 等

を次項 よ りさ らに 深 く検 討 して み た い 。

② ニーズに 合 った企業 の 選 択

シス テム ハ ウ スの 企 業 規 模 は大 小 さ ま ざ まで あ り,い わ ゆ る四畳 半 的個 人 企

業 か ら数 百 人 を越 す もの ま で あ りユ ー ザが ニー ズに 合 った シ ス テ ムハ ウス を選

ぶ のは大 変 に む つか しい 。 シ ス テム ハ ウス を選 択 す る基 準 は 言 うま で もな く価

格 と納期 で あ り,加 えて そ の企 業 の 業 務 実 績 を重 視 せ ざ るを得 ない 。 ユ ー ザは

システ ム ハ ウスの業 務 ・業 績 ・その 得 意 とす る分 野 を あ らか じめ察知 して お く

こ とが 賢 明 で あ り,シ ス テ ム ハ ウスは ユ ーザが 容 易 に選 択 で き るよ う資料 の完

備 や充 分 な るPRを 行 って ほ しい 。

シ ステ ムハ ウス選 択 の 基 準 と して 次 の 如 き項 目に留 意 す べ きで は な いか と言

え る。

① シ ス テ ムハ ウ スの実 績 ・経 験 は主 に どん な業 務(分 野)で あ った か 。

② シス テ ムハ ウ スが ハ ー ドウ ェア指 向 か ソ フ トウ ェア指 向 か 。 各 々の 人員 配

分 具 合 は どうで あ るか 。
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③ 使 用 して い る原 材 料 ・部 品(マ イ ク ロプ ロセ ッサ,ICメ モV等)を ど こ

か ら安 定 供 給 を受 けて い るの か 。
'

④ 価 格 を重 視 す るの か 納期 か 。

個 人企 業 の よ うな と ころは 比 較 的 納期 が長 いが 低価 格 で あ る。

⑤ シス テ ムハ ウス 自体 で どの範 囲 ま で製作 可 能 な のか 。筐 体 やPCボ ー ド等

どの 程 度 外 注 してい るの か 。

⑥ 専 門 分 野 は主 に何 か 。

通 信 端 末,イ ンタ フ ェース(ミ ニ コ ン各種),小 型 オ フ ィス コン ビ。ユ一 夕

に類 す る装 置,オ フ ラ イン及 び デ ー タ変換 装 置,ア ナ ログ計 測 及 び関 連 す る

デ ー タ処 理,そ の 他 。

(3)発 注 に対 す る統 一化

ユ ーザが シス テ ムハ ウスに発 注 す る際,注 文 書 一本 で は トラブ ル が生 じや す

い 。 もちろ ん注 文 書 の み で購 入 内容 が 明 らか な場 合 もあ るが,最 も適 した方 法

は購 入仕様書 を取 りかわ し,お 互 いに合意の仕様書 によ り発 注行 為 をす ること

が望 ましい。

購 入仕様書 には次の項 目等が記 入 され てい ることが必 要 と思 われ る。

① 概要(適 用 で も可)⑥ 提出書類

② 使用 条件 ⑦ 保証(有 償,無 償 の区別)

③ 使用 部品 ⑧ 修理体制

④ 電気的仕様 ⑨ 検査方法

⑤ 構造仕様

この購入仕様書は詳 しい程 お互 いに トラブルの解消には なるが,こ の場合 ユ

ーザ側がか な りの労 力 を要す るた め ,比 較的安易 に扱われ ている ケー スが多 い。

ユーザ として も問題点 をは っき りと明記で きるように勉強 し工夫 してお くこと

も重要であ る。

納 入後 の トラブルは得 て してお互 いに諒解事項 として見過 した安 易 な点が納

入後の トラブルの原因 に なることが多 いこともある。
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購 入仕 様 書 に は統 一 され た 規格 文 に て用 語,単 位,図 面 な どを記 述 す る こ と

が望 ま しい 。 シス テ ム ハ ウス全 体 の 育 成 の た め に もあ る程 度 の フ ォー ム を作 成

して お くの も今 後 に 役 立 つ と思 わ れ る。

(4)納 期 の厳 守

納 期 が 問 題 に な る原 因 と して主 に 次の ケ ースが あ る。

① 安 易 に 請 負 った ・め予 想 した 日数 以 上 に ソ フ トウ ェ アや ハー ドウ ェアの 開

発 ・設 計 に 時 間 を要 した。

② 原 材 料 品 の 入手 に時 間 が かか った 。

③ 仕 様 の 打 合 せ に於 て,ユ ー ザ とシ ステ ム ハ ウス間 で誤 解 が あ り,仕 様 が 発

注後 変 更 に な った 。

④ 外 注 品 の 入 手 に時 間 が か か った 。

⑤ 調 整 不 十 分 で納 入後 現 地 での検 収 に 時 間 が か か った 。

⑥ 生 産 能 力 以 上 に受 注 を して慢 性 的 な納 期 遅 れ を覚 悟 で仕 事 を して い る こ と

が判 明 した 。

ユ ーザ は シ ステ ムハ ウスに か な り厳 しい 納期 を強 要 す るケ ース もあ るが,概

ね シス テ ム ハ ウスの提 出 した納 期 を基準 に 判 断 せ ざ るを得 ない 。

① の 問 題 が 派 生 す る の は(2)項 で 述 べ て 来 た 企 業 の 選 択 を誤 った こ と が 原

因 と思 わ れ る。経 験 豊 富 で実 力 の あ る企 業 を選 択 す れ ば解 決 で きるが,こ の

よ うな企 業 は 一般 的 に 製作 コス トが 高 い 。低 価 格 で 入 手 す るた めに 個 人 企 業

等 に発 注 す る場 合,こ の判 断が 即 納期 遅 延 につ なが って来 る。

② の原 材料 品 の 入 手 に つい て 一般 的 に は 少 量 発 注 の シス テ ム ハ ウス は ど う して

も優 先順 位 が 低 い 。慢 性 的 なIC不 足 に な って い る現 在,特 定 チ ップが ない

た め代用 品 に て急 拠 設 計変 更 し直 す ケ ー ス もしば しば 見 られ る。

③ の 購 入 仕 様 が 一 度 決 定 され た後 も,相 互 の誤 解 や追 加 事 項 が 入 るケ ース もあ

り,ユ ー ザ側 の 要 望 で シス テ ムハ ウス と して は受 け ざる を得 ない ケ ー スが あ

る。

④ の外 注 品 た とえ ば筐体 等 につ い て は外 注 先 が どの程 度 の仕 事量 をか か えて い
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るの か常 時 は把 握 で きない た め,外 注 先 の受 注 製 作 の優 先順 位 が ま た問 題 と

な る。

⑤ の現 地 での立 合 い調 整 は シ ュ ミレ一 夕を毎 回準 備 して チ ェ ックで きな い 一 品

料 理 等 の場 合 特 に 時 間 が か ＼る。

⑥ の生 産能 力 ギ リギ リか あ るい は それ以 上 を無 理 に受 注 しな けれ ば生 計 が た 、

な い とい う企 業 経 営 上 の 問題 が あ って,た えず納 期 で 無 理 をせ ざる を得 な い

シス テ ムハ ウスが あ る。

納期 を厳 守 す る に は,ユ ーザ と シス テ ム ハ ウス間相 互 の努 力 が 必 要 で あ る 。

納期 の 単 位 は 製 品 に もよ るが1ケ 月 を最 少 単位 と して少 な く と も2ケ 月 程 度 の

余 裕 のあ る発 注 行 為 を して お くこ とが ユ ーザ 側 に 望 まれ るで あ ろ う。

㈲ 製 品 に対 す る信 頼 性

製 品の 信 頼 性 は 主 に使 用 され る原 材 料 の 選 定 と設 計 内容 に依 存 す る こ とが 多

い 。昨 今 のICチ ップで は使 い易 さ供 給能 力 な どか ら判 断 して使 用 され て い る

ケ ー ス も多 い が,や ＼高価 で も信 頼 性 の 高 い もの を選定 す る こ と も必 要 と思 わ

れ る。

原 材 料 の信 頼 性 に関 す るデ ータ を メー カか ら入手 す る こ とは難 か しい と思 う

が,あ る程 度 は従 来 の 製 品 の成 果 や故 障 の 頻 度 ・内容 か ら判 断 で き る と思 う。

ユー ザ側 か らす れ ば で き る だけ信 頼 性 の高 い原 材 料 を選 定 す るよ うに し,そ の

選 定 基 準 な どに つ い て も説 明 して頂 け る と有 が た い 。同 一 の 回 路 図 面 で 製作 し

て も原 材 料 部 品 の 良 否 に よ り故 障率 が大 き く異 な る ケー ス を何 回 とな く経 験 し

て い る。

設計 段 階 に 於 て シス テ ム ハ ウス と して は コ ス トダ ウンを計 る こ とが 重 要 では

あ るが,ユ ー ザ と しては 一旦納 入 され た もの が 少 な くと も3年 は稼 動 して も ら

は な くて は な らない と考 えて発 注 して い る。 製 品寿 命 は3年 あ るい は5年 とい

う単 位 が基 準 に な って い る 。 ユ ーザ とすれ ば例 えば,許 容 電 源 で も余 裕 を もっ

た 設 計 に な って い るの か ど うか心 配 に な る 。 また 部 品点 数 を節 約 して コ ス トダ

ウ ンを計 るよ りも信頼 性 を重視 した 方が 長 期 の ア フ ター サ ー ビスを 考 え る と低
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い費 用 に な る こ と もあ る。

(6)ア フ タ ーサ ー ビス

シス テム ハ ウスの ア フ ターサ ー ビスに つ い て は,一 品 料理 的 な製 品 の場 合 特

に注 意 しな けれ ば な らな い。 一 品 料理 的 製 品 は あ る特 定 の 担 当 者 が 設 計 ・製作

し,こ の担 当 者以 外 には全 く修理 も不 可能 とい うケ ー ス もあ る。設 計 には エ ン

ジ ニ アの思 想 が 入 るた め ユ ーザ が 理 解 す るに は時 間 を要 す る。 この 担 当者 が転

籍 あ る いは転 職 した場 合 には 殆 ん ど ア フ ターケ アは で きな い ケ ー ス もあ る。発

注 段 階 で ユ ーザ と して は シス テ ム ハ ウスの 企業 の この 件 に 関 しての 特 質 を十 二

分 に わ き ま えて お く こ とが 重 要 で あ ろ う。

ユ ー ザが シス テ ムハ ウス に期 待 で き る保 守 の 限界 もあ る 。迅 速 な処 置 を とる

た めに は 保 守要 員 の 充実 と教 育,部 品在 庫 等 の 必 要 な こ とが あ げ られ るが,す

べ て満 足 され てい る とは限 らない 。 ユ ー ザが い く分 か の保 守 の サ ポ ー トをす る

気 構 え も現 時 点 で は必 要 と思 わ れ る 。最 も簡 便 な援助 策 と して は,ボ ー ド単 位

の予 備 品 を購 入 してお くこ と,加 え て適 格 な故 障 状況 を シス テ ム ハ ウス に連 絡

す るた め に トレー ニ ング を受 け,ユ ーザ が応 急 拠 置 を講 じ られ る こ と も必要 で

あ る。例 え ば,ど こ と どこの ラ ンプが こん な状 態 に点灯 しな い とか,各 部 品 の

名 称 を は っ き りと伝 え,事 態 を適 格 につ か ん で状 況連 絡 で き るこ とが 望 ま しい。

何 もか も保 守 要 員 まか せ で は ユ ー ザ と して も今後 の シス テ ムの 保 全 上,改 善 も

ない し今後 増 え るで あ ろ う シス テ ム機 器 の扱 い を ます ます 遠 ざけ る も とに な り

か ね ない 。積 極 的 に ユ ーザ も理 解 す る工 夫が 望 ま れ る。
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第3章 シス テ ムハ ウ ス業 界形 成 の た めの 諸 条 件

3.1シ ス テ ムハ ウ ス業 界 の形 態

3.1.1業 界 の定義

「業 界 」な る概 念 は,特 定 の 事業 目的 を有 す る企 業 の集 合 体 を指 称 す る もの で

あ るが,そ の 集合 も意 図 的 に形 成 され た もの で は な く,同 一の 事 業 目的 を有 す る

複数 の 企業 の総 称 と して用 い られ るのが 社 会通 念 上 の用 語 で あ ろ う。 た と えば ,

最 もこの用 法 が 端 的 に 表 われ て い る もの に 「業 界 紙 」な る もの が あ るが ,こ れ は

明 らか に,特 定 の 事業 目的 を有 す る複 数 企業 に よ り事 実 と して 成 り立 って い る一

つの 世 界 を対 象 と した情 報 媒 体 で あ って ,こ ＼に い う業 界 は 決 して意 図 的 に形 成

され て い る もの で もな く,ま た業 界 紙 が 一 つの組 織 的 な集 合 体 を 形 成 しよ う と し

て い る もの で もな い 。 しか しなが ら,シ ス テムハ ウスの業 界 形 成 を検 討 す るに 当

っては,こ の よ うに事 実 と して存在 す る多 数 の シス テ ムハ ウスの 存 在 事 実 とい っ

た把 握 の仕 方 では何 らの意 味 もない こ とは 明 らか で あ る。 複 数 の シ ステ ムハ ウ ス

が 現 実 に 存在 す る以 上 ・如上 の業 界 は何 も形成 とい う行 為 を侯 つ ま で もな く事 実

と して 存在 してい る し,ま た その 形 成 に つ いて論 じて も意 味 は ない 。 現 実 に存 す

る シ ス テ ム ハ ウスの業 界 に つ い て は,シ ス テ ムハ ウスの 現 状 ,性 格 等 を把 握 す る

材 料 で は あ るが ・今後 の シス テ ム ハ ウスの展 望 を考 え るた め に は,か 、る現 存 の

業 界 に対 し,如 何 な る組 織 化 を考 え るか ゴ問 題 であ る こ とは 自明 の こ とで あ り ,

従 って ・ こ 、に 云 う 「業 界 」な る概 念 は 「組織 化 され た業 界 」とい う特 殊 な意 味

に用 い る もの と しな けれ ば な らな い 。

3.1.2企 業 の存 在 態 様 と業 界 の 関係

現 在 一 つの 企業 が経 済 社 会 の 中 に 占 め る地 位 は,素 材 の 収集 か ら,最 終 商 品(

有 形 ・無 形 を問 わ ない)を 最 終 消 費 者 に提 供 す る まで の流 れ の中 の 一 つの 過 程 を

担 う もの で あ る こ とが 多 い 。 そ して素 材 か ら最 終 消費 ま での 流 れ を形成 す る複 数
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の 過程 は,そ の流 れ の種 類 あ るい は 目的 と な る商 品 の種 類 や 性質 に よ って,構 成

が極 め て単 純 な もの か ら,複 雑 な もの と様 々 な存 在 の仕 方 が あ る こ とは云 うまで

もない 。 そ して 一 つ の 過程 を担 う企業 は,そ の担 う過程 の 性質,あ るい は企 業 自

身 の力 量 に よ って,そ の流 れ の 中 で,他 の 過程 に 及 ぼ す 力,あ るいは 他 の過 程 か

ら及 ぼ され る力 に 様 々 な差異 が生 じて来 るの も当 然 の こ とで あ って,一 つの 流 れ

の 中 で,こ れ を構 成 す る過程,あ るい は これ を担 う企業 相互 間 で特 殊 な力 関 係 が

作用 し合 ってい るの が現 実 で あ ろ う。 この 一 つ の 流 れ を構 成 す る企 業 の系 統 を縦

の 系列 とす れ ば,い わ ゆ る業 界 とは,い くつ か の 流 れ 一 縦 の 系列 一 の 中 で互 に

同 じ位 置 に あ る過 程 を担 う企 業 同 士の集 合 で あ って,縦 の 系 列 に対 し横 の 系 列 と

い うこ とが で き る。

従 って,一 つの 企 業 は 今 日の 経 済 社 会 に あ って は,縦 の 系 列 と横 の系 列 に組 み

込 まれ て い るわ け で あ るが,多 くの場 合 は,そ の企 業 が 担 う過 程 の縦 系 列 に お け

る地 位 如何 に よ って,そ の 企 業 に 対 す る影 響 力 乃 至 支 配 力 が 縦 系 に よ るの と,横

系列 に よ るの とい ず れが 大 で あ るか ゴ定 って来 る。勿 論 現 実 の経 済 社 会 に あ って

は,こ の よ うに単 純 に縦 ・横 の 関 係 ばか りで な く,金 融 系 列,資 本系 列,あ るい

は 企業 グ ル ー プ等 他 に影 響力 の源 泉 とな る要 因 が 存 す るが,「 業 界 」とい うこ と

を考 えるときは,ま ず基 本 的 な図 式 と して縦 系 列,横 系 列 の 関 係 か ら解 明 し な けれ

ば な らない で あ ろ う。 この よ うに考 えれ ば,現 在 シ ス テ ム ハ ウスが 形 成 す べ き 「

業 界 」の態 様 は,各 縦 系 列 の 中 に存 す る シス テ ム ハ ウス企 業 群 が,如 何 な る必 要

性 に よ って,ど の よ うな業 界 形 成 が可 能 か,シ ス テ ム ハ ウスの縦 系 列 に お け る地

位 か ら着 目 して検 討 す る必 要 が あ ろ う。 そ して,現 在 の シ ス テ ムハ ウスの 置 か れ

てい る地 位 か ら形 成 し うる業 界 の態 様 と,シ ス テ ム ハ ウス と して形 成 す る必 要 の

あ る業 界 の 態 様 とに ギ ャ ップが あ る と き,そ の 填 補 が 可能 か 否 か,ま た 如何 な る

方 法 に よ って可 能 とな るか とい うこ とを解 明 して行 か な けれ ば な るま い 。

3.1.3業 界 形 成 の オ ル ガ ナイ ザ ー

こ 、に云 う 「業 界 」が 「組織 され た業 界 」を意 味 す る こ とは前 述 の とお りで あ

るが,如 何 な る形 態 の 業 界 を形 成 す るか とい う問題 に と って,何 人 が業 界 形 成 の
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オ ル ガ ナ イザ ー とな るか とい うこ とは避 け る こ との で きな い問 題 で あ る。勿論 「業

界 」で あ る以 上,形 式的 に は業 界 を構 成 す べ き企 業 群,即 ち単 数 又 は 複 数 の シス

テ ム ハ ウスが 形 成 行 為 を なす べ き こ とは云 うま で もな いが,こ 、に 指 摘 す るの は

実 質 上 の オ ル ガ ナ イザ ーの意 味 で あ って,業 界 組 織 化 につ い て は,斯 る業 界組 織

化 に利 を得,あ る いは 必要 性 を有 し,か つ組 織 化 を図 り得 る者 が,実 質 的 な オ ル

ガ ナ イザ ーの 役 割 を果 す こ とは現 実 の 問題 と して は往 々生 ず る こ とで あ る 。殊 に

形 成 すべ き業 界 の 型 態 に よ り,あ るい は縦 系 列 に お け る地 位 と業 界 形 成 の 目的 や

必 要 性 に よ うて実 質 的 な オ ル ガ ナ イザ ー も異 る こ とが あろ うし,こ れ を逆 に 考 え

れ ば,何 人 を実質 的 オ ル ガ ナ イザ ー とす る こ とに よ って如何 な る業 界 が 形 成 し う

るか とい うこ とに も帰 着 す る。

シス テ ム ハ ウ ス グ ル ー プ 自体 に 高 い レベ ルの業 界組 織力 が あ り,か つ計 画 す る

形 態 の業 界 形 成 の 必 要性 が他 の業 界 に も是 認 され る もの で あ れ ば,シ ス テ ム ハ ウ

スが名 実其 に オ ル ガ ナ イザ ー と して形 成 行 為 を実 行 す る こ とに なろ う。 しか しな

が ら,例 えば業 界 形 成 の 目的 が,縦 系 列 に お け る シス テム ハ ウス の地 位 の強 化 を

招 来 す る もの で あ る と き,シ ス テ ムハ ウスの地 位 の 強 化が 縦 系 列 の 他 の 過程 に影

響 を 及 ぼ さず,あ るい は却 って有 益 に作 用 す る もの で あれ ば,縦 系 列 に属 す る他

の 業 界 の同 意 も支 援 も得 られ る で あ ろ うが,こ れ が縦 系 列 の 他 の 業 界 に 不 利 に作

用 す る よ うな場 合 で あれ ば,企 業 の論 理 か ら云 って も当然 他 業 界 か ら抑 止 の作 用

が 働 く可 能 性 は強 い 。 この 場 合,シ ス テ ム ハ ウス 自身 のみ が 唯 一 の オ ル ガ ナ イザ

ーで あれ ば斯 る業 界 形 成 は 困 難 とい う結 論 とな るが
,し か し当該 業 界 形 成 が,縦

系 列 の他 の業 界 に と って不 利 で あ って も,マ イコ ン業 界 に と ゴま らず広 汎 な 有益

性,あ るいは 社 会公 益 に 資 す る こ とが 明 らか で あ れ ば極 端 な場 合,行 政 の力 が オ

ル ガ ナ イザ ーの 役 割 を果 す こ と もない とは 云 い切 れ な い こ とで あ り,こ の よ うな

場 合 は 行政 の 力 が オ ル ガ ナ イザ ー とな る こ とに よ って可能 な形 態 の 業 界 形 成 を選

択 す る こ とが で き る こ とSな る。

また行 政 とまで は云 わ な くと も,シ ス テ ム ハ ウス 自体 に業 界 形 成 力 が 不 足 し,

一 方 マ イコ ン業 界 乃 至社 会 的 に システ ムハ ウスの 業 界 形成 に よ る育 成 の 必 要 を認
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め る存 在 が あれ ば 育成 を必 要 とす る もの に よ って他律 的 に業 界 形 成 が 行 わ れ る こ

と もあ り得 よ う。 この よ うに業 界 形 成 が 他 律 的 に 行 わ れ る例 は 決 して少 い もの で

は な く,ま た 消 費 者保 護 政 策 を始 め と した政 策 的 見 地 か らな され る行 政 作用 の 実

質 的 な オル ガ ナ イザ ー とい うケ ース も少 い もの では ない 。 また オ ル ガ ナ イザ ー と

い う程 度 には 至 らぬ と して も,後 述 の よ うに想 定 され る業 界 態 様 の う ち,効 果 的

と思 われ る組 織 化 に は 必 ず 行政 庁 の関 与 を必 要 と してお り,実 際 の 問題 と して は,

業 界 形 成 を行 政 作 用 と全 く離 れ て行 うこ とは不 可 能 た近 く,要 は そ れ が側 面 的 作

用 に止 ま るか,実 質 上 主体 的 に作 用 す るかが 異 る だ け で あ る と考 え られ る。

3.1.4業 界 組 織 の形 態 一 そ の1一

業 界 は,前 述 の とお り一 定 の 事業 目的 を有 す る企 業 群 に よ って 形 成 され て い る

が,特 定 業 界 の 中 で,さ らに特 別 な要 因 に よ って集 約 され る細 分 的 な業 界 も存 す

る。 その特 別 な要 因 は,例 えば地 域 性 や細 分 化 した業 態 等 が あ り,地 域 性 の場 合

で あれ ば,一 定 地 域 の集 団(例 えば 秋 葉 原 の電 器 商)や 団地 型(お もちや 団地,

木 場 等)等 が顕 著 で あ り,業 態 に よ る分 化 では 内需型 と外 貿 型 等 が 顕 著 であ る。

しか し,こ れ らの業 界 形 成 は,同 一 業種 に よ り形成 され た業 界 本 来 の もの を基 盤

に した上 さ らに その特 別 の要 因 に よ る特 性 に対応 して 形成 され た もの で,形 成 の

目的 も形 態 も,こ ～で検 討 すべ き対 象 で は な く,ま た シ ス テ ムハ ウス の現 況 か ら

み て も,業 界 を基盤 と した細 分 的業 界 形 成 を論 ず る段 階 に至 って い な い と思 わ れ

る(たS"し,将 来業 界 の発 展 に応 じかSる 細 分 的業 界 形 成 の必 要 性 が生 ず る こ と

を否 定 す る もの で は な く,ま た全 体 業 界 を形 成 して も地 域 的 ニ ュア ンスの相 違 か

ら地 域 的細 分 化 の 必 要 を感 じ るか も しれ な い が,い ず れ に して も全 体 業 界 形 成 の

問 題 が先 決 で あ って,当 分 は地 域 支 部制 度 等 全 体 の 一 部 と して把 えて 行 くべ き事

で あ ろ う)。

3.1.5業 界 組 織 の形 態 一 そ の2一

業 界 組 織 には 極 め て単 純 な親 睦 会 的 存在 か ら,強 固 な結 合 体 ζ して 経 済 社 会 に

大 きな 力 を及 ぼ す もの ま で様 々 な形 態 が 存 して い るが これ らを一 応(a)効 用 の 面 と

(b)組織 法 の面 か ら分 類 す る と,概 ね 次の とお りに分 類 す る こ とが で き る。
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(a)効 用 面 か らの分 類

ω

回

内

同

困

以上 は極 めて大 まか な分類 であ り,ま

た複数項 目を併有 す る もの も多 い。

(イ)親 睦会的組織

極 めて容易 に形成 し得 るが,業 界形成 の目的か ら考 えて実効 性は な く,ま

た この 目的は建前 と しては全類型 が共 通 して有 するものであろ う。

回 事業 内容 以外 の会社経営 一般 についての連携等 を図 る組織

本来 の事業 に関 す る事項 は各企業間 で不可解 の ノーハウ等 とす るた め,業

界の連携 が円滑 に行 か なくと も,こ れ を離れ て企業 と して存立 す るために共

通に必要 な一般 的経営問題即 ち法務 ・税務 ・金融 ・労務等 につい て情報 を交

換 し,あ るいは問題解決 に共助制度 を設 け る等互助機能 を果 すた めの もの で

あ って,こ の形態であれ ば業界参加が気易 く行 われ るであ ろ うし,結 局実質

は この形態 に属 す る業界 はかな り多い。

内 事業 に関 す る情報 交換 を主 目的 とす る組織

回 に比 して,本 来の事業 内容 に立 入 る要素 のある組織形態 であ るが,情 報

交換 とい う緩慢 な約束故 に,自 らの望まぬ情報の提供 はせ ず,他 の情報(こ

れ も相手 方は相手 方の判 断で制限 された範囲の情報のみを提供 す る こと 、な

るが,当 然 で あろ う)に 接 し得 るので,事 業遂行には前 者 よ りは種 々有益 な

連合体 であ る。 なお この組織 も前記回 の性質 も併有す ることが多い。

同 本来 の事業 につ き企業力向上 のための互助組織

前述 の各種組織 に比 し,極 めて強固 な集合体 であ って,勿 論(イ)乃至内 の各

性格 は併 有す るとい って よい。たSし,運 営 の仕方如何 では構 成企業 に対 し

親睦会的組織

事業 内容 以外 の会社経営 一般 についての連携等 を図 る組織

事業 に関 す る情報 交換 を主 目的 とす る組織

本来の事業 につ き企業力向上 のための互助組織

事業 者に加 入 を強制 し,統 制 を とることに よ り業界防衛 を図 る組織

,各 項 目の 内部で も様 々な段階 が あ り
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企業 の 自由 な活動 によ る発展 を阻害 す ることもあ り得,ま た極端 な場合生産

調整,価 格協定等の行為に踏 み入れ る場合 もないでは な く,こ の場合 他の法

規制 との調整が極 めて難事 とな り,こ の分類に属 す業界の うち,内 部規制 の

強 い ものは実現 に様 々の支障が あろ う。

困 事業 者に加 入を強制 し,統 制 をとることによ り業界防衛 を図 る組織

最 も強固 な事業連合体 で あ り,勿 論 前記ω乃至口 の効用 も併 有す るであろ

うし,し か もアウ トサ イダーの存在 を許 さない こと ・なるので業界 意思 の実

現 には最 も適 す るが,憲 法 を始 め とした諸 々の他の法規制 と接触す る ところ

が多 く,実 現 は困難iな形態 であろ う。なお,こ の形態 については後述(b)の閲

参照 。

(b)組 織法の面か ら見た分類

ω

回

内

口

園

内

ω

囲

㈲

同一事業体の集合体

任意 団体 で組合的 な組織

組合契約 に よる組合

任意団体 で社 団的組織

民法上の法人

既存 の特別法 に基 く組織 一(1)一 事業 協同組合

既存 の特別法 に基 く組織 一(2)一 商工組合

加 入 を法 的に強制 しうる組織

同一事業体 の集 合体

いわば社会通念上の業界 に近 く,たS－ 同 一事業者が集合 を意識 してい る程

度 の もの で あ って組織 され た業 界 と して は極 め て濃 度 の 低 い もの で あ る。

(ロ)任 意 団 体 で組 合 的 な組織

同 一 事業 者 が任 意 に,し か し一定 の 目的 意 思 を もって集 合 した団 体 で あ る

が,構 成 員 個 々が並 列 的 に相 互 に結 合 して い る もの で あ り,相 互 の 利害 に よ

って結 合 の 度 合 い が変 動 し,そ の 内容 は恒 常 的 で は な い 。従 って組 織 され た

業 界 とい う レベ ル には 未達 の段 階 と も云 え るが,構 成 員 は 業 界 に 加 入 す る こ
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とにつ きオブ リゲー シ ・ンを負 わ ないため,加 入の勧誘 は容 易であ る。従 っ

て よ り高次の業 界結 成 のための 一つの ステ ップと して効用 は あろ う。

内 組合契約 による組合

構成員 たるべ き者が相互に民法上の組合契約 を締結 して形成 す る民法 上の

組合 で,構 成員 は組 合員 として組合契約 に拘束 され るため組織が恒常 性 を保

持 しうる。 しか し,権 利 ・義 務の分担,資 産保有方法等種 々難点 があ り業界

形成の方法 としては困難 が多 い。

同 任意団体 で社 団的組織

法人格 はな くと も,社 団性 を有す るとい うことは,構 成員の入退会方 法,

構成員 の権利義務,執 行機 関に関 す る事項 を定 めた規約,並 に会員名簿の備

置 に よる構成員 の確定等 が要件 とされ てお り,こ れ ら規約 を承認 して入会 し

た構成員 は,合 同行為乃至契 約行為 として規約に服 すべ き債 権的義 務 を負 う

ので,組 織 としての結合 の度合 いは高い。 しか も税制 上 も,裁 判上 も独 立 し

た団体 として扱 われ,独 立の権利主体 として社会的に も是 認 されてい るの で,

組織 自体の活動 も概ね円滑 に行 い得 る。たS"し,補 助金,指 定寄付 等の面,

不動産所有名義 人た り得ぬ こと等 法人格 の ない点 での不利 益は免れ ないが,

設立手続が任意に容易 にな し得 るのが利 点 であ る。通常 は次に述べ る法人格

取得の前段階 として存在 す るこ とも多い。

困 民法上の法人

社団法 人 と財 団法人の二種 があ るが,業 界の性質上特殊の場合 を除 い て社

団法人 を考 えれば よい と思 われ る。前述 の社団性 ある組織 に法人格が付 与 さ

れた ものであ り,法 人格付 与は主務官庁の許可 による もの であ り,そ の許可

基準 の 一には一定額(1千 万円乃至3千 万円)の 資産 を保有 してい ることが

現在 の行政実例 であ る。組織法上の諸問題は規約 を制定 して定 め なけれ ばな

らないが ・民法上 もその 内容 について規定 されてお り,独 立の法律上の人格

を有 す る主体 であ るため,組 織 としては完備 した形態 を具 える。

(N既 存の特別法 に基 く組織 一(1)一 事業 協同組合
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中小企業等 協同組 合法 に基いて成立 す る組合 であ って法 人格 を有 し,構 成

員 の事業等 につ き互 助 を目的 とした協同行 為を行 うものであ るが,目 的,組

織,そ の他組 合 としての組織上の事項 は前記法律 に詳細 に規定 され ている。

共同購買,団 体 協約の締結等,組 合員の事業行 為に直接関与す る事項 も目的

に含 まれ るが,現 実の姿 は,金 融の容 易化が最 も利用 され てい るところであ

ろ う。

(ト)既 存の特別法 に基 く組織 一 ② 一 商工組合

中小企業団体の組織 に関 す る法律 に基 いて成立す る組合 であ って法人格 を

有 し,そ の目的 と精神 は中小企業 者の互助 と事業の協同化 であ り,こ の点 は

前記の事業協 同組合 と類似 し,そ の他 も組織 として事業協同組合に近似す る

が,著 る しく異 る点は一定 の事由の下 では生 産調整 を含 む組合員の事業 活動

に対す る制限調整 を行い うることであ る。 しか も主 目的が事業 に対す る指導

・助言であ ることか らみて,組 合員 を統制指導 す る業界形態 としては強固 で

あ りかつ合 目的的で あるが,独 占禁止制度 その他 の制 度や法会 に接触す る虞

れを多分に 内包す る組織で あるため,設 立 については他の形態 に比 し困難 な

問題が 多い。なお この形態 も業界結集には何 ら強制力 は な く,従 って仮 りに

この形態 を とる として も,如 何 に多 くの構成員 を集 め るか について問題が あ

ろ う。

田 加入を法的 に強制 しうる組織

か 、る組織 は,そ の組織 に係 る特別の立法 を侯 たねば不可能 で あることは

云 うまで もな く,し か もか 、る特別 の立法は憲法上の問題 ともか らんで容易

には なし得 ない。現 実に も自然 人た る個 人に付与す る国家資格 に基 く業務 に

あ っては格別,法 人企業 に一定 の組織加入 を強制す る制度 は殆 ど見当 らず,

業務の特定 の一部(現 実には主要 部であるが)を 行 う限 り一定の組織に加入

す る こ とを強 制 す る こ とに よ って結 果 的 に強 制 加 入 の 目 的 を果 して い る もの

としては証券業 者,商 品仲 買人が取引所におけ る取引につ き取引所会員 た る

ことを強制 してい る程度で あ り,直 接 的に加 入 を強制 してい る ものは監査法
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人 に対 し公 認 会 計 士協 会 へ の 加 入 を義 務 づ け て い る程 度 の もの で あ る。 これ

らは い ず れ も高度 の 政 策 的 要 請 か ら出 た もの で あ って,こ の 要 請 に よ る制 約

が 法 的 に も是 認 され る程 度 の もの で な けれ ば な らず,通 常 か ＼る立 法 を期 待

す る こ とは不 可 能 に近 い と云 って よい 。勿 論,こ の よ うな制 度 の導 入が 可 能

で あれ ば,業 界 結 集 は 容 易 で あ り,ア ウ トサ イダ ーを完 全 に排 除 す る こ とに

よ って業 界 の混 乱 を防 止 し う る こ とは 明 白 で あ る。 しか し この こ とは また業

界 に よ る統 制 を生 み 易 く,憲 法 の み な らず,他 の 法律 と も抵 触 す る部分 が 多

く,危 険 な要 素 も含 む形 態 で あ る。

(c)効 用 面 か らの分 類(a)と 組 織 法 の 面 か らみ た分 類(b)と の 対 比

(a)と(b)の 各 分 類 を対 比 してみ れ ば,

①(a)の 休)は(b)の 囲 と一致 し

②(a)の(イ}は 概 ね(b)の(6)又 は(o)が 適 合 す る

③(a)の くu)9Dは(b)の(Nと も適 合 し うるが(a)の 内 は む しろ(b)の(ト)が よ り適 合 し

④(a)の ⇔ に つ い て は(b)の(ト)に よ らな けれ ば 実 効 性 は少 い 。

⑤(a)の(イH口 回 は(b)の 内 口 困 で あ って もあ る程 度 の 目的 は達 成 で き るか も しれ

ない が,特 別 法 の恩 典 が な い た め,特 別 法 に よ って種 々恩 典 の あ る(b)の@(ト)

と比 較 して効 用 は 少 い 。たs"し(b)の(ト)の 成 立 は 種 々困 難 で あ る。

以 上 の効 用 の 面 か らの分 類 と組 織 法 の 面か ら見 た分類 の 組 合 せ に よ って生 ず

る業 界 組 織 形 態 の 如何 な る もの を選択 す るか は,シ ス テ ムハ ウス が業 界 形 成 を

指 向 す る必 要 性 と 目的 並 に業 界 形 成 へ と動 く原 動 力 如何 に よ って定 め るべ きこ

とで あ ろ う。

3.2シ ス テ ム ハ ウス業 界 の経 済 分 析

シス テ ム ハ ウス の よ うな技 術 ・頭 脳 集 約 的 企 業 が もつ技 術 は,鉄 鋼,化 学,電

力 とい った 大容 量 プ ラ ン ト技 術 で は な く,い って みれ ば分 権 促 進 型 技 術 で あ る。

こ う した性 格 は,シ ス テ ム ハ ウスの 供 給 す る シス テ ム設計 ・ソ フ トウ ェアが 多 品

種 ・少 量 生 産 型 で あ る こ とに対 応 して い る。 い ま これ を業 界 形 成 との関 連 で い え
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ば,シ ス テ ムハ ウスの業 界 形 成 は他 業 種 に比 較 して相 対 的 に難 しい とい って よい。

それ に も拘 らず,シ ス テ ムハ ウスが1つ の 業 界 と して ま とま る こ とが 要 望 され

るの は 何 故 で あ ろ うか 。技 術 的連 関 の 視 点 か らい えば,大 企 業 で あ る チ ップ メー

カ とユ ー ザは,シ ス テ ム ハ ウスの技 術 サ ー ビス を今 後 多種,多 量 に 需 要 す る必 要

が あ るの に,シ ス テ ムが この期 待 に応 え る よ うな状 態 に まだ ないか らで あ る。別

言 すれ ば,シ ス テ ム ハ ウスの健 全 な発 展 が わが 国 マ イク ロコ ン ピ ュータ産 業 の 成

長 に大 き く貢 献 す る と期 待 され て い るか らで あ る。 そ こで 以 下 で は,シ ス テ ム ハ

ウス業 界 形 成 の 意 義 を,(1)生 産 性 向上 効 果,② 競 争 刺 激 効果,(3)情 報 伝 達 効 果,

(4)研究 開 発 促 進 効 果,(5)交 渉 力 向 上効 果 の視 点 か ら検 討 し,わ が国 マ イ ク ロ コ ン

ピ ュー タ産 業 の 成 長 に 占 め る シス テ ムハ ウス の役 割 を明 らか にす る こ とに し よ う。

3.2,1生 産 性 向 上 効 果

生 産 関 数 の 知 識 に まつ ま で もな く,生 産 性 の 向 上 は,資 本 設 備,投 入労 働 力,

技 術 とい った生 産 要 素 の 質 の 改 善 と と もに,企 業 を と りま く環境 の改 善 に よ って

実 現 す る。企 業 内組 織 や管 理 体 制 の整 備 は,生 産 す る財 や サ ー ビスの 品質 を高 め,

コス トを低 下 させ るで あ ろ う。 ま た最適 在 庫 管 理 や設 備 投 資 も,生 産 す る財 ・サ

ー ビスの 品質 を高 め る。 この 点 は 労 働 力 と して す ぐれ た 人材 を投 入 す る場 合 で も

同 様 であ る。

企業 の こ うした生 産性 向 上努 力 は,そ の 企 業 が業 界 に所 属 してい るか ど うか と

は 一応 独 立 の 問題 で あ るが,業 界 が 形 成 され,技 術 導 入,技 術 開 発,資 材 の 共 同

購 入,人 材開 発 な どの点 で有 利 な条 件 が 整 えば,個 別企 業 の生 産 性 向 上 に さ らに

貢 献 す るに 違 い ない 。 と ころ で これ ら有 利 な条 件 は,経 済 学 で い う技 術 的 外 部効

果 に多 か れ 少 か れ 関連 す る 。 しか し よ く知 られ て い る よ うに,技 術 的 外 部 効 果 は,

他 企 業 に よ って短 時 日の 間 に模 倣 し う る新 製 品,デ ザ イ ン,販 売 上 の 新 機 軸 な ど

で あ って,シ ス テ ム ハ ウ ス との関 連 で い えば,新 しい シス テ ム設計 や ソ フ トウ ェ

アの 開 発 が これ に属 す る。

外 部 経 済 は こ う した財 ・サ ー ビス を無 償 で供 給 す る こ とに よ フて生 ず る プ ラス

の 効 果 で あ り,経 済 全 体 と して見 れ ば好 ま しい 。 しか し新 しい システ ム設 計 を開
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発 した シス テ ムハ ウス に と って は,こ れ が 「そ っ く りその ま ま真 似 」され て しま

って は努 力 の仕 甲斐 が な い 。 これ では 費用 を投 じて新 技 術 を開発 す る利 益 が 小 さ

くな るか らで あ る。 その 結 果 国 民 経 済 全 体 と して技 術 開発 の た めに投 入 され る資

源 の量 は 過 小 とな るで あ ろ う。特 許 制 度 や ユ ーザ との 間 の機 密 保 持 契 約 が,こ う

した外 部 経 済 の 市場 化 で あ り,そ れ に よ って技 術 開 発 の イ ンセ ンテ ィブを確 保 し

て い る こ とを 考 え る と,シ ス テ ムハ ウス の生 産性 向 上 は,こ うした外 部経 済 の 市

場 化 を抜 きに して は議 論 で き ない 。

シ ステ ム ハ ウ スの生 産 性 向 上 効 果 の 視 点 か ら,業 界 形 成 が 望 ま し いか ど うか は ,

各 シス テ ム ハ ウスが 開 発 す る技 術,ノ ウハ ウな どを特 許制 度 を通 じ て どこ まで 保

護 し,同 時 に そ う した技 術 の 応用 を どこ まで推 進 で き るか,に 依 存 す る とい って

よい 。業 界 を背 景 に,ソ フ トウ ェアが メ ー カとユ ー ザの双 方 に流 通 す る可能 性 が

増 せ ば,各 シス テ ム ハ ウスは これ を 大 きな メ リ ッ トと認 め るで あ ろ う し,そ れ に

よ って そ れ ぞれの 特 化,専 業 化 の方 向 が 明 らか に な るの で あ る。

3.2.2競 争 刺 激 効 果

マ イ ク ロ コ ンピ ュー タ応用 製 品 の 開 発 が 進展 す る と と もに,シ ス テ ム ハ ウスが

提 供 す る シス テ ム設 計 の 重 要 性 は ま す ます増 大 す る こ とに なろ う。 シス テ ム設 計

の良 否 が 直 接,製 品 の コス ト ・パ フ ォー マ ンスを 左 右 す るか らで あ る 。 この こ と

は ・チ ップ メー カ と応 用 機 器 メ ー カの 双 方 に と って も大 きな関 心 事 で あ る。 した

が って,マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ産 業 の 発 展 過 程 で シ ステ ム ハ ウ スの技 術 開 発 面 で

の 競 争 は さ らに激 し くな るで あ ろ う。

競 争 が 分 業 を もた らす こ とは よ く知 られ て い る 。 シス テ ムハ ウス に おい て も,

激 しい競争 が,シ ス テ ムハ ウス を① ノ ウハ ウを提 供 した り,技 術 コ ンサ ル タ ン ト

機 能 を果 た す 企業 集 団,② チ ップ メ ー カ,OEMメ ー カまた は ユー ザ の 系 列 下 に

入 り,下 請機 能 を果 た す企 業 集 団,③ メー カ と して特 化,専 業 化 し,マ イ ク ロコ

ン ピ ュー タ産 業 の 一 翼 を担 う企 業 集 団の3つ に分 化 させ て い く こ とに な ろ う。

こ う した分 化 の 傾 向 は,一 見 業 界 形 成 を困 難 に す る要 因 と考 え られ る。 しか し

分 化 の 過程 で シ ス テ ム ハ ウスの 社 会 的,経 済 的機 能 も次 第 に 明 確 とな る 。 そ して
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各 シ ステ ムハ ウスが 業 界 の 目的,性 格,役 割 につ い て 充分 に整 理 され た合 意 を発

見 す る こ とが 容 易 に な る こ とに注 目 した い 。 その 意 味 で,シ ステ ム ハ ウスの 健 全

な発 展 は,た え ざ る競 争 の過 程 で保 証 され るの であ る。

この 点 を と くに強 調 す るの は,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ産業 が知 識 集 約 型 産 業 の

1つ として将 来 の わ が国 産 業 構 造 で大 きな役 割 を 占 め る こと と,同 種 の海 外 企 業

との 競争 が ます ます激 化 す る こ とが予 想 され るか らで あ る。す で に ア メ リカで は

ソ フ トウ ェ アハ ウ スの発 展 形 態 として 「ホ リゾ ン タル ・カ ンパ ニ ー 」が形 成 され,

最 先 端 の技 術 を競 い合 い なが ら共 同 して 利 益 をあ げ て い る ソ フ トウ ェ アハ ウス群

が あ る 。わ が 国 の シス テ ム ハ ウス で同 種 の 企業 協 力 形 態 が生 まれ るか ど うか は判

らな い 。 しか しこれ に よ って ソ フ トウ ェアの開 発 と競 争 力 が 向 上 す る こ とは確 実

で あ る。

この よ うに考 え る と,将 来 海 外 シス テ ム ハ ウス と技 術 提 携 した り,シ ス テ ム設

計 の共 同 開 発 に の り出 す シス テ ムハ ウスが わ が 国 に も現 わ れ る と期 待 して よ いで

あ ろ う。 それ は わが 国 マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ産 業 の 国 際 化 と軌 を一 に して い る。

そ う考 えれ ば,シ ステ ムハ ウスの 業 界 形 成 の要 望 は 国 内的 の み な らず 国 際 的 視 野

か ら も判 断 され な けれ ば な らない の で あ る。

3.2.3情 報伝 達効 果

こ こ で い う情 報 は 市場 情 報 と技 術 情 報 の 双 方 で あ るが,シ ス テ ム ハ ウスに と っ

て,こ れ らの情 報 は メー カと ユ ーザ との関 連 で発 生 す る情 報 で あ る 。 マ イ ク ロコ

ンピ ュー タ産 業 の よ うに応用 製 品 が爆 発 的拡 大 を続 け る分 野 で は,メ ー カ,シ ス

テ ム ハ ウ ス,ユ ー ザ それ ぞれ が そ う した変 化 を どの よ うに捉 え るか に つ い ての 情

報 が 敏 速 か つ適 確 に伝 達 され な けれ ば な らない 。

情 報 の伝 達 な らび に フ ィー トバ ックの 場 は 市場 機 構 で あ る。需 要 者 は 市場 に あ

らわ れ る財 ・サ ー ビスの種 類,品 質,価 格 を勘案 して,購 入 す る財 ・サ ー ビスの

組 合 わせ を変 え る。供 給 者 は需 要 者 の そ う した情 報 を確 認 し なが ら,供 給 量,品

質,価 格 を適 合 して い く。 システ ム ハ ウスの 業 界 形 成 が 必 要 で あ るの は,メ ー カ

とユ ーザ の 双 方 か らの情 報 に適 確 に即 応 で き る体 制 を整 え るた めで あ る 。 コ ン ビ
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ユー タ産 業 が急 激 に拡 大 して い るの に,シ ス テ ムハ ウスが いつ ま で もバ ラバ ラで

あ って は,情 報 が うま く伝 達 され な い 。 シス テ ムハ ウス業 界 は,ユ ー ザ の要 望 を

察知 す る情 報 チ ャネ ル と,そ の機 会 を と らえて新 た な財 ・サ ー ビス を生 産,販 売

して い くた め に必 要 な技 術 情 報 の蓄 積 を も って い な けれ ば な らな い。 その 場 合何

よ りも大 切 なの は,必 要 な情 報 を 入手 す る方法 と,こ れ を業 界 内部 の シ ステ ムハ

ウスに伝 達 す る機 能 で あ る。

シス テ ムハ ウスの発 展 は,こ うした情 報 の チ ャネ ル を通 じて い まや メ ー カ と ユ

ーザ の発 展 につ なが って い る。 と くに マ イ クロ コ ン ビ。ユ一 夕産業 に と って,利 潤

動 機 の 意 味 は,あ らか じめ確 認 され て い る利 潤 の 獲 得 とい うよ りは,未 利用 機 会

の 察 知,新 技 術 の応 用 開 発 に あ る以 上,利 潤 は それ に伴 う不 確 実 性 に 対処 した結

果 と して与 え られ る とい って よ い 。 した が って,メ ー カの 成 長,ユ ーザ の 需要 の

多極 化 に応 じて,シ ス テ ム ハ ウス 自体 が 情 報 を伝達 す る役 割 は,市 場 情 報 と して

も技 術 情 報 と して も,き わ め て大 き くな ってい る。

シス テ ム ハ ウスの 情 報伝 達 機 能 と して は,ユ ーザ との話 合 い で あ る顧 客 相 談 ,

メー カ との 話 合 いで あ る技 術 開発 と技 術 交 換 が 中心 で あ る 。 した が って シス テ ム

ハ ウスが業 界 を形 成 す れ ば ,ユ ーザ に 対 して もメ ー カに対 して も,シ ス テ ム ハ ウ

スが情 報 セ ン ター と しての役 割 を高 め る こ とが で き よ う。

現 在 の と ころ シス テ ムハ ウス を大 別 す れ ば,そ れ ぞれ知 識 集 団,メ ー カ志 向 集

団,下 請集 団 とい った性 格 に分 類 で き る 。個 々の シス テ ム ハ ウスが そ の いず れ の

特 色 を もと う と も,ユ ーザ とメ ー カに対 して上 述 した よ うな役 割 と貢 献 を果 たす

べ きで あ る とす れ ば,シ ステ ム ハ ウ スは 出来 るだ け早期 に業 界 を形 成 す る必 要 が

あ る。 と くに個 々の企 業 が① 高 品 質,低 コス トの サ ー ビス,② 特 化,専 業 化 へ の

方 向 ・③ 技 術 導 入の 先験 性,④ 業 績 向 上 と信 頼,を 確 立 す る こ とが急 務 で あ る現

在 ・業 界 形 成 を通 じて,(a)法 律 上,経 営 上の 知 識 の 交換,(b)調 査 能 力 の 向 上,(c)

企業 内管 理 体 制 の 整 備 が促 進 され る こ とは,マ イク ロコ ン ピ ュー タ産業 の将 来 に

と って も きわ め て望 ま しい ことで あ る 。
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3.2.4研 究 開 発促 進 効 果

企 業 は,製 品 の 改 良,モ デ ル ・チ ェ ンジに よ って製 品 を分 化 し,需 要 者 の要 望

に対 応 す る 。 こ う した 製 品 の分 化 や 多様 化 が 迅 速 に行 われ るた め に は,絶 え ざ る

研 究 開 発 と技 術 の蓄 積 が 必 要 で あ る。研 究 開 発 へ の イ ンセ ンテ ィブが 特 許 制 度 の

存 在 に よ って 促 進 され て い る こ とは よ く知 られ て い る。 研 究開 発 投 資 の リス ク と

コス トが特 許 制 度 に よ って カ バ ー され な けれ ば,研 究 開 発 の意 欲 も低 下 して しま

うか らで あ る。

特 許 制 度 は,シ ス テ ム ハ ウスの よ うな知 識 集 約 企 業 に と って と くに重 要 で あ る。

第 一 に シス テ ム ハ ウス を大 規模 組 織 か ら離 脱 した有 能 な研 究 者,技 術 者 の集 団 ま

たは独 立 企 業 とみ れ ば,特 許 制度 は こ うした独 立 企 業 が 創 造 的 か つ革 新 的 な技 術

開 発 を育 て る た めに 不 可 欠 で あ る。第 二 に,わ が 国 で は基 礎研 究 に対 す る公 共 的

ス

支出が少 いため,大 企業が基礎研究 を行 うことが しば しば である。 その結 果大企

業 による基 礎的 な特許支配が成 立 しやす く,小 規模 の知識集約企業が 自由に活動

す る余地 を狭 めて しま う可能性 があ る。 とくに 「工業所有権審議 会 」が特許 申請

に際 し 「多項制 」を導 入す る方針 をうちだ した ことは,現 代の技術 が1つ の体系

であることか ら理解 で きる部分 もあ る。しか しその保護効果は当該技術 の独 占を

意味す るか ら,独 立の知識集 約企業の発展 を制限 す る可能 性が ある。

この よ うに考 えると,多 数の シス テムハ ウスが集合 して業界 を形成 し,研 究開

発体制 を整 備す る ことは,現 在 お よび将来 の技術発展の方向か らい って も必 然 的

で あ る 。 と くに シス テ ムハ ウス1社 で は研 究 開 発 の 費用 を 回収 で きな い よ うな新

技 術 の開 発 に取 組 む 場 合,業 界 の後 援 に よ って数 社 が 共 同 開 発 す る こ と も可 能 に

なろ う。 こ う した 共 同 開 発 の成 果 は,技 術 の 蓄 積 と して貴 重 で あ る。 当 面 その応

用 に よ って収 益 を もた らさ な く と も,技 術 的 適 応 の 範 囲 を拡 げ,市 場 構 造 を改 編

して成果 をあ げ る こ とが で きるか らで あ るニ

シス テ ム ハ ウス の業 界 形 成が 研 究 開 発 促 進 効 果 を もつ も う1つ の局 面 は,人 材

養 成 で あ る 。大企 業 で あ れ ば,基 礎 研 究,応 用 研 究 の過 程 で人材 養成 が 可能 であ

り,直 接 市場 成 果 を もた らさ ない分 野 に 人材 を配 置 す る余 裕 もあ ろ う。 しか し大
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部 分 の シス テ ムハ ウ スで は,直 接 役 に立 つ 人材 だけ で需要 に適 応 して お り,長 期

的 視 野 に た った 人材 養成 の余 裕 が ない場 合 が 多 い 。 この状 態 は,短 期 的 に み れ ば

付 加価 値 生 産 性 を高率 に維 持 し,効 率 的 で あ る よ うに思 われ るが,技 術 情 報 の生

産 構 造 が 拡 大 す る余 地 が 小 さい とい う意 味 で望 ま しくない 。 シス テ ムハ ウ スが1

つの 業 界 と して社 会 的地 位 を確 保 すれ ば,共 同 して 人材養 成 に力 を注 ぐこ とが 出

来 る とい う内部 効 果 と,メ ー カお よ び ユ ー ザ か らの協 力 に よ って,有 能 な 人材 が

シス テ ムハ ウ スに流 入 す る とい う外 部効 果 を期 待 で きる。 と くに メ ー カか らの 協

力 と して,エ ン ジニ ア リング ・リ ソー スが 供 給 さ れ る場 合,そ れ は 技 術 情 報 だけ

で な く人 材 に も関 連 す るの で あ る 。

3.2.5交 渉 力 向 上 効 果

シス テ ムハ ウス は,応 用 範 囲 の きわ め て広 い マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの シス テ ム

設 計 や ソ フ トウ ェ アの開 発 を行 な う企 業 集 団 で あ る。 しか しほ とん どの シ ス テ ム

ハ ウスが,既 存 の 企業 や研 究 機 関 か らス ピ ンオ フ した中堅 技 術 者 に よ って設 立 さ

れ た ベ ンチ ャ ー ・ビジ ネ スで あ る こ と と,大 企 業 で あ る半導 体 メ ー カ と応用 機 器

メ ー カ との中 間 で活 動 す る とい う産業 構 造 上 の 位 置 づ け とに よ って,シ ステ ム ハ

ウスの 交 渉 力 は弱 い 。

現在,わ が 国 で シ ス テ ム ハ ウス と呼ば れ る企 業 数 はす で に100社 を超 え るの に,

その 企 業 規 模 は 資 本金1,000万 円 以 下,従 業員20～30名 程 度 の もの で あ る こ と

か ら も,交 渉 力 の 弱 さを推 論 で きる 。 も ちろ ん企 業 規 模の 小 さ さは,応 用 製 品 の

多 品種 化,少 量 生 産 に適 応 して い る と もい え る が,マ イク ロ コ ン ピ ュー タの将 来

性 と量 産体 制 の 可 能 性 とを考 慮 す る と,シ ス テ ムハ ウスの 交 渉 力 が 弱 い こ とは,

シ ステ ム ハ ウスが マ イ ク ロコ ン ピ ュ ータ産 業 で もつ重要 な機 能 か らい って不 健 全

であ る 。 シス テ ム ハ ウ スの 交渉 力 を強 化 す る方 策 は2つ あ る。第1は,個 々の シ

ステ ム ハ ウスが 自 らの努 力 で 企業 体質 を強 化 す る こ とで あ り,第2は 業 界 を編 成

し,シ ス テ ム ハ ウスの 機能 と産業 構 造 上 の地 位 を明 確化 す るこ とであ る 。

前 者 は,財 務 面 で の経 営体 質 を改 善 す る こ とに よ りp融 資 条 件 を有 利 化 す る こ

と,有 能 な人 材 を中 心 と して技 術 開発 能 力 を高 め る よ うな企業 組 織 と管 理 体 制 を
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整 備 す る こ とで あ る。 こ うした 自 主努 力 の必 要 性 は なに もシス テ ム ハ ウ スだ け に

限 った こ とで は ないが,関 連 業 界 か らの信 頼 をか ちえ るた めの基 本 的前 提 で あ る。

後 者 は,企 業 登 録 制 度,共 同 開 発 シ ス テ ム,契 約 の 標 準 化,検 査機 器 の 共 同利

用,顧 客 相 談,シ ス テ ムハ ウスのPRな どを通 じて,シ ス テ ムハ ウ スの 交 渉 力 を

高 め,そ れ に よ って個 々の シス テ ム ハ ウスの 健全 な発 展 を促 進 す る もの で あ る。

業 界 と して社 会 的 に認 知 され る こ と よ り,特 定 分 野 の技 術 開 発 に対 す る研 究 補 助

金 の 交 付,金 融 機 関 か らの融 資 条 件 の改 善 が期 待 され る一方,企 業 案 内,マ ーケ

ッテ ィ ングを 通 じて 市場 情 報 と技 術 情 報 の伝 達 機 能 を果 たす こ とが 可能 とな る。

この よ うに業界 形 成 は,個 々の シス テ ムハ ウス に プ ラスの 外 部 経 済 効 果 を もた

らす 。 しか し こ う した交 渉 力 向 上効 果 の 果 実 は,シ ステ ムハ ウスが 業 界 を形 成 す

る と い う強 い統 一 的意 志 に よ って は じめ て もた ら され る こ とを知 らな けれ ば な ら

な い。 シ ス テ ムハ ウス は,現 在,① 知 識 集 団,② メー カ を志 向 して い る集 団,③

下 請 け 企業 と して の集 団 に 大別 され る 。 した が って それ ぞれ が持 前 の機 能 を果 た

しなが ら業 界 を通 じて発 展 して い く とい うコ ンセ ンサ スが 前提 と な って,集 合 の

メ リ ッ トで あ る交 渉 力 向 上効 果 が 実 現 す るの であ る。

3.3シ ス テ ムハ ウ ス業 界形 成 に よ る利 害 得 失 の評 価

3.3.1業 界形 成 の 利害 に関 す る評 価 の方 法

マ イ ク ロエ レク トロ ニ クス は今 後 も技 術 革 新 の中 心 的 役 割 を果 た し,あ らゆ る

分 野 に 普 及 す る こ とが 予測 され る。 シ ステ ムハ ウス は,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ産

業 と密 接 不 可分 の 関係 に あ.り,技 術 集 約 的研 究 開発 型 企 業 と して重 要 な役 割 を果

たす もの と言 え よ う。

シス テ ムハ ウスの 存 在 意義 につ い て は,昨 年 来 その 必要 性 が確 認 され,そ の行

政 的 な分 類 と して従 来 サ ー ビス業 で考 え られ て い たの を検 討 し た結 果,製 造 業 に

格 付 され る よ う関 係 当局 に お い て措 置 され た こ とは,社 会 的 に その 性 格 が 明確 化

され金 融 的 に も好影 響 を及 ぼ す もの と言 え よ う。

次に システムハ ウスが業界 を形成 する場合,そ の業界 とは前述 の如 く組織 化 さ
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れ た業 界 の 概 念 で あ り,シ ス テ ム ハ ウスの 存在 態 様 と業 界 の 関 係 に つ い て は,昨

年 来検 討 され た よ うに 一般 的 な企 業 の 系 列(こ れ を縦 系 列 とい う)に 比 し,互 に

同 じ企業 同 士の 集 合 であ るこの業 界 は横 の 系列 とい うこ とが で き る。

今 シス テ ム ハ ウ ス業 界 形 成 の利 得(メ リ ッ ト)を 考 え る場 合 考 慮 すべ き こ とは,

単 に その業 界 を構 成 す る個 々の企 業 の利 得 だけ を考 え るの で は 不 十 分 で あ って,

マ イ ク ロ コ ンピ ュー タ産業 全 体 の視 野 に 立 って,シ ス テ ム ハ ウス業 界 が 他 の 業 界

即 ち チ ップ メ ー カ業 界 お よび ユ ーザ の業 界 その 他 関 係 す る社 会 シ ス テ ムに 及 ぼ す

影 響 を考 慮 し,シ ス テ ム ハ ウス業 界 が マ イ クPコ ン ピュー タ産業 に お い て果 た す

べ き役 割 と産 業 構 造 上 の地 位 を明確 化 す る こ とが 重 要 であ る。

さ らに視 点 をか えて,全 体 的 に利 得 を考 え る場 合 は,個 々の具 体 的 問 題 例 えば

業 界 形 成 の 形 態 を予 め設 定 して,そ の 場 合 にお け る利 得 を比較 考 量 した方 が 妥 当

な場 合 も考 え られ る。(業 界 形 成 の形 態 に つ い ては3.1参 照)

ま た問 題 の視 点 を重要 事 項 に限 定 し,例 えば 金 融,国 際 貿 易 等 か らみ た業 界 形

成 の利 得 とい った よ うに言 わ ば各 論 的 に検 討 した方 が 利得 が 一層 明 確 に な る場 合

もあ る。

以 下 シ ステ ム ハ ウス業 界 形 成 に関 し,対 象 別 に検 討 す る こ とに す る。

3.3.2個 々 の シ ス テ ムハ ウ スか らみ た 場 合 に考 え られ る利 得

個 々の シス テ ムハ ウスが 業 界 を形 成 し,業 界 全 体 の合 意 が 達 成 され,構 成員 の

共 通 の 各種 利 得 が 増 大 で き,逆 に 各種 デ メ リ ッ トが 軽減 もし くは 除 去 で き る こと

が 明 らか に な れば 積 極 的 に 業 界 形 成 を指 向 す る こ とに な る で あ ろ う。

しか し現 実 には,個 々の 企業 体 質 は 脆弱 の ものが 多 く産 業 構 造 上 の地 位 が ま だ

明 確 で な い等 多 くの 問 題 をか か えて い る。 とは言 え,最 近 の マ イ ク ロ コ ン ピ ュー

タ応 用 の需 要 は画 期 的 に 増 大 の 方 向 に あ り,シ ス テ ムハ ウスの 役 割 は,そ れ に比

例 して重 要 性 を増 し,マ イク ロ コ ン ビ。ユ一 夕産 業 全 体 の 中 に あ る シ ス テ ムハ ウス

の地 位 を 明 確化 す る と と もに遂 次社 会 的 に認 知 され て い る証 左 で あ る とい うこ と

が で き よ う。

これ に つ い て,シ ステ ム ハ ウ スの業 界 形 成 の期 待 され る効 果 は,(1)生 産 性 向 上
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効 果,(2)競 争 刺 激 効 果,(3)情 報 伝 達効 果,(4)研 究 開 発 促 進 効 果,(5)交 渉 力 向上 効

果 の経 済 的 効 果 が考 え られ る 。(3.2参 照)

また,学 会 等(大 学 研 究 所 等)と の 交 流,人 材 確 保,共 同 研 究 等 が や り易 くな

り,業 界 共 通 の 問題 と して料 金,共 同 設 備,経 理 税 制,特 許 存 在 価 値 のPR等 の

経 営 上 の 問題 を検 討 す る場 が 与 え られ る こと に な る。

3.3.3半 導 体 メ ー カ側 か らみ た場 合 に考 え られ る利 得

急 速 に 拡 大 す る マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ需 要 に対 し,そ の応 用 範 囲 は極 め て広 汎

で あ り,応 用 製 品 の 多種 少量 生 産 に対 し シス テ ム ・ハ ー ドウ ェ ア ・ソ フ トウ ェア

全 般 にわ た って その技 術 的需 要 お よび 人材 を カバ ーす る こ とは到 底 で きな い こ と

は明 白 で あ る。 したが って半 導 体 メ ー カに と って も,マ イク ロコ ン ピ ュー タの 応

用 普 及 を図 る うえ で シス テ ム ハ ウスの存 在 が 望 ま しい こ とは 前述 の とお りで あ る。

(2.2.3参 照)

今 後 シス テ ム ハ ウスが業 界 を形 成 す れ ば半 導 体 メー カは チ ップの 生 産 販 売等 本

来 の業 務 に全 力 を傾 注 で き る利 得 が あ る。 即 ち,シ ス テ ム ハ ウスの 業 界 を通 じて

市場 情 報 を迅 速 適 確 に入 手 し,チ ップ メ ー カの もつ技 術 情 報 を シス テ ム ハ ウスに

伝達 す るた め情 報 セ ン ター と しての 役 割 を期 待 す る こ とが で き る。 また,そ の 業

界 を通 じ法 律 上経 営 上 の 知 識 の 交 換,調 査 能 力 の 向 上,技 術 開 発,人 材 養 成,機

器 の 共 同利 用,顧 客 相 談,業 界 のPR,資 材 の共 同購 入等 の効 果 を期 待 で き,半

導 体 メ ー カ と して は 負担 の 軽 減 に な るで あ ろ う。

3.3.4ユ ー ザ(OEMを 含 む)側 か らみ た場 合 に考 え られ る利得

半 導 体 メ ーカは ユ ーザ に対 し一般 的 な応用 技 術 を指導 し得 て も,個 々の応 用 シ

ステ ムの 開 発 まで 立 ち入 る能 力 は持 って い な い のが 通 常 で あ る。 マ イ ク ロコ ンヒ。

ユ一 夕の 普 及 乃 至 需 要 は,1979年 の後 半 か らの生 産 統 計 で も推 察 で き る よ うに

漸 く大量 利用 の き ざ しが 見 え始 め て きた 。 今 後飛 躍 的 増 大 が 考 え られ る こ とは 前

述 の とお りで あ る。'

この 場合,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ応用 製 品 の 品質,種 類,価 格,技 術,将 来 動

向等 に関 す る各種 情 報 の 入手,機 器 に関 す る相 談 や サ ー ビス(例 え ば ニー ズ に合
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った シ ステ ム ハ ウスの 選 択,効 果 的 な シス デ ム ハ ウスの活 用 の 仕 方,専 門 分 野 の

紹 介 あ っせ ん,相 互 協 力 に よ る納 期 短 縮,競 争 に よ る適正 価格,文 章,規 格,寸

法 等 の 統 一等)は,シ ス テ ムハ ウス を中 心 に波 及 させ る ことが 可能 で あ り,こ の

よ うな諸 便 宜 の提 供 に よ って経済 的 に も十分 に効 果 的 な利 得 が得 られ る ことが 予

想 され よ う。'

3.3.5マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ振 興 セ ン ター か らみ た場合 に考 え られ る利 得

現在 財 団 法 人 日本 情報 処 理 開 発 協 会 の中 に マ イ ク ロ コン ピ ュー タ振 興 セ ン ター .

が 設置 され てい るが,今 後東 京 の み な らず 全 国 主 要 地 区 に シス テ ム ハ ウスの業 界

が形 成 され れ ば,そ れ らの業 界 単 位 に情 報連 絡,各 種 活動 等 の 拠 点 とす る こ とが

で き相 互 に 相 当の利 得 が 得 られ る 。

3.3.6金 融 面 か ら み た場 合 に考 え られ る利 得

シス テ ム ハ ウス は,金 融 上 い くつ か の 問 題 をか か えてお り,そ の 育 成 強 化 の た

め に は,国 の側 面 的 援 助 と政 府 金 融機 関 を先導 とす る民 間 金 融機 関 の 誘 導 的役 割

が必 要 で あ る こ とは前 述 の とお りで あ る 。(1 .3参 照)こ の よ うな企 業 別 金 融 の

他 に 業 界 形 成 に よ り組 合 融 資制 度 の途 も考 え られ る。 また 金融 機 関 の 理 解 と協 力

が 得 られ 易 くな る もの と思 わ れ る。

3.3.7国 際 交 流 面 か らみ た場 合 に考 え られ る 利得

マ イ ク ロ コ ン ビ。ユ一 夕産業 が貿 易 上重 要 な役 割 を果 た し てい る現 況 に か んが み,

海 外 に お け る同業 者 団体 との交 流,情 報 交換 等 に際 して も,シ ス テ ム ハ ウスの 業

界 形 成 に よ り個 々の 企業 の場 合 に比 し,よ り効 果 的 な利 得 が期 待 され る こ とに な

る。

3.3.8損 失(デ メ リ ッ ト)と し て特 に留 意 す べ き点

シス テ ム ハ ウス業 界 を形 成 す る こ とが,マ イ ク ロ コ ンピ ュー タ業 界 お よ び関連

の 他 の 業 界 に対 して利 得 とな る反 面,そ れ が 損失 とな る場 合 も当然 考 え られ る。

例 えば業 界 の 形 態 に よ りあ ま り強 力 な統 制 力 が あ る と きは,他 の 業 界 に 悪影 響 を

及 ぼ す こ と もあ り,折 角 の 利 得 が損 失 と相 殺 され る こ と もあ り得 よ う。従 って業

界 形 成 に よ る これ らの損 失 につ い て は ・,実際 に業 務 を遂 行 す る上 で 留 意 すべ き点
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として括 め て み ると次 の とお りで あ る。

(1)シ ステ ム ハ ウス業 界 形 成 の成 否 は,シ ス テム ハ ウスの 各 企業 が その 業 界 形成

に よ る利 得 を 明確 に 認 識 し,応 分 の負 担 を行 う意 思 と能 力 が あ るか否 か に か か

る と ころが 多 い こ とに留 意 す る こ と。

(2)シ ステ ム ハ ウスの 業 界 は 関連 業 界 と共 存 共 栄 を旨 と し,経 営 モ ラ ル を尊 重 し,

秘 密 を厳 守 す る等 相 互 信 頼 関係 を きず つ け ない よ う留 意 す る こ と。

.(3)シ ステ ム ハ ウス業 界 に お け る統 制 が外 部 に対 して著 し く強 ま る場 合 に は,一

方 的価 格 決 定 等 ユ ーザ に不 利 な条 件 が生 ず るの で,あ くま で 自 由競 争 の 原 則 を

つ らぬ くよ うに留 意 す る こ と。

(4)全 国 に地 区 単位 で シ ス テ4ハ ウス業 界 化 の 拠 点 が で きた場 合 に は,こ れ ら地

区単 位 の業 界 相互 の 円滑 な連 絡 調 整 お よび各 種 情 報 の ク レァ リン グハ ウ ス と し

てのMCCの 機能 の 充実 が可 能 とな る よ うに留 意 す る こ と。
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結 論

今 や マ イク ロ コ ン ピ ュー タ産業 は 活 識 化 の 時 代 を むか え,有 望 な知 識 集 約 型 産

業 と して 今後 の 飛躍 的発 展 が 予 測 され る 。 さ らに,マ イク ロ コ ン ピ ュー タ産 業 は,

他 の 産業 の み な らず,広 く国 民生 活 に も イ ンパ ク トを与 え る潜 在 力 を持 ち,将 来

性 が 特 に期 待 され てい る。 そ して シス テ ム ハ ウスは 半導 体 メー カ とユ ー ザ の橋 渡

し役 を果 す マ イク ロ コ ン ピ ュー タ応 用 の 専 門 的技 術 者 集 団 と して の地 位 を 獲得 し

つ つ あ る。 この シス テ ム ハ ウスが 業 界 を形 成 した 場 合 に得 られ る利 得 は,関 係 業

界 に 資 す る とこ ろが 多 く,さ らに シス テ ム ハ ウス 自体 に と って も金 融 的 な措 置,

経 営 活動 の 向 上 等 に つ なが る多 大 の便 宜 の 得 られ る こ とが考 え られ る。

しか しなが ら,個 々の シス テム ハ ウスに お い て,資 金調 達,税 法 上 の 措 置,人

材 の 養 成 や獲 得,研 究 開 発 な どの 譜 面 で,全 く問 題 や 困難 が な いわ け で は ない 。

これ らの 問 題 の あ る もの は,個 々の企 業 の 努 力 だ け では解 決 で きな い 。

今 後 の 課 題 と しては,業 界 の 形 成 が 個 々の シス テ ム ハ ウ スの企 業 努 力 とあ い ま

って,い かに これ らの 問 題 の 除 去 あ るいは 解 決 に 資 す る と ころが あ るか,さ らに,

業 界 形 成 の た め に,い つ,ど の よ うな状 況 に お い て,い か な る種 類 の援 助 が 国 か

ら必 要 とされ るか な どに関 す る慎 重 な検 討 が残 され る こ とに な ろ う。
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ー システムハ ウス実態調査要約一



、

司

●



期 待 さ れ る シ ス テ ムハ ウ ス

シ ス テ ムハ ウ ス実 態 調査 要 約

通 商 産 業 省

紗

1は じめ に

ソ フ トハ ウス とい う言 葉 は度 々耳 に す る こ とはあ って も,シ ス テ ムハ ウス と い

う言 葉 は,初 め て聞 く人が 多 い こ と と思 わ れ る。 確 か に,我 が 国 の シ ス テ ム ハ ウ

スは,こ こ6～7年 に急 激 に勃 興 した 企 業群 で ,一 般 に馴 染 み が薄 い もの と思 わ

れ るが,マ イ ク ロコ ン ピュ ータ産業 の 一 翼 を担 う重 要 な一員 と して ,シ ステ ムハ

ウス に対 す る期 待 は高 ま りつ つ あ る。(図 参 照)

そ もそ も,約5ミ リ角 の 小 さな シ リコ ンチ ップの 上 に複 雑 な電 子 回路 を納 めた

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タは,1971年,Inte1社 のMCS-4(4004)と して ,最 初

の 産 声 をあ げ た 。In-4004は,日 本 の 電 卓 メー カ ・ビジ コ ン社 よ り ,電 卓 用 チ

ップの開 発 を依 頼 され た同 社 が,大 胆 な技術 的 飛躍 を試 み て,コ ン ピ ュ ー タの基

本 的原 理 を3個 のLSIに ま とめあ げ て マ イク ロ コ ン ピ ュー タを作 り出 した もの

で あ る。 この 画 期 的 な超 小 型 コン ピ ュー タの 出現 に よ り ,産 業 分 野 ・社 会 生 活 分

野 に大 きな変 化 が 起 りつ つ あ り,世 界 最 初 の コ ン ピ ュー タENIACが 生 まれ て

か ら約30年 に して,第2の コ ン ピ ュー タ革 命 と もい うべ き もの が始 ま りつ つ あ る

が,そ の革 命 の 一 つ の担 い手 が シ ス テ ム ハ ウス なの で あ る。

皿 シス テ ムハ ウ ス と は

一 口 に シス テ ム ハ ウス とい って も,種 々の 形 態 が あ るが,ラ フに 定義 すれ ば,
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デ バ イ スた る マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ と自社 の有 す る ソ フ トウ ェア技 術 ・ノ ウハ ウ

とを結 合 させ,顧 客 の 要 望 に応 じて,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの機 能 を十 全 に 引 き

出 した シス テ ム や シ ステ ム製 品 を開 発 す る マ イ ク ロコ,ンピ ュ一 夕応用 機 器 メ ーカ

と いえ る。

米 国 に お い て は,主 と して ミニ コ ンピ ュー タを ハ ー ドウ ェア と し,そ れ に ソ フ

トウ ェアを開 発 す るこ とに よ り,シ ス テ ム を作 り出 す とい う形 態 の シ ス テ ム ハ ウ

スが 約1780社 ほ ど存在 してい るが,わ が 国 にお い ては,マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ

を ハ ー ドウ ェアの 中核 と して,シ ス テ ム あ る い は シス テ ム製 品 を主 と して 開発 し

て い る点 が 特 徴 で あ る.

我 が 国 の シ ス テ ム ハ ウス は,マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの 利用 技 術 ・応用 製 品 等 の

開 発 に先 導 的役 割 を果 た しつ つ あ り,今 後 の我 が 国 の産 業 ・社 会 構 造 の 高 度 化 を

は か る上 で 重 要 な役割 を果 た す もの と期 待 され て い る 。 しか しなが ら,我 が 国 に

は約170社 ほ どの シス テ ム ハ ウスが存 在 す る とい わ れ て い る もの の,そ の実 態 は

十 分 に 明 らか に な って い る とは い え な い 。

この た め,今 回,シ ステ ム ハ ウスの 実 態把 握 を 目的 に 調 査 を実 施 した の で,以

下,そ の概 要 を述 べ る こ と とす る 。

皿 調 査 方 法 ・回 答 等 に つい て

シス テ ム ハ ウスの 母 集 団 を 正確 に把 握 で きな いた め,各 種 情 報 産 業 関 連 団体 の

加盟 企 業 名 簿 か ら,シ ステ ムハ ウ ス と想 定 され る もの に対 し,調 査 を行 った 。

回 答 数 は 次の とお りで あ るが,こ の種 の 調 査 で は比 較 的良 好 な 回答 率 と判 断 さ

れ る 。 な お本 調 査 で の シス ジ ム ハ ウス とは売 上 高 に マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ関連 の

シス テム お よ び シ ス テ ム製品 売 上 を計 上 して い る企 業 と してい る 。

発 送 数:170社(東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・徳 島)

回答 数:56社(う ち システ ム ハ ウス39社)

回 答 率:32.9%

'
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Nシ ス テ ム ハ ウ スの 実 態(調 査 結 果)〔 参 考 表 〕参 照

(1)資 本 金

資本 金1,500百 万 円 未満 の ものが60%を 占 め,シ ステ ム ハ ウスは 規 模 の小 さ

い 中小 企業 とい え る。 また,資 本 構 成 を み る と,役 員 個 人 の 持 株 比 率 が 高 い点

が 注 目 され る 。

② 会 社 設 立

昭和40年 以 降 に 設 立 され た ものが ほ とん どで,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの 発展

と軌 を 一 に して お り,シ ステ ムハ ウスは 若 い企 業 群 とい え る。

(3)関 連 会 社 等

サ

ユー ザ と密 接 な関 連 を有 す る と答 えた もの が 多 く,ユ ーザ と太 い パ イ プ を有

して い る と考 え られ る 。 ま た,チ ップの購 入 先,技 術 ・業 務 の提 携 先 等 と何 ら

かの 形 で関 連 を有 して い る もの が 多 い 。

(4)役 員

役 員 の 年 齢 は30～40歳 台 と若 く,他 の 企 業 か らス ピ ンア ウ トした技 術 者 が

就 任 して い る例 が 多 く,シ ス テ ム ハ ウスは 若 い技 術者 が 中 心 とな って運 営 され

て い る。 ま た,役 員 も過 去 の 同僚 や 親類 縁 者 で構 成 され て い る例 が 多 い 。

(5)従 業員

従 業員50人 以 下 の シス テ ムハ ウス が約70%を 占 めて お り規 模 は 小 さい が,シ

ス テ ム ・シス テ ム製 品 の開 発 に は 高度 な技 術 が 要求 され るた め,従 業 員 の 学 歴

構 成 は 高 学 歴 者 が 過半 数 を占 め て い る。

一 方 ,職 種 別 の 従業 員 構 成 を み る と,技 術 関 係 が圧 倒 的 多 数 を 占 め て お り,

営 業 部 門 の 人員 が極 め て少 ない点 が 特 色 と して挙 げ られ る 。

(6)生 産 販 売 状況

① 使 用LSI

使 用LSIは8ビ ッ ト(第2世 代)の もの が 多 く,そ の8ビ ッ トも,Inte1

系 の8080が 大 部分 を 占 め て い る 。Intel系 に 次 ぐ もの は,Zilog系 の80,

Motorola系 の6800で あ る。使 用LSIの 国 産対輸 入 の比 率 は,45:55
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で輸 入 品 の比 率 が 高 い 。

互)設 備 状 況

コ ン ピ ュー タ(ミ ニ コ ン ピ ュー タ程 度),端 末装 置,計 測 器 が,シ ス テム

ハ ウス の有 す る設 備 の 三傑 で あ る 。 また,設 備 は研 究 開 発 用 に使 用 され てい

る例 が 多 く,生 産 用 は極 め て少 な い 。

③ 受 注 状 況

1件 当 りの平 均 受 注 金 額 は,2千 万円 未 満 が ほ とん どで,受 注 額 は 小額 の

もの が 多 い 。ま た,1社 当 りの期 末 の受 注 残 高 は2億 円 未 満 が ほ とん どで あ

り,そ の 中 で も5千 万円 未 満 の ものが 過半 を 占 め て い る 。

④ 生 産状 況

生 産 形 態 は単 一 の シス テム ・単 品 の シス テ ム製 品 の生 産,お よび外 注 で量

産 を行 って い る もの の比 重 が 大 き く,生 産 は 単 品 の み生 産 す る形 態 と外 注 で

量 産 す る形 態 とに二 極 分化 す る傾 向 が うかが え る。

⑤ 販 売 経 路

自社 の 経 路 で販 売 してい る と答 えた もの が 多 いが,積 極 的 に販 売 開 拓 を行

った結 果 とい うよ りは,単 一 ユ ー ザ と密 着 した経 営 を行 って い る結 果 と推 定

され る 。 なお,自 社 経 路 以外 で は 協 力 会 社 や 商 社 経 由 で行 って い る例 が み ら

れ る。

(7)損 益 状 況

① 売 上 高状 況

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ関 連 売 上 が 総 売 上 高 の30%を 占め る シ ス テ ム ハ ウス

の 総 売 上 高 は,1社 平 均1億9千 万円 で,4億 円 未満 の もの が94%を 占 め て

お り,売 上 規模 は小 さい。

② 利 益状 況

① と同 様,マ イ ク ロ コ ンビ。ユ一 夕関 連 売 上が 総売 上 高 の30%を 占 め る シス

テ ム ハ ウスの売 上 高 ・経 常 利 益 率 は ・一般 の 中 小 企業 の 水準 に比 して ・やや

高 目の 水 準 に あ る とい え る。
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③ 売 上原 価

売 上原 価 は,人 件 費 ・材 料 費 ・外 注 費 の 三 者 で ほ とん どが 占 め られ て い る。

また,設 備 をほ とん ど有 しな い こ とを反 映 し,減 価 償 却 費 負 担 が僅 少 で あ る。

④ 支 払 利息 負 担

売 上 高 に対 す る支払 利 息 の 比 率 は2%以 下 の ものが 多 く,他 業 種 の それ に

比 して利 子負 担 が 高 い 水準 に あ る とは い え ない 。

⑤ 配 当 ・賞 与 の 有無

回答 の あ った う ち,約 半 分 は配 当 ・賞 与 を実 施 してお り,役 員 は 利 益 の恩

恵 に浴 して い る とい え る。

(8)項 目別 売 上 高

① 営 業 種 目別 売 上 高

シ ス テム ・シス テ ム製 品 の 設計 ・製作(52%)お よ び,こ れ等 に必 要 な ソ

フ トウ ェアの 設 計 ・開 発(28%)で,マ イ ク ロ コ ンピ ュー タ関 連 売 上 の80%

を占 め て い る。

② 相 手 先 別 売 上 高

売 上 の 相 手 先 は,応 用 機 器 メ ー カ(OEMメ ー カ)と 一般 ユ ー ザ で大 宗 を

占 め られ てい るが,OEMメ ー カの 比 重 が特 に 高 い点 が注 目 され る。

③ 用 途 別 売 上 高

工業 用 が42%と 高 い シ ェア を占 め てお り,計 測 監 視 用,コ ン ヒ。ユー タ関 連

用,医 用 等 が これ に続 い て い る。

(9)財 務状 況

一定 時 点 の 支払 能 力 を示 す流 動 比 率(200%以 上 が望 ま しい) ,即 時 的 に支

払 手段 とな り うる資 産 の割 合 を示 す 当座 比 率(100%以 上 が 望 ま しい)と も,

ほ ぼ良 好 な水 準 に あ る。

しか し,自 己資 本 と他 人資 本 の 割 合 を示 す負 債 比 率(100%以 下 が 望 ましい)

の 水準 は,200%以 上 の もの が 圧倒 的 多数 を 占 め て い る こ とか ら,資 本構 成 は

必 ず し も安 定 して い る とはい え ない状 況 に あ る。
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OO)資 金調達 お よび取 引条件等

① 資金調達状況

短期 資金 は主 として民 間金融機 関,長 期 資金 は主 として政府金融機関(国

民金融公庫,中 小企業金融 公庫等)か ら調達 してい るが,短 期資金の調達難

を訴 える声が多 くみ られ る。

② 借 入金の担 保物件 およ び保証法

シス テムハ ウス 自身生 産設備等 をほ とん ど有 しない ことか ら,担 保 力が欠

除 してい るため,借 入金の担保物件は役員 の個 人資産 が持 ち出 されてい る例

が極 めて多 い。個人資金で不足 の場合 は,信 用保証協会 よ り保証 を受 けてい

る例が多 い。

③ 納 品時 の代金受領率

契約時 に前渡金 として代金の 一部 を受領 す る ものは皆 無 で,製 品納 入時に

代金 を受領す る ものが大多数 を占 めている。また,代 金受領 は手形 による も

のが主流 で,現 金受 領は極 めて少 ない。

V政 府機関等 へ対する要望

本調査 においては,回 答者 か ら政府機関 に対 して特に次の よ うな要望が寄せ ら

れた。 これ を整理 して次 に揚 げ る。

(1)金 融 ・税制

① 業界 団体(シ ステムハ ウス協同組合等)を 設立 し,中 小企業庁,中 小企業

金融 公庫,商 工中金等 よ り融 資 を得 る。

② 新製品開発資金 お よび独 自に開 発 した ものに対 す る営業経 費等 への貸付 。

③ 生 産,品 質確保,ソ フ ト支援 システム等 への投 資 に対す る助成処置。

④ 財務体質強化のため,無 担保低利融資 。

⑤ 業界団体の財政的 バ ックア ップ。

⑥ システムハ ウス育成援助の ための優遇税制への考慮。

(2)情 報等 の伝達
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① 各地 区 に連 絡 会 を設 立 し協 同 研 究 ・設 備 ・開 発等 の運 営 。

② 加 盟 業 界 団 体 が 東 京 に集 中 して い るの で 主要 都 市 に対 す る支 部 の 設 立 。

③ シス テ ムハ ウス企 業 を政 府機 関等 の 公報 でPR。

④ 技 術 情 報 の 安 価 な 入手,中 小 企業 技 術 者養 成 に対 す る特 別 な配 慮 。

(3)行 政 等 の 指 導

① コ ン ピュー タ関 連 材 料 お よ び機 器 に関 す る輸 入関税 の削 減 ま たは 撤 廃 。

② 品質 管理 に対 す る行 政 指導 。

③ シス テ ム ハ ウス業 界 の 強 化 対策,産 業 と して の地位 の 認識 。

④ 国 産電 算機 メー カと大 手 シ ス テ ムハ ウ ス との独 占的 契 約 を改 め させ,中 小

シス テ ム ハ ウスの 育 成 。

(4)そ の他

① 米 国 に お け る マ イ ク ロ コン ヒ。ユ一 夕の 動 向,シ ェア,ユ ーザ ・ニ ーズ の 調

査 お よび調 査 団 の派 遣 。

② シ ス テ ムハ ウス団地(従 来 の 工業 団 地 の 発展 した形 態 の もの)の 企 画 。

⑳

－V[お わ り に

以 上,調 査 の大 筋 を述 べ て きたが,シ ス テ ム ハ ウスは若 さ溢 れ る中小 企 業 群 と

い え よ うが,そ の 抱 え る問題 点 は多 い。 中 で もその 中 小企業 的体 質 か らく る担 保

力 の欠 如 に加 え,歴 史的 浅 さか ら くる信 用 力 の 欠 如 が 重な り,シ ス テ ム開 発 に要

す る資 金 の調 達 は苦 しい状 況 に あ る と推 定 され る こ とか ら,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー

タ産業 の 振興 お よ び新 規 産 業 育 成 の観 点 に立 って,シ ス テ ムハ ウス に対 す る金 融

面 の 支援 を主 体 と した育 成 策 を進 めて ゆ く こ とが 必 要 であ ろ う。
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〔参 考 図 〕

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ産 業 は,マ イ ク ロ コ ン ビ》ユ一 夕の 製 造 ・販 売 を行 うチ ッ

プ メ ー カお よ び この マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ とい うハ ー ドと 自社 の ノ ウハ ウ とを組

み 合 せ て顧 客 の 要 望(OEMメ ー カの 要 望)に 応 じた シ ステ ムや シス テ ム製 品 を

開 発 す る シス テ ム ハ ウス よ りな る 。 シス テ ム ハ ウスに シ ス テ ム等 の開 発 依 頼 を行

うOEMメ ー カは各業 種 にお よ ぶ 。

●

マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ産 業 の構 造

エ ン ド

ユー ザ

ILSIナ ップ1
メー カ

プ ラ ン ト

メー カ

エ ン ド

ユー ザ

一 般

企 業

事 務 機 器

メー カ

党

エ ン ド

ユ ー ザ

カ)＼

エ ン ド

ユーザ 計測 機 器

メー カ

エ ン ド

ユー ザ

1/Oタ ー ミナノ

メー カ

シ ス テ ムの 提供

シ ス テム 開発 の依 頼

,

,

`
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〔参考表 〕

払 込 資 本 金1,500万 円以 下60% 自社販売経路依存率0～39%27%
3,000万 円以下8% 40～79%18%

3,000万 円以上32% 80～100%55%
会 社 設 立 年 昭和39年 以前9% 売 上 高 状 況0～199百 万円56%

昭和40年 ～昭和49年57% 200～399百 万円38%

昭和50年 ～昭和54年34% 400百 万 円～6%

関 連 会 社 等 主要 一般 ユー ザー あ り82% 売上高 経常 利益率0～L9%29%
主要OEMメ ー カー あり56% 2～3、9%14%

業務提携会社あり56% 4～5.9%14%

資本系列会社あ り59% 6～7.9%36%

技術提携会社あり36% 8～9.9%7%
チ ップメー カー か らの援助 あ り5% 売 上 原 価 構 成 材料費/売 上原価39%

役 員 年 齢 構 成21歳 ～30歳7% 人件費/売 上原価39%
■ 31歳 ～40歳30% 外注費/売 上原価21%

41歳 ～50歳26% その他1%
51歳 ～37% 支 払 利 息 負 担0～1.9%52%

役 員 出 身 別 構 成 技術系85% 2～3.9%40%
" 事務系15% 4%～8%

従 業 員 人 数 構 成50人 以下66% 相 手 先 別 売 上 高 チ ップメー カー向8%

100人 以 下10% OEMメ ー カー向51%

100人 以 上24% 一般 ユー ザ向 け30%

従 業 員 学 歴 構 成 大 学 卒48% その他11%

高 校 卒33% 用 途 別 売 上 高 民生用3%
高 専 卒6% 事務用4%
大学 院卒2% 工業用42%
そ の 他11% 交通 ・運 輸用5%

従業 員 職 種 別 構 成 方式 設計 エ ンジニア10% 計測 ・監視用15%

回路設 計 エ ンジニア13% 通信用3%
機械設 計 エン ジニア3% 医 用8%
パ ター ン設計 エ ンジニア3% コ ンピュー タ関連用13%
カ ス トマ ー エ ン ジ ニ ァ5% その他7%
セー ル ス エ ン ジニ ア5%

流 動 比 率0～100%21%

、

ソフ ト開発 エ ンジニア22%

プログラマ19%

営 業要員4%

その他16%

ピッ ト別 使 用LSI8ビ ット81%

(・駕 罐 ・1・・い ・1-…%61%
201%～18%

当 座 比 率0～100%30%

(藷 離}・1・・)1・1%一 ・・%

その他19% 固 定 比 率0～100%65%

系統別 使用LSI8080系75% (醗 ・1・・)1・1%-35%
Z-80系13%

固 定 長 期 適 合 率0～100%92%
, 6800系13%

1件 当 り受注 金 額19百 万 円以下78% (×100)1・1%-8%

20百 万 円以上22% 負 債 比 率101～200%7%

1社 当 り受 注 残 高04億 円以 下45%
(負 債 ×100餌)・ ・1%-93%

α5～0.9億 円21%

10～19億 円18%

20億 円以上16%

生 産 状 況 設計 のみ9%

自社 内で設計 ・試作 まで10%

自社 内で設計 ・試作 し外注 に より量

産23%

'
民間金融 機関依存度0～39%5%

(灘 ・1・・〉 ・・-79%・ ・%
80～100%65%

短 信 の民 間 依存 度0～39%10%

(短 借 金 ×100民間金)・ ・-79%38%
80～100%52%

自社 内で量 産 ま で一貫 して行 う8%

単 品生産 のみ31%

長借の政府機関依存度0～39%5%

(講 鎗 ・1・・)・・-79%18%
その他19% 80～100%77%
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品 種

1979年 の我 が 国 の 生 産 個 数(単 位;千 個)

上 期(1～6月) 下 期(7～12月) 合 計

数'量 シ ェ ア(D シ ェ ア② 数 量 シ ェ ア(1) シ ェ ア(2) 数 量 シ ェ ア(1) シ ェ ア(2)

MOS型

LSI

(論 理 素 子)

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ

(マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ)
5,900 7.6% 5.3% 12,800 12.8% 8.7% 18,700 10.5% 73%

マ イ ク ロ コ ンピ ュー タ 周 辺 素 子 2,700 3.5 2.4 4,800 4.8 33 7,500 4.2 2.9

電 卓 ・ 時 計 用 62,100 79.6 56.2 71,200 71.2 48.3 133,300 74.9 51.7

専 用 素 子 7300 9.4 6.6 11,200 11.2 7.6 18,500 10.4 7.2

小 計 78,000 100 (70.6) 100,000 100 (67.9) 178ρ00 100 (69.0)

MOS型

記憶素子

RAM 28,000 86.2 25.3 40,000 84.6 27.1 68,000 85.2 26.4

ROM 4,500 13.8 4ユ 7β00 15.4 5.0 11,800 14.8 4.6

小 計 32,500 100 (29.4) 47300 100 (32.1) 79,800 100 (31.0)

総 計 110,500 一 100 147,300
一 100 257,800

`

一 100

表2-11979年 に於 け る我 が 国 のMOS型LSI,記 憶 素 子 の 生 産推 移
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品 種
1979年 上期 に対
す る下期 の伸 び率

1979年 の シ ェ ア
1981年 の

予 想 シ ェ ア

MOS型

LSI

(論 理 素 子)

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ

(マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ)

%216
.9

%10
.5

%7
.3

%38 %25

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 周 辺 素 子 177.8 4.2 2.9 8 5

電 卓 ・ 時 計 用 114.7 749 51.7 40 27

専 用 素 子 153.4 10.4 7.2 14 9

小 計 128.2 100 (690) 100 (66)

MOS型

記憶素子

RAM 1429 85.2 26.4 80 27

ROM 162.2 14.8 4.6 20 7

小 計 145.5 100 (31.0) 100 (34)

総 計 133.3 一 100 一 100

表2-2 我 が国 の1979年 に 於 け るMOS型LSIの 上期 の生 産 数 量 に

対 す る下 期 の伸 び率 と1981年 の 品種 別 予 想 シ ェア
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